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百々遺跡３１区北から

百々遺跡３２区（中央）北から手前は百々這跡1南端部奥は百々這跡2北端部



百々遺跡５１区北から前年度調査した３の1区は高架ができている

百々遺跡５２区西から



百々遺跡３２区住居跡と馬の埋葬土壌

百々遺跡５１区古墳時代土器



百々遺跡５２区４号住居跡

百々遺跡５２区４号住居跡カマド
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百々遺跡３２区舟形土坑出土の常滑大妻
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百々遺跡３２区舟形土坑出土の骨角製品 百々遺跡３２区緑粕陶器

百々遺跡３２区１号溜池状遺構出土の土瓶漆？が内面に付着している



序

本書は、一般国道52号(甲西バイパス)及び中部横断自動車動建設工事に先立って、

平成１１．１２年度に発掘調査を行った百々（どうどう）遺跡３区・５区の発掘調査報

告書です。本遺跡は南アルプス市（旧中巨摩郡白根町）にあり、その全体の調査面

積は43,600,fです。調査区を細かく五区に分割したのは、工事と平行して発掘調査

を行ったことによります。

百々遺跡は、甲府盆地西部の御勅使川扇状地の中央部に位置していますが、地表

には厚い砂喋が堆積しているために、今まで古代の遺跡は発見されていませんでし

た。この原因は、度重なる御勅使川の氾濫による不安定な土地や洪水による流失が

原因と考えられていました。しかし、本工事着工に先立って、平成１０年度に埋蔵文

化財の所在確認調査を行ったところ、大規模な平安時代の集落が埋没していること

が明らかとなったために、翌年度より発掘調査を開始し、南北840ｍの範囲を平成

１２年度までの２カ年で調査を行い、調査区全体では、住居総数251軒の平安時代の

大集落を発見しました。

この発掘調査の結果、３区では平安時代の住居跡64軒、竪穴状遺構５基、中世の

溜池状遺構５基等の遺構と、出土品では多量の土師器や灰紬陶器などの他に、常滑

大喪など中世に関わるものや遺構が多くみられ、さらに特筆すべきは馬の埋葬され

た土坑の検出でした。５区では平安時代の住居跡１８軒、掘立建物跡３棟、溝等が検

出され、出土品では土器･陶器類が発見されました。このように百々遺跡は平安時代

から中世の１５世紀ほどまで継続していることがわかりました。

過去における甲斐国の歴史研究では、この御勅使川扇状地域が古代での「等力郷

(とどろきのごう)」や「馬相野空閑地｣、中世の「八田御牧」等に想定されていると

ころでもあますが、先に述べたように今回の発掘調査によりきわめて重要で新たな

事実が発見されました。このことによって、今までの甲斐国の古代史研究に見直し

を迫る大きな成果がもたらされたものと考えております。さらに、南北で840ｍと

いう遺跡の規模から見ても、東西方向にも同様に広がっていることは明らかですの

で、今後の周辺における調査にも大いに期待が持てます。

本書の刊行によって、別冊となる「百々遺跡ｌ」（2002.3刊行）及び「百々遺跡

２．４」（2004.2刊行）とも合わせることで、この百々遺跡の調査の全容をみわた

すことができます。本報告書が多くの方々に地域研究・学習資料としてご利用いた

だければ幸甚です。

最後となりましたが、調査に当たってご協力いただいた関係者や関係機関、並び

に調査や整理作業に従事された方々に、心より御礼を申し上げます。

２００４年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長渡辺誠
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本書は、山梨県南アルプス市（旧白根町）百々に存在する百々遺跡３．５の発掘調査報告書である。

他書の「百々遺跡１」および「百々遺跡２．４」は同じ原因による調査対象区内を便宜的に分けて

調査、報告したものであり、連続した同じ遺跡である。なお、南アルプス市は平成１５年４月に町村

合併により誕生した地方自治体で、発掘調査時には中巨摩郡白根町であった。

本書は、一般国道52号（甲西バイパス）および中部横断自動車道建設に伴う事前調査であり、山梨

県教育委員会が国土交通省・日本道路公団より委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが調査を実

施したものである。

本書は、３～５章を依田幸浩が、１．２．６章を今福利恵が執筆し、今福利恵が編集した。一部の

遺物実測図についてはアイシン精機に委託した。また、百々遺跡３の遺構平面図は株式会社アイシ

ーの委託による写真測量によっておこしたものであるが、他は当センターの測量による。なお、測

量基準点については昭和測量株式会社に委託した。

遺跡における遺構等の写真については依田幸浩および田中宗博が撮影した。なお、遺跡の烏I敢写真

等航空写真については株式会社アイシーに委託した。また遺物の写真は塚原明夫写真スタジオに委

託した。

炭化材同定・獣骨同定、土壌分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に、さらに土器胎土分析

は帝京大学山梨文化財研究所に委託した。なお、６章の分析は、この成果について抜粋して掲載し

た。また鉄器など金属器については帝京大学山梨文化財研究所に保存処理を委託した。

本報告書にかかわる記録図面、写真、出土遺物等は山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

発掘調査や整理作業にあたっては以下の諸氏、諸機関のご教示．ご協力をいただいた。記して謝意

を表する。（順不同、所属・敬称略）

秋山圭子猪股喜彦閏間俊明岡野秀典河西学菊池吉修櫛原功一斉藤孝正斉藤秀樹

桜井準也佐野隆瀬田正明田中大輔楢崎彰一野崎進平野修平山優保阪太一矢野晴

代山下孝司白根町教育委員会八田村教育委員会小松建設工業株式会社りんかい・坂田建

設共同企業体

１

例
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凡例

1．遺構・遺物挿図の縮尺は原則として次のとおりである。

［遺構］全体図１／４００１／200竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑等１／６０カマド１／３０溝ｌ

／１６０１／８０

［遺物］土器・鉄製品・石製品ｌ／３

その他、適宜図面中に示した。

２．遺構断面図中のポイント部分にある数字は標高(、)を表す。

３．覆土・土器胎土等の色は「標準土色帖(1999年版)」（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団

法人日本色彩研究所色票監修)に基づいて記述した。

４．遺構図中に示したドットの用例は次のとおりである。●土師器（土師器系）▲陶磁器（灰紬・

緑紬陶器、青・白磁など）■須恵器○鉄製品△骨（人骨、獣骨、獣歯など。ただし、図化

できる骨については平面図に表した）口石製品。

なお、ドットに付した番号は、遺物実測図または観察表の番号に対応している。

５．遺構平面図中に示したスクリーントーンの用例は次のとおりである。

焼土溌塞炭化物蕊蕊蕊炭化材灘謹
６．断面図中に示したスクリーントーンの用例は次のとおりである。

砂喋層鱗塞地山蕊識
７．遺物実測図中に示したスクリーントーンの用例は次のとおりである。

黒色処理;謹蕊蕊議すす蕊識施紬蕊蕊蕊施紬(薄)撫菱
８．遺構平面図中に示した方位（Ｎ）は国士座標に基づく真北である。

９．竪穴住居跡の主軸は、カマド（複数ある場合は東カマドを優先した）の設けられた壁に直交する方

向とした。

１０．須恵器は断面を黒く塗り、灰紬・緑紬陶器と青・白磁にはスクリーントーンをかけた。

１１．土器の実測図は断面を右側に、正面を左側に示した。また、実測図中の矢印（→）はへう削りの方

向を示す。

12．本文・遺物の観察表中で（）内の数値は推定値・現存値である。

13．遺物・遺構の時期については坂本美夫（1983）の基準に従い依田・今福が観察した。年代について

は山梨県考古学協会（1992）によっている。

・坂本美夫・末木健・堀内真1983「甲斐地域シンポジウム奈良・平安時代土器の諸問題第11版」『神奈川考古』１４

・山梨県考古学協会1992『甲斐型土器－その編年と年代一』

14．住居跡や土坑などの遺構番号は、百々遺跡３のｌ区、２区ならびに５のｌ区、２区においてそれぞ

れ順次付したものであり、百々遺跡１や百々遺跡２．４など他の調査区の遺構番号とは連続してい

ない。また、遺構番号は調査時（旧番号）と報告時（新番号）で異なっており、その名称改変は以

下のとおりである。保管時には新番号によっているが、遺物の注記は旧番号のままで、本報告書の

遺構番号と異なっているので注意願いたい。



調査時（旧番号）

３区32住

３区33住

３区34住

３区35住

３区36住

３区37住

３区38住

３区39住

３区40住

３区41住

３区42住

３区43住

３区45住

３区46住

３区29住

３区44住

４溝

12溝

６溝

７溝

１１溝

９溝

３区溝

(新番号） ｊ巨言番日く時
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附
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１
１
２
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３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

本報告（新番号）

２区31住←

２区32住←

２区33住←

２区34住←

２区35住←

２区36住←

２区37住←

２区38住←

２区39住←

２区40住←

２区41住←

２区42住←

２区43住←

２区44住←

３号竪穴←

焼土遺構←

５溝←

７溝←

９溝←

１１溝←

13溝←

１４溝←

舟形土坑←

３
新
跡
く
遣
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唯
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唯
雌
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碓
碓
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雌
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雌
川
餓
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碓
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百々遺跡５

本報告（新番号）

１区１住←

調査時（旧番号）

１区１住

唯
碓
碓
碓
唯
唯
唯
碓
碓
碓
碓
唯
唯
雌
唯
雌
雌
雌
雌
唯
碓

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

劃
２
旬
２
２
２
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

統
統
へ
へ

↑
↑

唯
一
唯
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
紬
合
へ
統

区
区

唯
伽

１
１
の
の
州
住
州
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
住
肌
川

信
四
個
凪
四
唖
囚
即
殴
凪
邸
欧
町
四
囲
剛
皿
皿
剛
肌
肌
刷
岨

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
百
百
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第１章調査の経緯

第１節調査に至る経緯
一般国道52号のバイパスと中部横断自動車道の建設に伴い、南アルプス市（当時は中巨摩郡白根町）在家塚地

区から百々地区のあいだを、山梨県埋蔵文化財センターが、平成１０年５月７日から６月１２日の期間で埋蔵文化財

の確認のための試掘調査を行った。その結果、工事区間中の約900ｍにわたって平安時代の住居跡が確認され、約

350軒の住居跡が推定される大規模な集落跡が埋没しているものと予測された。本調査は南北840ｍにわたる工事

区間43,600㎡が対象となった。対象区外にも遺跡は周辺に広がるものと推定される。発掘調査は工事の工程等の

調整により、遺跡全体を１～５の五区に分けて実施することとなった。

平成11年度は高架橋脚の工事が行われる部分を対象に、調査対象区間の東側2/3の幅で全長約840ｍにかけて発

掘調査を行った。工事と並行しての調査となるため調査対象地区を１～３の三区画に分け、それぞれ南北端部よ

り中央部に向かって調査を進めていくこととなった。平成１２年度は高架下道路建設部分を対象とし、前年度の西

側の残り１/3幅に対して発掘調査を行った。高速道路高架部分の工事と並行するため、相互に影響のないよう調査

対象地区を４と５の二区画に分けての調査とした。本報告書はこのうち平成１１年度と平成１２年度に実施した百々

遺跡３と５の地区についてのものである｡百々遺跡３について調査期間は平成１１年５月１０日から同年１２月２７日で、

以後平成１２年１月から３月まで基礎的整理を行った。また百々遺跡５の調査期間は平成12年６月５日から同年１２

月２２日で、以後平成13年１月から３月に基礎的整理を行った。なお報告書作成のための本格的整理は平成13年度、

14年度に行った。

第２節調査経過
・平成10年度

平成１０年５月７日試掘調査開始

平成10年６月１２日試掘調査終了

・平成11年度

平成11年４月２７日百々遺跡の発掘通知を文化庁へ提出

平成11年５月１０日百々遺跡３発掘調査開始

平成11年１１月２７日遺跡現地説明会を開催

平成11年１２月２８日百々遺跡３発掘調査終了

平成12年１月６日基礎的整理作業開始

平成12年１月２１日百々遺跡の遺物発見通知を小笠原警察署に提出

平成12年３月２８日基礎的整理終了

・平成12年度

平成12年４月１２日百々遺跡５の発掘通知を文化庁へ提出

平成１２年６月５日百々遺跡５発掘調査開始

平成12年１２月２２日百々遺跡５発掘調査終了

平成１３年１月１１日基礎的整理開始

平成１３年１月１５日百々遺跡の遺物発見通知を小笠原警察署に提出

平成13年３月１６日基礎的整理終了

・平成13年度

平成13年５月７日本格的整理開始

平成14年３月２９日本格的整理終了

・平成14年度

平成14年６月３日本格的整理開始

平成15年３月２８日本格的整理終了

・平成15年度

平成15年８月２５日百々３．５残務整理開始
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１にぶい黄褐色土１～3cmほどの操を含む。

２灰黄褐色土１～3cmほどの燦を含む。

３灰黄褐色土酸化鉄・１～3cmほどの鴎を含む。
４灰黄褐色土酸化鉄を含む。
５にぶい黄褐色土酸化鉄を含む。

６にぶい黄褐色土酸化鉄を含む。焼土をわずかに含む。
７にぶい黄褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

８暗褐色土酸化鉄を少量含む。

９暗褐色土焼土・炭化物・酸化鉄をわずかに含む。

１０にぶい黄褐色土酸化鉄を少量含む。

１１にぶい黄褐色土焼土・炭化物・酸化鉄をわずかに含む

１２にぶい黄褐色土焼土・炭化物を少量含む。

１３暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
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２区4号溜池状遺構

;職灘撚蝋…
５黒褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

６黒褐色土やや砂質。暗褐色土ブロックを含む。

７黒褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。

８黒褐色土にぶい黄褐色土ブロックをわずかに含む。

ｉＩ灘皇I蓋i繍舗鰯亨多く含む。
Ｍ繍謹誰霧識｡嬢土をわずかに含む。
１３暗褐色土酸化鉄を多く含む。

１４暗褐色土砂質。

１５暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

１６灰黄褐色土やや砂質。

１７黒褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

１８黒褐色土焼土・炭化物・酸化鉄をわずかに含む。
１９灰黄褐色土炭化物・酸化鉄をわずかに含む。

２０にぶい黄褐色土酸化鉄を含む。
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－●

炎

２区４号溜池状遺構
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2区5号溜池状遺栂

１暗褐色土１～5mmほどの蝶を少量含む。焼土・炭化物をわずかに含む。
２暗褐色土５～１０mmほどの磯を少量含む。
３暗赤褐色土酸化鉄を含む。

４黒褐色土１～5mnほどの磯を少量含む。
５暗褐色土焼土を少量含む。
６砂喋

７褐色土３～４０mmほどの操を含む。
８暗褐色土

２区５号溜池状遺構

●
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ツト観察表

百々遺跡３２区土坑(1) 百々遺跡３２区 土坑(2)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区１ J-１１６ 楕円形 1５０．０ 9２．０ 39.0 畝状遺構 2区5１ J-１０８．１０９ 円形 1３１．０ 1２３．０ 1６．０

2区２ J-１１６．１１７ 不整形 1３２．０ 8４．０ ４１．０ 〃 2区5２ Ｋ-１１０ 円形 1１２．０ 104.0 2.0

2区３ J･Ｋ－１１４ 円形 7６．０ 7５．０ 2０．０ 2区5３ Ｋ･Ｌ－１１０ 円形 1０６．０ 9８．０ 1６．０

2区４ Ｌ－ｌｌ４ 不整形 8６．０ ８５．０ ３１．０ 2区5４ Ｍ・Ｎ-１０７ 方形 1９８．０ 161.0 56.0 33号住居

2区５ Ｋ－ｌｌ４ 不整形 8２．０ 7９．０ 1６．０ ４号住居 2区5５ ０－１０７ 円形 8４．０ 80.0 2.0

2区６ Ｍ－ｌｌ４ 不整形 1５２．０ 141.0 9.0 2区5６ ０－１０８ 方形 1３８．０ 9２．０ 3８．０

2区７ Ｍ-１１６．１１７ 方形 2７８．０ 2６４．０ ３２．０ ２．３号溝 2区5７ ０.Ｐ－ｌＯ９ 不整形 1６８．０ 1３２．０ 1８．０ ８号溝

2区８ Ｍ・Ｎ-１１５ 不整形 1５４．０ 5８．０ 1２．０ 2区5８ Ｐ－ｌＯ８ 不整形 1７２．０ 104.0 1５．０

2区９ Ｎ－ｌｌ５ 不整形 1７６．０ 9８．０ 1１．０ 2区5９ Ｑ-１０５．１０６ 不整形 1１８．０ 9８．０ 34.0 11,14号溝

2区１０ Ｎ－ｌｌ６ 楕円形 1０２．０ 6０．０ ２０．０ 2区6０ Q-lO5 不整形 1３４．０ 1２０．０ 3２．０ 〃

2区１１ ０－１１７ 方形 144.0 84.0 3８．０ 畝状遺構 2区6１ Ｒ－ｌＯ５ 不整形 101.0 90.0 49.0 １４号溝

2区1２ P－ｌｌ７ 不整形 1７７．０ 133.0 ２６．０ 5号溝 2区6２ Ｒ-１０５．１０６ 方形 1２８．０ 1２０．０ 33.0 〃

2区１３ Ｎ･O-ll6･O-ll5 円形 1３０．０ 1１４．０ 28.0 2区6３ Ｐ－ｌＯ７ 不整形 1５０．０ 42.0 9.0

2区1４ ○-１１５ 不整形 1３８．０ 1３４．０ 5２．０ 2区6４ Ｑ･Ｒ－ｌｌｌ 不整形 1２２．０ 8４．０ ３１．０

2区１５ Ｏ－ｌｌ５ 不整形 1０６．０ 3４．０ 2７．０ 2区6５ Ｑ－ｌｌｌ 不整形 1０３．０ 100.0 28.0 19号住居

2区１６ Ｏ－ｌｌ５ 不整形 1０８．０ 8６．０ 2９．０ 2区6６ P｡Ｑ-111.112 不整形 3７９．０ 240.0 49.0 44号住居

2区１７ P-１１５ 不整形 1２２．０ 100.0 1５．０ 2区6７ Ｏ－ｌｌｌ 円形 １１８．０ １１０．０ 48.0

2区1８ Ｐ－ｌｌ４ 不整形 １１２．０ 9０．０ 60.0 2区6８ Ｎ－ｌｌｌ 不整形 ９２．０ ７２．０ 2３．０ 69号土坑

2区1９ Q-ll4 方形 240.0 2３０．０ 73.0 2区6９ Ｎ-１１１ 不整形 ６０．０ 40.0 68号土坑

2区2０ Ｐ－ｌｌ５ 不整形 ２１８．０ 206.0 1４．０ 5号溝 2区7０ Ｎ－ｌｌＯ 不整形 2３２．０ 1０８．０ 7.0

2区2１ Ｑ-１１５ 半円形 1００．０ ７０．０ 1７．０ 2区7１ Ｍ・Ｎ-１０７ 不整形 1２３．０ ７０．０ 8.0 32号住居

2区2２ 1－１１２ 不整形 １１４．０ ５６．０ 2８．０ 2区7２ Ｋ－ｌｌ３ 方形 8３．０ 75.0 2４．０

2区2３ Ｈ･I－ｌｌｌ 不整形 1０８．０ ８２．０ 3９．０ 1号竪穴住居 2区7３ J-１１２ 不整形 1９２．０ 142.0 2４．０ ６．８号溝・９号住居

2区2４ Ｇ･Ｈ－ｌｌｌ 不整形 1６６．０ 1５８．０ 3０．０ 2区7４ J－ｌｌ２ 不整形 140.0 ６２．０ 3６．０ ８号溝

2区2５ Ｇ･H-llO･ｌｌｌ 不整形 1６６．０ ８８．０ 1０．０ 2区7５ J－ｌｌ２ 不整形 1３２．０ 5６．０ 49.0 ６号溝

2区2６ Ｈ－ｌｌＯ 不整形 １１２．０ ９８．０ 1０．０ 2区7６ J－ｌｌ３ 楕円形 2８８．０ 160.0 42.0 ９号住居

2区2７ Ｇ･Ｈ－ｌｌＯ 方形 146.0 ９８．０ 1４．０ 2区7７ J－ｌｌ３ 半円形 182.0 100.0 1３．０

2区2８ Ｈ－ｌＯ９・’１０ 不整形 1３８．０ 1３４．０ 1８．０ 29号土坑

2区2９ Ｈ-１０９．１１０ 楕円形 148.0 １１０．０ 1７．０ 28号土坑､人骨 百々遺跡３２区 ピット(1)

2区3０ Ｈ－ｌＯ９ 不整形 1３０．０ 1２０．０ ２９．０ 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区3１ Ｈ－ｌＯ９ 不整形 1００．０ 7４．０ 9.0 2区１ Ｇ－ｌｌ７ 円形 3３．０ 2７．０ 1２．６

2区3２ Ｈ-１０８ 方形 1０８．０ 9６．０ 1４．０ 2区２ Ｇ－ｌｌ７ 円形 3３．０ ３１．０ 1９．８

2区3３ Ｈ－ｌＯ８ 方形 106.0 9６．０ 1４．０ 12溝 2区３ Ｇ-１１７ 円形 3８．０ 3２．０ ２２．４

2区3４ Ｋ－ｌＯ３ 楕円形 166.0 80.0 26.0 2区４ Ｇ－ｌｌ７ 円形 3２．０ 2９．０ ２０．７

2区3５ L-１０３．１０４ 楕円形 1９３．０ ９１．０ ６８．０ 31号住居 2区５ Ｈ－ｌｌ７ 円形 2３．０ 2２．５ 8.6

2区3６ Ｍ-１０４ 不整形 1１６．０ 6９．０ 100.0 〃 2区６ Ｈ－ｌｌ７ 円形 ２１．０ 2０．０ 2.3

2区3７ Ｋ－ｌＯ４ 方形 1８３．０ 1１２．０ ３９．０ 32号住居 2区７ Ｈ-１１７ 円形 3６．０ 3４．０ 1４．０

2区3８ Ｋ－ｌＯ４ 不整形 ２００．０ 1５７．０ ４５．０ 2区８ Ｈ－ｌｌ７ 円形 35.0 2５．０ 1２．９ 2号住居

2区3９ Ｋ－ｌＯ４ 不整形 1０７．０ 8３．０ ２０．０ 29号住居 2区９ Ｈ－ｌｌ７ 円形 2６．０ 2５．０ 5.7

2区4０ Ｋ-１０４．１０５ 不正円形 1０９．０ 1０１．０ ４３．０ 〃 2区１０ Ｈ-１１６ 円形 3７．０ 3０．０ １７．１

2区4１ Ｋ－ｌＯ４･ｌＯ５ 不整形 1５７．０ 108.0 7.0 〃 2区１１ Ｈ－ｌｌ６ 不整形 32.0 20.0 1７．３

2区4２ Ｌ-１０６ 円形 1２５．０ 1１８．０ 2９．０ 13号溝 2区１２ I－ｌｌ６ だるま形 ５３．０ 3３．０ 1７．０

2区4３ Ｍ－ｌＯ６ 不正円形 148.0 1３８．０ 6４．０ 32号住居 2区１３ Ｈ－ｌｌ６ 円形 ２９．０ ２７．０ 4.6

2区4４ Ｍ－ｌＯ６ 半円形 1５１．０ 149.0 ４３．０ 〃 2区１４ Ｈ－ｌｌ６ 円形 ２５．０ 2２．０ 6.2

2区4５ L-lO7･Ｍ－ｌＯ６ 不整形 1５４．０ 1２３．０ 2９．０ 32住居･’3号溝 2区１５ Ｈ－ｌｌ６ 円形 2８．０ 1６．０ 3.7

2区4６ Ｋ-１０６．１０７ 不整形 1８８．０ 84.0 7.0 2区１６ Ｈ-１１６ 円形 ３７．０ 3４．０ 1４．１

2区4７ Ｋ－ｌＯ６ 不整形 １１０．０ 7４．０ 1７．０ 2区１７ Ｈ－ｌｌ６ 円形 ４５．０ 3５．０ １４．１

2区4８ Ｋ－ｌＯ６ 不整形 １１８．０ 5４．０ 1３．０ 2区１８ Ｇ－ｌｌ６ 半円形 ３７．０ 1９．０ 9.7

2区4９ Ｋ－ｌＯ７ 不整形 ９６．０ ８６．０ 40.0 2区１９ Ｈ－ｌｌ６ 不整形 ４１．０ ２７．０ 8.2

2区5０ J･Ｋ－ｌＯ８ 不整形 2４．０ 22.23号住居･馬の骨 2区２０ Ｈ－ｌｌ６ 円形 2４．０ ２１．０ 5.5

5０



百々遺跡３２区 ピット(2) 百々遺跡３２区 ピット(3)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区２１ Ｈ－ｌｌ６ 円形 ３２．０ 2８．０ 6.4 2区7１ 1－１１７ 不整形 9０．０ 7６．０ 2０．０ 撹乱

2区２２ Ｈ-１１５．１１６ 円形 2４．０ ２１．０ ４．８ 2区7２ 1－１１７ 不整形 3８．０ 3８．０ 1６．０

2区２３ Ｈ-１１５．１１６ 円形 ２５．０ 2２．０ 4.5 2区7３ 1－１１７ 不整形 42.0 3０．０ 1４．０

2区２４ Ｈ-１１５．１１６ 円形 40.0 3７．０ 1２．８ 2区7４ J－ｌｌ７ 円形 3４．０ 3２．０ 1２．０

2区２５ Ｈ－ｌｌ５ 円形 ２５．０ 2４．０ 2区7５ J－ｌｌ７ 楕円形 5８．０ 3６．０ ３８．０

2区２６ Ｈ－ｌｌ５ 楕円形 3８．０ 30.0 6.0 2区7６ J－ｌｌ７ 円形 33.0 3０．０ 2４．０

2区２７ Ｈ－ｌｌ５ 円形 2８．０ 2７．０ 2区7７ J-１１７ 円形 3８．０ ３６．０ ２１．０

2区２８ Ｈ－ｌｌ５ 円形 2８．０ 2４．０ 2区7８ J－ｌｌ７ 不整形 ２８．０ ２２．０ 2９．０ ２号土坑

2区２９ Ｈ-１１５ 不整形 44.0 3８．０ 7.0 2区7９ J－ｌｌ７ 円形 3４．０ ３０．０ 1１．０

2区３０ Ｈ－ｌｌ５ 円形 3３．０ 3１．０ 7.0 2区8０ J－ｌｌ７ 楕円形 ５０．０ 42.0 1８．０

2区３１ Ｈ－ｌｌ５ 不整形 3６．０ ２６．０ 9.0 2区8１ Ｋ－ｌｌ７ 楕円形 3６．０ 34.0 6.0

2区３２ 1－１１５ 不整形 ４８．０ ４２．０ 1５．０ 2区8２ J,Ｋ－ｌｌ７ 不整形 5２．０ 3８．０ 23.0

2区３３ 1－１１５ 円形 ２５．０ 2４．０ 2区8３ Ｋ－ｌｌ７ 円形 46.0 ４６．０ 4.0

2区３４ I－ｌｌ５ 円形 2４．０ 2４．０ ９．０ 2区8４ Ｋ－ｌｌ７ 円形 5２．０ 5２．０ 1９．０

2区３５ Ｈ-１１５ 円形 36.0 3２．０ 1５．０ 2区8５ Ｋ－ｌｌ７ 円形 2６．０ 2６．０ 2４．０

2区３６ Ｈ－ｌｌ５ 楕円形 ４８．０ 3５．０ 1２．０ 2区8６ Ｋ－ｌｌ７ 楕円形 5８．０ ３６．０ 1３．０

2区３７ Ｈ－ｌｌ５ 円形 3８．０ 3６．０ 1２．０ 2区8７ Ｋ-１１６．１１７ 円形 3８．０ ３６．０ ２６．０

2区３８ Ｈ－ｌｌ５ 円形 3８．０ 3６．０ 1９．０ 2区8８ Ｋ-１１６．１１７ 円形 ４２．０ ４０．０ 2２．０

2区３９ 1－１１５ 円形 24.0 2３．０ 2区8９ Ｋ-１１６ 円形 44.0 44.0 7３．０

2区４０ 1－１１４．１１５ 不整形 49.0 3４．０ 9.0 2区9０ Ｋ－ｌｌ６ 楕円形 40.0 40.0 1９．０

2区４１ Ｈ-１１４．１１５ 円形 ３１．０ 2８．０ 2区9１ Ｋ-１１６ 円形 3０．０ 2６．０ 1４．０

2区４２ Ｈ-１１４．１１５ 円形 ４４．０ ４０．０ 1４．０ 2区9２ Ｋ－ｌｌ６ 円形 2８．０ 2６．０ 2３．０

2区４３ Ｈ－ｌｌ４ 円形 5２．０ 44.0 １１．０ 2区9３ Ｋ-１１６ 円形 3０．０ 2６．０ 2０．０

2区４４ 1－１１４ 楕円形 3０．０ ２１．０ 2区9４ Ｋ－ｌｌ６ 円形 3４．０ 3４．０ 2６．０

2区４５ 1－１１４ 不整形 3２．０ ２６．０ 2.0 2区9５ Ｋ-１１６ 円形 3４．０ 3２．０ ２２．０

2区４６ J－ｌｌ４ 不整形 ４１．０ 40.0 5４．０ ３号住居 2区9６ Ｋ－ｌｌ６ 円形 3６．０ 3４．０

2区４７ J－ｌｌ４ 不整形 ２９．０ 2３．０ 5.0 ４号住居 2区9７ Ｋ-１１５．１１６ 円形 3４．０ ３０．０ 6.0

2区４８ J-１１５ 円形 3８．０ 3２．０ ２１．０ 2区9８ Ｋ-１１５．１１６ 円形 3６，０ ３２，０ ２７．０

2区４９ J－ｌｌ５ 円形 3６．０ 3６．０ 1５．０ 2区9９ J･Ｋ－ｌｌ５ 円形 ３６．０ ３２．０ 1５．０

2区５０ J－ｌｌ５ 楕円形 8８．０ 2４．０ 7.0 2区１００ Ｋ－ｌｌ５ 楕円形 ６８．０ 3０．０ 1４．０

2区５１ J－ｌｌ５ 円形 3０．０ 3０．０ 1５．０ 2区1０１ Ｋ-１１５ 円形 ３０．０ 28.0 2６．０

2区５２ J－ｌｌ５ 不整形 7２．０ 6８．０ ４７．０ 2区1０２ Ｋ-１１５ 円形 3４．０ 2８．０ 2４．０

2区５３ J－ｌｌ５ 円形 36.0 3４．０ ４７．０ 2区1０３ Ｋ－ｌｌ５ 円形 3４．０ 3０．０ 1９．０

2区５４ J－ｌｌ６ 円形 40.0 3８．０ 1８．０ 2区１０４ Ｋ－ｌｌ５ 不整形 3４．０ 3２．０ 2８．０

2区５５ J－ｌｌ６ 円形 32.0 30.0 1３．０ 2区1０５ Ｋ－ｌｌ５ 円形 48.0 46.0 ４６．０

2区５６ J－ｌｌ６ 円形 32.0 3０．０ ２３．０ 2区１０６ Ｋ－ｌｌ５ 不整形 5６．０ ４６．０ ４４．０

2区５７ J－ｌｌ６ 円形 3４．０ 3２．０ ２５．０ 2区1０７ Ｋ-１１５ 円形 2６．０ 2６．０ 6.0

2区５８ J－ｌｌ６ 円形 3６．０ 3０．０ 2４．０ 2区１０８ Ｋ-１１５ 円形 46.0 3６．０ 2３．０

2区５９ J－ｌｌ６ 楕円形 ４０．０ 2４．０ 1２．０ 1号溝 2区１０９ Ｋ－ｌｌ５ 不整形 3０．０ 2８．０ 1７．０

2区６０ J－ｌｌ６ 楕円形 5２．０ ３０．０ 2.0 2区110 Ｋ－ｌｌ５ 円形 3４．０ 3２．０ 1７．０

2区６１ 1－１１６ 円形 ４１．０ ４０．０ 23.0 2区１１１ Ｋ-１１５ 円形 ４８．０ 30.0 ２３．０

2区６２ 1－１１６ 不整形 3２．０ ３０．０ ２１．０ 2区112 Ｋ－ｌｌ５ 円形 3６．０ 3６．０ 1８．０

2区６３ I－ｌｌ６ 不整形 ４０．０ 3４．０ 1６．０ 2区113 Ｋ-１１５ 円形 2６．０ ２０．０ 2５．０

2区６４ 1,J-１１６ 円形 ３８．０ 3２．０ 1８．０ 2区1１４ Ｋ-１１５ 円形 ３４．０ ２６．０ ２６．０

2区６５ 1－１１６ 円形 ２８．０ 2６．０ ５．０ 2区1１５ Ｋ-１１５ 円形 ４０．０ 3８．０ 30.0

2区６６ 1－１１６ 円形 3６．０ 3６．０ 1２．０ 2区１１６ Ｋ－ｌｌ５ 円形 ５０．０ 44.0 ４１．０

2区６７ 1－１１７ だるま形 ７６．０ 3４．０ 3４．０ 2区1１７ Ｋ－ｌｌ５ 円形 44.0 ３６．０ 40.0

2区６８ 1－１１７ 円形 3６．０ 3４．０ 2９．０ 2区1１８ Ｋ-１１５ 円形 3４．０ 3２．０ 1４．０

2区６９ 1－１１７ 円形 48.0 ４６．０ 3９．０ 2区１１９ Ｋ-１１５ 円形 3０．０ 2６．０ 3８．０

2区７０ 1－１１７ 不整形 8６．０ 6２．０ 5.0 2区120 Ｋ－ｌｌ４ 円形 2２．０ 2２．０ 1０．０

－１５１－



百々遺跡３２区 ピット(4) 百々遺跡３２区ピッ 卜(5)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区1２１ Ｋ-１１４ 不整形 36.0 3２．０ 1４．０ 2区1７１ Ｍ－ｌｌ５ 円形 3３．０ 3２．０ 2８．０

2区122 Ｋ-１１４ 不整形 2４．０ 1８．０ 2区172 Ｌ－ｌｌ６ 円形 ４１．０ 42.0 2５．０

2区123 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3０．０ 2０．０ 2５．０ 2区173 Ｌ－ｌｌ７ 円形 38.0 3４．０ 1７．０

2区124 Ｋ－ｌｌ４ 円形 44.0 3４．０ 1３．０ 2区174 Ｌ－ｌｌ７ 不整形 7８．０ 7４．０ 1８．０

2区125 Ｋ－ｌｌ４ 円形 ３０．０ 2８．０ 3４．０ 2区175 Ｌ－ｌｌ７ 円形 ４６．０ ４０．０ 1８．０

2区126 Ｋ-１１４ 円形 44.0 ３８．０ 3０．０ 2区176 Ｌ－ｌｌ７ 円形 3０．０ ２５．０ 1６．０

2区127 Ｋ-１１４ 円形 3６．０ ３２．０ ４１．０ 2区177 Ｌ･Ｍ－ｌｌ７ 円形 3９．０ 3９．０ ２２．０

2区１２８ Ｋ－ｌｌ４ 不整形 34.0 2８．０ ２２．０ 2区178 Ｍ－ｌｌ６ 不整形 3２．０ 3０．０

2区129 Ｋ-１１４ 不整形 3４．０ 3２．０ 1５．０ 2区１７９ Ｍ-１１６ 不整形 6４．０ 2６．０ 7号土坑

2区１３０ Ｋ-１１４ 円形 3４．０ 32.0 3.0 2区180 Ｍ－ｌｌ６ 不整形 6０．０ 48.0 1４．０

2区1３１ Ｋ－ｌｌ４ 円形 ３６．０ 3２．０ 2２．０ 2区1８１ Ｍ-１１６．１１７ だるま形 ４２．０ 3０．０ １１．０

2区132 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3４．０ 3２．０ 2区182 Ｎ－ｌｌ７ 楕円形 ９８．０ ９１．０ １１．０

2区１３３ Ｋ－ｌｌ４ 円形 ４２．０ 40.0 2５．０ 2区183 Ｎ－ｌｌ６ 円形 3２．０ ２５．０ 2０．０

2区１３４ Ｋ－ｌｌ４ 円形 3６．０ ３６．０ ２１．０ 2区184 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ４６．０ ３７．０ 3６．０

2区135 Ｋ－ｌｌ４ 楕円形 ４８．０ ４６．０ ２１．０ 2区185 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ４８．０ ４６．０ 25.10

2区136 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3０．０ 3０．０ 2区186 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ４０．０ ３６．０ 1２．０

2区１３７ Ｋ－ｌｌ４ 不整形 6４．０ 5０．０ 1５．０ 2区１８７ Ｎ－ｌｌ６ 円形 34.10 2３．０ 26.0

2区138 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3８．０ 3３．０ 30.0 ４号住居 2区１８８ Ｎ－ｌｌ６ 円形 3２．０ 3０．０ １７．０

2区139 Ｋ-１１４ 円形 ７２．０ 6３．０ ４１．０ 〃 2区189 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ２７．０ 2３．０ 3５．０

2区１４０ Ｋ-１１４ 円形 ４７．０ 42.0 2８．０ 2区１９０ Ｎ－ｌｌ６ 円形 2８．０ 2７．０ 1６．０

2区1４１ Ｋ－ｌｌ４ 円形 3５．０ ２７．０ 1９．０ 2区1９１ Ｎ－ｌｌ６ 不整形 ５６．０ 44.0 1９．０ ６号住居

2区142 Ｋ-１１４ 円形 5０．０ ４５．０ 3２．０ 2区192 Ｎ－ｌｌ６ 円形 30.0 3０．０ 2７．０

2区143 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3３．０ ３３．０ 37.0 2区193 Ｎ－ｌｌ６ 楕円形 7６．０ ５３．０ 43.0

2区144 Ｋ－ｌｌ４ 円形 3７．０ 3５，０ 2０．０ 2区１９４ Ｎ-１１６ 不整形 3０．０ ３０．０ ３１．０ １０号土坑

2区145 Ｋ-１１４ 円形 42.0 37.0 ４７．０ 2区195 Ｎ－ｌｌ６ だるま形 ５１．０ ２０．０ 2３．０

2区１４６ L-l46 円形 33.0 30.0 ２１．０ ４号土坑 2区196 ０－１１６ 円形 ４６．０ ４２．０ 1８．０

2区147 Ｋ･Ｌ－ｌ４６ 楕円形 6６．０ ４０．０ ２８．０ 2区197 ０－１１６ 円形 49.0 3２．０ ３３．０

2区148 Ｌ－ｌｌ４ 不整形 7２．０ 5８， 3１．０ 舟形土坑 2区１９８ ０－１１７ 円形 3０．０ 2６．０ 8.0

2区149 Ｌ－ｌｌ４ 円形 ４８．０ 43.0 143.0 2区１９９ ０－１１６．１１７ 円形 45.0 ４０．０ 2４．０

2区１５０ Ｌ－ｌｌ４ 円形 ４０．０ 3２．０ 2１．０ 2区200 ０－１１６ 円形 3６．０ 3６．０ 1８．０

2区１５１ Ｌ－ｌｌ４ 不整形 ６８．０ 6３．０ ４３．０ 2区201 ０－１１６ 円形 3４．０ 2８．０ 2３．０

2区152 Ｌ－ｌｌ４ 円形 ３９．０ 38.0 2４．０ 2区202 ０－１１６ 円形 ５２．０ 3８．０ 2４．０

2区１５３ Ｌ－ｌｌ４ 円形 ４８．０ ４６．０ 2４．０ 2区203 ０･Ｐ-１１６．１１７ 半円形 ５８．０ 5３．０ 1４．０ ７号住居

2区154 Ｌ－ｌｌ５ 円形 5０．０ 48.0 40.0 5号住居 2区204 Ｐ－ｌｌ７ 半円形 ３５．０ ２７．０ 1０．０ ３号溝

2区１５５ Ｍ－ｌｌ５ 円形 ４９．０ ４８．０ 2０．０ 2区205 Ｐ－ｌｌ７ 円形 5４．０ 5２．０ 1３．０

2区156 Ｌ･Ｍ－１１５ 円形 6１．０ 5６．０ ２１．０ 2区206 P-１１６．１１７ 半円形 7３．０ 7０．０ 3５．０ ７号住居

2区157 Ｍ-１１４ 円形 3６．０ 3２．０ ２１．０ 2区207 ○-１１６ 半円形 2６．０ 2４．０ 1２．０ 〃

2区１５８ Ｍ－ｌｌ４ 円形 3６．０ 3４．０ ２２．０ 2区208 Ｏ－ｌｌ６ 不整形 6９．０ ６０．０ 2０．０

2区159 Ｍ－ｌｌ４ 円形 3５．０ 35.0 ２３．０ 2区209 ０－１１６ 不整形 3６．０ ３１．０ 2８．０

2区１６０ Ｍ-１１４ 円形 3８．０ 2８．０ 舟形土坑 2区210 Ｏ－ｌｌ６ 円形 ４８．０ 42.0 34.0

2区１６１ Ｍ-１１３．１１４ 不整形 50.0 ４８．０ 34.0 〃 2区211 Ｏ－ｌｌ６ 円形 34.0 3２．０ 1３．０

2区162 Ｍ－ｌｌ３ 円形 4６．０ 3６．０ 1８．０ 2区212 Ｏ－ｌｌ６ 円形 3４．０ 2８．０ ３０．０

2区163 Ｍ-１１３．１１４ 円形 48.0 3６．０ 1４．０ 2区213 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ３３．０ 3０．０ ２０．０

2区１６４ Ｍ－ｌｌ４ だるま形 ３６．０ 3４．０ 2０．０ 2区214 Ｎ-１１６ 円形 3０．０ 2５．０ 2０．０

2区165 Ｍ－ｌｌ４ 不整形 ５０．０ 3６．０ 2２．０ 2区215 Ｎ－ｌｌ６ 円形 ３１．０ 3０．０ 1９．０

2区１６６ Ｍ－ｌｌ４ 円形 3８．０ ３６．０ 1９．０ 2区216 Ｎ-１１６ 楕円形 9３．０ 7６．０ ２１．０

2区167 Ｍ－ｌｌ４ 円形 3５．０ ３５．０ ２１．０ 2区217 Ｎ－ｌｌ６ 円形 2２．０ 2２．０ 1０．０

2区１６８ Ｍ－ｌｌ５ 円形 3９．０ ３６．０ 2５．０ 2区218 Ｎ-１１５ 円形 3３．０ 2７．０ 1７．０

2区１６９ Ｍ－ｌｌ５ 円形 3２．０ 3２．０ 2３．０ 2区219 Ｎ－ｌｌ５ 円形 ３２．０ 2４．０ 1３．０

2区１７０ Ｍ・Ｎ-１１５ 円形 2６．０ 2６．０ 2区220 Ｎ－ｌｌ５ 円形 ２８．０ 2８．０ ３１．０

－１５２－



百々遺跡３２区ピット(6) 百々遺跡３２区 ピット(7)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区221 Ｎ,０－１１５ 円形 ３５．０ 3２．０ 2５．０ 2区2７１ ０－１１４ 円形 3６．０ 3０．０ 2９．０

2区222 Ｎ-１１５ 楕円形 ５２．０ 3８．０ 1５．０ 2区272 ０－１１４ 不整形 40.0 3８．０ 2７．０

2区223 ０－１１５ 不整形 2５．０ 2３．０ 1２．０ 14号上坑 2区273 Ｏ－ｌｌ５ 円形 ４６．０ ４２．０ 2７．０ 礎石

2区224 ０－１１５ 円形 40.0 3５．０ ４５．０ 2区274 Ｏ－ｌｌ５ 円形 3０．０ 2８．０ ２６．０

2区225 ○-１１５．１１６ 円形 48.0 4４．０ ３１．０ 2区275 Ｐ－ｌｌ５ 円形 6２．０ 6２．０ ３７．０ １６号土坑

2区226 ○-１１６ 円形 ３７．０ ３１．０ 2７．０ 2区276 ０－１１４．１１５ 円形 3８．０ 3４．０ ２３．０

2区227 Ｏ－ｌｌ６ 円形 3３．０ 3０．０ 2６．０ 2区277 Ｏ－ｌｌ４ 円形 2６．０ 2２．０ 1２．０

2区228 Ｏ－ｌｌ６ 円形 3６．０ 2９．０ 2区278 ０－１１４ 円形 2６．０ ２４．０ 1１．０

2区229 ０－１１６ 円形 3６．０ 3４．０ 3９．０ 2区279 ０－１１４ 円形 2８．０ ２６．０ 1６．０

2区230 ０－１１６ 円形 3２．０ 3２．０ ３２．０ 2区280 ０－１１４ 円形 2４．０ 2４．０ 6.0

2区231 ０－１１６ 円形 36.0 3０．０ ２７．０ 2区281 ０－１１４ 円形 ６２．０ ５３．０ ２２．０ 礎石

2区232 ０－１１６ 楕円形 3５．０ 2３．０ 1４．０ 2区282 Ｐ－ｌｌ４ 半円形 ４０．０ ２０．０ ５号溝

2区233 ０－１１６ 円形 2５．０ 2２．０ 25.,0 2区283 Ｐ-１１４ 円形 24.,0 ２３．０ ４号溝

2区234 Ｏ－ｌｌ６ 不整形 ４４．０ 3４．０ 1７．０ 2区284 Ｏ－ｌｌ４ 円形 2４．０ 2２．０ 9.0

2区235 ０－１１６ 円形 2０．０ 1６．０ 1５．０ 2区285 ○-１１４ 円形 3２．０ 2６．０ 1８．０

2区236 ０－１１６ 円形 ２３．０ 22.0 1５．０ 2区286 Ｏ－ｌｌ４ 不整形 9０．０ 3６．０ 40.0

2区237 P－ｌｌ６ 円形 2４．０ 2４．０ 1３．０ 2区287 Ｏ－ｌｌ４ 円形 3６．０ 3２．０ 2５．０

2区238 P-１１６ 円形 ４５．０ ２８．０ ２１．０ 2区288 ０－１１４ 円形 3０．０ 2８．０ 1２．０

2区239 P－ｌｌ５ だるま形 ４０．０ 8.0 2４．０ 2区289 ０－１１４ 円形 42.0 3６．０ 3８．０

2区240 P－ｌｌ５ 円形 ３６．０ 3４．０ 2２．０ 2区290 Ｏ－ｌｌ４ 円形 3８．０ 3６．０ 2４．０

2区241 P-１１５ 円形 ３２．０ 2８．０ 2２．０ 2区291 ０－１１４ 円形 2６．０ 2４．０ 1６．０

2区242 P－ｌｌ５ 円形 ４２．０ 40.0 2２．０ 2区292 ０－１１３．１１４ だるま形 48.0 1８．０ 1５．０

2区243 P－ｌｌ５ 円形 ３６．０ 3２．０ 1８．０ 2区293 Ｏ－ｌｌ４ 不整形 ４８．０ 3６．０ ２１．０

2区244 Ｐ－ｌｌ６ 円形 ３０．０ 2９．０ 1４．０ 2区294 ０－１１４ 不整形 2８．０ 2０．０

2区245 P-１１６ 円形 ２７．０ 2７．０ 1８．０ 2区295 ０－１１４ 不整形 5８．０ 58.0 33.0

2区246 Ｏ－ｌｌ６ 円形 ３５．０ 3２．０ 2３．０ 2区296 ０－１１４ 不整形 ４４．０ ３６．０ ３１．０

2区247 Ｏ－ｌｌ６ だるま形 3９．０ 3３．０ 2５．０ 2区297 ０－１１４ 不整形 ４８．０ ２８．０ ３１．０

2区248 ０－１１６ だるま形 ２５．０ ２１．０ 1９．０ 2区298 ０－１１３．１１４ 不整形 3６．０ ３６．０ ２５．０

2区249 ○-１１６ 円形 3３．０ ３１．０ 2３．０ 2区299 Ｏ－ｌｌ４ 楕円形 5８．０ ４８．０ 5６．０

2区250 ○-１１６ 不整形 ３１．０ 2８．０ 1９．０ 2区300 Ｏ－ｌｌ４ 円形 3４．０ ３２．０ ２６．０

2区251 ０－１１５ 楕円形 3８．０ 2６．０ 1２．０ 2区301 ０－１１４ 円形 ３８．０ ３６．０ 2２．０

2区252 ０－１１５ 不整形 2６．０ 2４．０ 1７．０ 2区302 Ｏ－ｌｌ３ 円形 ３０．０ ２６．０ 2３．０

2区253 ０－１１５ 不整形 3４．０ 3２．０ 2４．０ 2区303 Ｎ－ｌｌ３ 円形 ３１．０ ３１．０ 1６．０

2区254 ０－１１５ 不整形 5０．０ 36.0 2９．０ 2区304 Ｎ－ｌｌ３ 円形 ３０．０ 2６．０ 1５．０

2区255 Ｏ－ｌｌ５ 不整形 3４．０ 32.0 1６．０ 2区305 Ｎ－ｌｌ３ 不整形 3４．０ 3４．０ 1０．０

2区256 ○-１１６ 円形 5４．０ ４６．０ ２３．０ 2区306 Ｎ－ｌｌ３ 円形 ３２．０ 3０．０ 1０．０

2区257 ○-１１５ 不整形 48.0 ４６．０ 3１．０ 2区307 Ｎ－ｌｌ３ 不整形 ５６．０ 2６．０ 1５．０

2区258 ０－１１５ 円形 3８．０ 3４．０ ２８．０ 2区308 Ｎ-１１３ 円形 ４２．０ 40.0 2５．０

2区259 ０－１１５ だるま形 40.0 2８．０ 1４．０ 2区309 Ｎ－ｌｌ３ 不整形 ４２．０ 2４．０

2区260 ０－１１５ 半円形 3４．０ 3３．０ 1５．０ 14号土坑 2区310 Ｐ－ｌｌ３ 不整形 7２．０ 5８．０ ３１．０

2区261 ０－１１５ 円形 5２．０ ４６．０ 1７．０ 2区311 ０－１１３ 不整形 5２．０ 2６．０ 2.0 ４号溝

2区262 ０－１１５ 円形 2６．０ 2６．０ 1６．０ 2区312 Ｏ－ｌｌ３ 不整形 8４．０ 6２．０ 1９．０ 〃

2区263 Ｏ－ｌｌ５ 円形 3３．０ 2５．０ 3４．０ １４号土坑 2区313 ○-１１３ 不整形 ３２．０ 2０．０ 〃

2区264 ○-１１５ 円形 ２７．０ 2６．０ 1７．０ 2区314 ○-１１３ 不整形 ９０．０ ４２．０ 1２．０ 〃

2区265 Ｎ･Ｏ－ｌｌ５ 円形 3４．０ 3４．０ 1８．０ 2区３１５ ０－１１３ 円形 2４．０ 2２．０ 1８．０

2区266 Ｎ－ｌｌ５ 円形 4４．０ ４４．０ ２６．０ 2区316 ０－１１３ 不整形 3２．０ 2２．０ ４号溝

2区267 Ｏ－ｌｌ５ 円形 3６．０ 3４．０ 1９．０ 2区317 Ｏ－ｌｌ３ 不整形 6８．０ 4０．０ ２１．０ 〃

2区268 ○-１１５ 円形 ４６．０ 3０．０ 1８．０ 2区318 Ｏ－ｌｌ３ 不整形 2６．０ 2６．０ 2８．０ 〃

2区269 Ｏ－ｌｌ５ 楕円形 3６．０ 3０．０ ２３．０ 2区319 ○-１１３ 不整形 3４．０ 3４．０ 〃

2区270 ○-１１４ 楕円形 ４２．０ ３０．０ ３０．０ 2区320 ０－１１３ 不整形 3６．０ 3４．０ 2９．０ 〃

－１５３－
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番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区321 ○-１１３ 不整形 7４．０ ６０．０ 3２．０ 〃 2区371 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 3２．０ 30.0 ４２．０

2区322 ○-１１３．１１４ 円形 36.0 3２．０ 1３．０ 2区372 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 5０．０ ４８．０ ４３．０

2区323 ０－１１３ 不整形 5６．０ ４２．０ ２０．０ ４号溝 2区373 Ｑ－ｌｌ３ 円形 3４．０ 3２．０ 2３．０

2区324 ○-１１３ 不整形 9２．０ 3６．０ 2４．０ 〃 2区374 Ｑ-１１３ 円形 3８．０ 3４．０ 1５．０

2区325 ０－１１３ 円形 3９．０ 3８．０ 1８．０ 2区375 Ｑ-１１３ 不整形 5４．０ ４６．０ 1３．０

2区326 Ｏ－ｌｌ３ 円形 46.0 ３１．０ 4.0 2区376 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 6４．０ 6２．０ 2９．０ 畝状遺構

2区327 ○-１１３ 円形 ４１．０ 3４．０ 5.0 2区377 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 2４．０ 2２．０ 32.0

2区328 ○-１１３ 不整形 3４．０ 2６．０ 7.0 2区378 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 5６．０ 44.0 48.0

2区329 ○-１１３ 不整形 36.0 34.0 5.0 2区379 Ｑ-１１３ 不整形 ４２．０ 3０．０ 33.0

2区330 ０－１１３ 方形 ４０．０ 3６．０ 1０．０ 4号溝 2区380 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 ４２．０ ２８．０ 24.0

2区331 Ｏ－ｌｌ３ 円形 2６．０ 2４．０ 2６．０ 〃 2区381 Ｑ-１１３ 不整形 3６．０ ２６．０ 1８．０

2区332 ○-１１３ 不整形 40.0 3６．０ 1０．０ 〃 2区382 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 3０．０ 3０．０ 5.0

2区333 ○・Ｐ－ｌｌ３ 不整形 3２．０ 2６．０ 〃 2区383 Ｑ-１１３ 楕円形 2６．０ 1８．０

2区334 P-１１３．１１４ 不整形 48.0 ４４．０ 3４．０ 〃 2区384 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 31.0 2８．０ 1６．０

2区335 Ｐ－ｌｌ３ 不整形 3２．０ 2６．０ 3０．０ 5号溝 2区385 Ｑ-１１３，１１４ 不整形 42.0 2２．０ ２０．０

2区336 Ｐ-１１３ 不整形 44.0 3６．０ 2９．０ 2区386 Ｑ-１１３，１１４ 不整形 5８．０ 3２．０ ３１．０

2区337 Ｐ-１１３ 不整形 76.0 40.0 3４．０ 2区387 Q-ll4 不整形 ４６．０ 42.0 44.0

2区338 Ｐ-１１３ 方形 ４２．０ 42.0 1２．０ 2区388 Q-ll4 不整形 ３６．０ 2８．０

2区339 Ｐ－ｌｌ３ 楕円形 2４．０ ２２．０ 1５．０ 2区389 Q-ll4 不整形 ６８．０ 3４．０ 3.0

2区340 P-１１３ 不整形 ４８．０ 34.0 2区390 Ｑ－ｌｌ４ 不整形 ３６．０ 3２．０

2区341 P－ｌｌ３ 不整形 3４．０ 24.0 1５．０ 5号溝 2区391 Q-ll4 円形 ３８．０ 28.0 1９．０

2区342 P-１１３ 不整形 2８．０ 2４．０ 2区392 Q-ll4 円形 ４０．０ 40.0 2３．０

2区343 P-１１３ 円形 5２．０ ４６．０ 3４．０ 2区393 Q-ll4 不整形 ４６．０ 2４．０ 3４．０

2区344 P－ｌｌ３ 円形 3０．０ 26.0 1６．０ 2区394 Q-ll4 不整形 2８．０ 1８．０

2区345 P-１１３ 円形 38.0 3６．０ 1３．０ 2区395 Q-ll4 不整形 36.0 3２．０ 3７．０

2区346 Ｐ－ｌｌ３ 楕円形 5８．０ 36.0 24.0 2区396 Ｑ-１１４ 楕円形 ４８．０ 3８．０ 1６．０

2区347 Ｐ－ｌｌ３ 方形 40.0 38.0 2４．０ 2区397 Ｐ－ｌｌ４ 楕円形 ４２．０ 3２．０ ２１．０

2区348 Ｐ-１１３ 円形 2６．０ 2６．０ 1９．０ 2区398 Ｐ-１１４ 不整形 38.0 3２．０ 42.0

2区349 Ｐ－ｌｌ３ 楕円形 2４．０ 2４．０ 2区399 Ｑ-114 不整形 3２．０ 2２．０ 20.0

2区350 Ｐ-１１３ 不整形 7２．０ 2６．０ 1７．０ 2区400 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 3６．０ 30.0 ２７．０

2区351 Ｐ－ｌｌ３ 円形 ３６．０ 36.0 1３．０ 2区401 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 40.0 36.0 35.0

2区352 Ｐ－ｌｌ３ 不整形 3８．０ 36.0 2区402 Ｐ-１１４ 不整形 3２．０ 2２．０

2区353 Ｐ－ｌｌ３ 方形 5２．０ 48.0 2３．０ 2区403 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 40.0 2６．０ 22.0

2区354 Ｐ－ｌｌ３ 不整形 3８．０ 38.0 5.0 2区404 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 3４．０ 3２．０ 2７．０

2区355 Ｐ－ｌｌ３ 楕円形 3０．０ 2４．０ 2区405 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 48.0 3２．０ 1６．０

2区356 P－ｌｌ３ 楕円形 2８．０ 2４．０ 1５．０ 2区406 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 5６．０ 5２．０ 3１．０

2区357 Ｑ-１１３ 円形 32.0 2８．０ 1３．０ 2区407 Ｐ－ｌｌ４ 楕円形 3６．０ 34.0 2０．０

2区358 Ｑ-113 不整形 2８．０ 28.0 9.0 2区408 Ｐ－ｌｌ４ 不整形 40.0 3２．０ 2６．０

2区359 P･Ｑ－１１３ 不整形 34.0 ２８．０ 1２．０ 2区409 Ｐ－ｌｌ４ 楕円形 ３２．０ 2０．０

2区360 Ｐ･Ｑ－ｌｌ３ 不整形 5２．０ ３２．０ 2区410 Ｐ-１１４ 不整形 46.0 32.0 31.0

2区361 Ｑ-１１３ 楕円形 5０．０ 44.0 ２１．０ 2区411 Ｐ-１１４ 楕円形 36.0 34.0 22.0

2区362 Ｑ-１１３ 不整形 5０．０ ３０．０ 2区412 P-１１４ だるま形 ６２．０ 3０．０ 2４．０

2区363 Ｑ-１１３ 楕円形 ４０．０ 1５．０ 2区413 Ｐ－ｌｌ４ 方形 ３４．０ 3４．０ 2６．０

2区364 Ｑ－ｌｌ３ 半円 38.0 2４．０ 2区414 P－ｌｌ４ 円形 ３６．０ ３２．０ ９．０

2区365 Ｑ-１１３ 不整形 5６．０ ４２．０ 3４．０ 2区415 P－ｌｌ４ 不整形 3０．０ ２６．０ 1５．０ ５号溝

2区366 Ｑ-１１３ 円形 3４．０ 3２．０ 6.0 2区416 P－ｌｌ５ 方形 ７８．０ 78.0 2５．０

2区367 Ｑ-１１３ 方形 3４．０ 28.0 1１．０ 2区417 Ｑ-１１５ 円形 70.0 7０．０ 3６．０

2区368 Ｑ-１１３ 方形 3４．０ 3４．０ 8.0 2区418 Ｑ-１１５ 円形 ４０．０ 3２．０ 1７．０

2区369 Ｑ－ｌｌ３ 不整形 3８．０ 2６．０ 3４．０ 2区419 Ｑ-１１５ 楕円形 5８．０ ３８．０ 1５．０

2区370 Q-１１３ 不整形 2８．０ 2４．０ 2区420 Ｑ－ｌｌ５ 不整形 ４８．０ 3８．０ 42.0

5４
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第5章百々遺跡５

第１節１区の遺構、住居跡・ピット他
１号住居跡（第155図、第183図）

[位置］Ｗ－１５グリッド。［形状］南側半分は百々遺跡３の１区2号住居跡となる調査区域。整合した結果、隅丸方

形を呈する。［規模］東西2.8ｍ×南北2.9ｍ。［主軸］Ｎ－９０ｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、粘質土の地山を床面と

している。カマド周辺に硬化面がある。［壁］壁高は40cm程度。ほぼ垂直に立ち上がる。南壁は地山がシルトー砂

質であるために残存状態が悪い。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁南寄りにある。地山の粘土で構築さ

れた両袖の基底部がわずかに残る。カマド前面中央と右袖先端付近に深さ１０cmほどの堀り方を検出したが、支脚

石・袖石等は残っていなかった。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込んでいる。煙道は奥壁上部から斜め

に立ち上がり、１５cmほど壁外にのびる。横壁内部はｌ～３cmほどの厚さで焼土化しているが、明確な燃焼部・火

床面は検出できなかった。（カマド部分は百々 遺跡3のｌ区2号住居跡を参照｡）［土坑・ピット］南東コーナーから

士坑を１基検出した。カマドの右袖端から南東壁にむかってなだらかに落ち込んでいる。長軸72cm、短軸35cm，

深さ約10cm・南東コーナーを除く３コーナー付近でピットを検出した。南西コーナーのピットは不整形で、長軸

約50cm，短軸約35cm、深さ約１５cm・北東・北西コーナーのピットは径25～35cmほど、深さは７～10cmほどであ

る。相互の位置から柱穴の可能性があるが、いずれのピットも浅く、断定はできない。南壁中央部際の床面に深

さ５～10cmほどの窪みを検出したが、不整形で土坑とは断定しがたい。［備考］竪穴の周囲には畝状の溝（以下、

畝状遺構）が南北方向に掘られ、重複しているが、土層断面で新旧関係を捉えることはできなかった。西壁の上

部が一部突出している部分も畝状遺構と考えられる。［時期］Ⅷ期、９世紀前半。

２号住居跡（第155図、第183図）

[位置］Ｓ，Ｔ-23グリッド。［形状］東側３分の１は百々 遺跡３の1区7号住居跡となる調査区域。整合した結果、

隅丸方形を呈する。［規模］東西3.6ｍ×南北3.4ｍ。［主軸］Ｎ－ｌＯＯｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、粘質土の地山
を床面としている。カマド周辺に硬化面がある。カマドの前面から北壁にかけて床面直上に炭化物を検出した。
ｌ～３cmほどの厚さで堆積し、焼土の小ブロックも混入していたが、床面に被熱の痕跡は見られなかった。［壁］

壁高は50cm程度。ほぼ垂直に立ち上がるが、上部は崩落し、傾斜して立ち上がる。南壁の南東コーナー付近は地
山に砂・小石が混入しているために床面と同じ地山の粘土によって補強されている。［周溝］竪穴の西壁に沿って

検出した。南側の端部で二股に分かれる。幅約１０～15cm、深さ２～９cm。［カマド］東壁南寄りにある。両袖と
もに地山の粘土を利用して構築されている。左袖は壁から張り出した基部が見られるが、右袖は壁から袖先端部
まで基底部がわずかに残るだけで、大量の構築粘土がカマド前面の床面直上に堆積していた。煙道は奥壁上部を

約25cmの幅で凹状に掘り込み、奥壁から連続して斜めに立ち上がる。煙出口付近は表土掘削の段階で焼土を確認
したので、遺構確認面よりも１０cmほど高く残して精査した。煙道天井部が地山と同じ粘土によって覆われている

ことは確認できたが、付近から石や土器などは出土せず、煙出口の構造を明らかにすることはできなかった。（カ
マド部分は百々 遺跡3の１区7号住居跡を参照）［士坑・ピット］カマド右袖脇の南東コーナーから床面より１０cmほ
ど低い落ち込みを検出したが西側が調査区の壁に接してしまい、正確な規模を把握できなかった。［備考］竪穴西
側で試掘時のトレンチと交錯する。［時期］皿期、１０世紀前半。

３号住居跡（第156図、第183図）

[位置］Ｒ，Ｓ－２７，２８グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西3.3ｍ×南北3.0ｍ。［主軸］Ｎ－８７ｏ－Ｅ。
[床面］ほぼ平坦で、粘質土の地山を床面としている。カマド周辺に硬化面がある。［壁］壁高は50～70cm程度。
やや傾斜して立ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁やや南寄りにある。両袖ともに地山の粘土

で構築された基底部が残る。焚口・燃焼部は床面とほぼ同じ高さにある。奥壁は竪穴の壁をわずかに掘り込み、

ほぼ垂直に30cmほど立ち上がる。煙道は奥壁上部から壁外に45cmほどのびる。燃焼部中央には土師器喪の体部下

半が逆さに埋設されていた。おそらく支脚として使用されていたと考えられる。［土坑・ピット］竪穴内よりピッ

トを２基検出した。北東コーナー寄りのピットは、径35～50cm、深さ約lOcmo北壁やや西寄りの壁中のピットは、

径約１５cm、深さ約10cm。［備考］畝状遺構と重複しているが、新旧関係は不明。［時期］９世紀前半か。

－２４５－



４号住居跡（第157図、第184図）

[位置］Ｑ，Ｒ－３１，３２グリッド。［形状］隅丸方形。［規模］東西4.2ｍ×南北4.3ｍ。［主軸］Ｎ－８０－Ｗ。［床

面］ほぼ平坦で、粘質士の地山を床面としている。西側の床面にｌ～３cmほどの石を多く含む。貼床・硬化面は

確認されなかった。［壁］壁高は30～40cm程度。やや傾斜して立ち上がる。［周溝］東壁際から２カ所、北西コー

ナーから１カ所検出した。幅約１０～20cm、深さ約１～５cm。［カマド］西壁ほぼ中央にある。両袖ともに１０～３０

cmほどの石を組み合わせて構築している。燃焼部は床面とほぼ同じ高さにある。奥壁は竪穴の壁をわずかに掘り

込み、４０cmほど傾斜して立ち上がる。明確な煙道は確認できなかったが、奥壁上部から壁外にのびるタイプと考

えられる。カマドの周辺には、カマドの構築材と考えられる10～30cmほどの石が散乱している。［士坑・ピット］

確認されなかった。［備考］畝状遺構と重複しているが、新旧関係は不明。竪穴の北東コーナー外側に287号ピッ

トがある。［時期］皿期、１０世紀前半。

５号住居跡（第158図、第185図）

[位置］Ｐ－３７グリッド。［形状］竪穴は隅丸方形。カマド周辺の棚状施設を含むと隅丸長方形となる。［規模］東

西3.4ｍ×南北3.1ｍ。［主軸］Ｎ－７５ｏ－Ｅ。［床面］粘質土の地山を床面としている。ほぼ平坦であるが、北東

コーナー付近では明確な床面を検出できず、５cmほど窪んでいる。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高

は40～50cm程度。東西の壁ではほぼ垂直に立ち上がり、南北の壁ではやや傾斜して立ち上がる。［周溝］確認さ

れなかった。［カマド］東壁南寄りにある。袖部は両袖ともに残っていなかった。燃焼部は床面とほぼ同じ高さで

ある。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込んでいる。奥壁は30cmほど傾斜して立ち上がり、その上部から

煙道が壁外に30cmほどのびる。［土坑・ピット］南東コーナー付近よりピットを１基検出した。径約40cm、深さ

約10cmの不正円形のピットから深さ５～７cmほどの溝状の窪みが南西方向にのびる。［備考］東壁の上部から棚状

遺構を検出した。カマドを挟んで両側にある。床面からの高さ約35cm、奥行き約25～55cm、遺構確認面までの高

さ約10cm・竪穴の南壁と北西コーナー寄りの北壁で、340～342号ピットと重複しているが、新旧関係は不明。特

に340号ピットは土層断面でも新旧関係を確認できなかった。畝状遺構とも重複しているが、新旧関係は不明。

[時期］Ⅷ期、９世紀前半。

ピット（付図１．２）

１～363号ピットを検出した。並び・規模など不規則なものがほとんどである。詳細は第表に記す。

１号溝（第153図）

[位置］Ｑ～Ｔ－２０～35グリッド［規模］幅約40～120cm、深さ約１０～30cm・南端が調査区外にのびるため、長

さは不明である。［備考］４号住居跡、畝状遺構と重複しているが、新旧関係は不明である。［時期］不明。

２号溝（第153図）

[位置］Ｐ～Ｓ-34グリッド。［規模］幅約20～50cm、深さ約１０～30cm・東・西端が調査区外にのびているため、

長さは不明である。［備考］南北にはしる畝状遺構と交差しているが、新旧関係は不明である。［時期］不明。

畝状遺構（第152.153図、第185図）

[位置］１区全体見られる。［形状］南側では東西方向にはしり、１－ａ区の北側で区画を分けるように南北方向の

畝と切り替わっている。１－ｂ区の西側では東西方向と南北方向の畝が交差し、格子目状となっている。［規模］

畝の規模は上部を削平しているため不明である。畝間の幅は約１５～90cm，深さは約５～15cm。［備考］畝の覆土

中からは、古墳時代前期から平安時代前期までの土器片が出土している。各所で平安時代の竪穴住居跡と重複し

ているが、土層断面の観察によって新旧関係を確認することはできなかった。［時期］古墳時代～平安時代前期。

試掘トレンチ内出土古墳時代遺物（第186図）

[位置］Ｔ－９グリッド。［規模］試掘時のトレンチ内から５０～70cmほどの範囲で遺物が出土した。平安時代の遺

構確認面から深さは約20～30cm。［備考］平安時代の遺構の調査終了後、ｌ－ａ区ほぼ全面を20～30cmほど掘り下

げて精査したが、遺構を確認できなかった。［時期］古墳時代前期。
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第２節２区の遺構、住居跡・掘立柱建物跡・土坑・ピット他
１号住居跡（第159図、第187図）

[位置］Ｌ，Ｍ－７６，７７グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西3.4ｍ×南北3.0ｍ。［主軸］Ｎ－８５ｏ－Ｅ。

[床面］ほぼ平坦で、ややシルト質の地山を床面としている。南壁際が５cmほど高くなっている。貼床・硬化面は

確認されなかった。［壁］壁高は25～30cm程度。西壁はほぼ垂直に立ち上がるが、他はやや傾斜して立ち上がる。

[周溝］北東コーナーから北西コーナー寄りの西壁にかけて３カ所検出した。幅約５～２０cm、深さ約２～５cm。

[カマド］東壁やや南寄りにある。左袖は地山の粘土で構築された基底部が残り、北側に広がっている。崩壊時に

北側に流れた可能性がある。右袖は基部に15cmほどの石が残る。燃焼部は床面とほぼ同じ高さにある。燃焼部か

ら奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は25cmほどやや傾斜して立ち上がる。明確な煙道を確認できなかった

が、奥壁上部から壁外にのびるタイプと考えられる。カマドの周囲には１０～20cmほどの石が散乱している。［土

坑・ピット］竪穴の中央やや南寄りから士坑を１基検出した。長軸約65cm、短軸約40cm、深さ約10cm。土坑の覆

土には炭化物が多く含まれていた。［備考］竪穴の北東コーナー外側に10号ピットがある。［時期］皿期、１０世紀

前半。

２号住居跡（第160図、第188.189図）

[位置］Ｋ，Ｌ－７４，７５グリッド。［形状］不明。西側が調査区外にのびる。［規模］東西不明。南北3.6ｍ。［主軸］

Ｎ－９０ｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、粘質土の地山を床面としている。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］

壁高は35～45cm程度。やや傾斜して立ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁やや南寄りにある。

両袖ともに地山の粘土で構築された基底部が残る。袖部には20cmほどの石が残る。焚口・燃焼部は床面より１０ｃｍ

ほど掘り込まれている。奥壁は８cmほどほぼ垂直に立ち上がり、その上部から煙道が壁外に８０cmほどのびて、径

約40～50cm、深さ約23cmのピットにつながる。煙道は奥壁をトンネル状に掘り込むタイプで、遺構確認の段階で

煙道の天井部を失ったと考えられる。［土坑・ピット］竪穴内よりピットを２基検出した。どちらも径約20cm、深

さ約５cm・カマドの北側にあるピットは、不正円形のピットから深さ５cmほどの溝状の窪みが南東方向にのびる。

[備考］竪穴の周辺に１３．１４号ピットがある。［時期］皿期、１０世紀前半。

３号住居跡（第161図、第１８９．１９０．１９１図）

[位置］Ｎ’○－７１，７２グリッド。［形状］３－ａと３－ｂが重複している。３－ａは隅丸方形。３－ｂは隅丸長方

形。北西コーナー周辺が試掘時のトレンチによって失われている。［規模］３－aは東西2.9ｍ×南北3.0ｍｏ３－ｂ

は東西4.0ｍ×南北3.5ｍ（南北は土層断面による推定｡)。［主軸］３－ａ．ｂともにＮ－９８ｏ－Ｅ。［床面］３－ａ

はほぼ全面ににぶい黄褐色土（地山）に焼土・炭化物・灰黄褐色土を含んだ粘質士によって貼床が施されている。

３－ｂは、粘質土の地山を床面としている。どちらもほぼ平坦である。［壁］壁高は３－aが25～30cm程度、３－

ｂが40～50cm程度。３－aはほぼ垂直に立ち上がり、３－ｂはやや傾斜して立ち上がる。［周溝］確認されなかっ

た。［カマド］３－ａ．ｂともに東壁やや南寄りにある。３－aのカマドは、両袖ともににぶい黄褐色粘土（地山の

粘土に焼土・炭化物を含む｡）で構築された基底部と袖石と考えられる２０～30cmほどの石が残る。燃焼部は床面

とほぼ同じ高さにある。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は20cmほど傾斜して立ち上がる。明

確な煙道は確認できなかったが、奥壁上部を壁外に掘り込むタイプと考えられる。燃焼部中央には支脚用と考え

られる15cmほどの石が埋め込まれている。３－ｂのカマドは、両袖ともに地山の粘土で構築された基底部が残る。

燃焼部は床面とほぼ同じ高さにある。奥壁は30cmほど傾斜して立ち上がり、その上部から煙道が壁外に45cmほど

のびる。［土坑・ピット］確認されなかった。［備考］３－aの竪穴中央から北側にかけて、床面直上から炭化物層

と人骨（成人の頭蓋骨で、後頭骨・側頭骨の一部｡）を検出した。床面は焼土化していなかったが、炭化物層の中

には焼土の粒が含まれていた。士層断面の観察から、３－a住居跡の埋没過程で何らかの祭祁行為が行われたと考

えられる。炭化物層の北側、３－ａの北壁際から土師器の坪が３個体重ねられて出土しているが、炭化物層よりも

下層（士層注記の第６層）の床面直上にあったことから、この祭祁行為には関係しないと考えられる。本住居跡

出土の灰紬陶器・平瓶の破片は、２区５号住居跡出土の平瓶と接合する。３－ａと３－ｂとの新旧関係は、（旧）

３－ｂ→３－ａ（新)。［時期］３－aは10世紀前半。３－ｂは９世紀前半～後半。
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４号住居跡（第162.163図、第191～194図）

[位置］Ｎ，○一６９，７０グリッド。［形状］隅丸方形。［規模］東西4.5ｍ×南北4.5ｍ。［主軸］Ｎ－１０７ｏ－Ｅ。

[床面］ほぼ平坦で、粘質土の地山を床面としているが、竪穴西側は土坑などがあり、明確な床面を検出できなか

ったために凸凹している。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高は50～55cm程度。やや傾斜して立ち上

がる。［周溝］北壁際から西壁際に１カ所検出した。幅約１０～20cm、深さ５cm前後。［カマド］東壁南寄りにある。

地山の粘土で構築された右袖の基底部と袖石と考えられる３５cmほどの石が残る。左袖は検出できなかったが、右

袖の袖石に対応する部分に堀り方と考えられる深さ約８cmのピットがある。カマドの全面には径約１ｍ、深さ約

20cmの規模で掘り込まれた窪み（士坑か？）があり、覆土には炭化物が大量に含まれていた。奥壁は40cmほど傾

斜して立ち上がり、その上部から煙道が壁外に50cmほどのびる。奥壁上部と煙道部分の地山が焼土化していた。

このカマドの北側にあたる東壁から奥壁と考えられる掘り込みと焼土化した地山を検出した。２つのカマドがあ

ったと考えられるが、同時に使用されたのか、時期差があるのかは不明である。［土坑・ピット］竪穴内より士坑

を５基、ピットを２基検出した。土坑は全て竪穴の西側にあり、北西コーナーに近い楕円形をした土坑以外は形

状が定まらず、深さも５～10cm前後と安定していないことから、明確に床面が検出できなかったことによる単な

る起伏の可能性がある。北西コーナーに近い士坑は、長軸約70cm、短軸約60cm、深さ約25cm。２基のピットは重

複し、カマド前面の窪みと南壁の間にある。小さい方のピットは、径約25～30cm、深さ約15cm。大きい方は、径

約40～50cm，深さ約１０cm・ピットの覆土には炭化物が大量に含まれていた。［備考］竪穴の北壁で78号ピットと、

東壁で98号ピットと、南壁で１０２．１０３．１０７．１０８号ピットと重複しているが、本住居跡との関係は不明である。

竪穴の東壁北寄り部分で深さ１０cmほどの溝状の掘り込みと重複しているが、新旧関係は不明である。西壁上部が

突出しているが（遺構確認面までの高さは10cm前後)、壁の崩落と複数のピットが重複している可能性がある。竪

穴の周辺に７７．８０．９６．９７．１０３．１０５号ピットがある。［時期］Ⅷ期、９世紀前半。

５号住居跡（第164.165図、第194～201図）

[位置］Ｎ’○－６７，６８グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西6.2ｍ×南北5.9ｍ。［主軸］Ｎ－９４ｏ－Ｅ。

(東壁を基準とした）［床面］明確な床面を検出できず、全面が凸凹している。特にカマドｌ周辺から竪穴中央に

かけて床面直上に焼土・炭化物層が入り込んでいるために、土層断面での観察が困難であったが、灰黄褐色土に

よる貼床が施されていた可能性がある。北東コーナー寄りの東壁から壁際周辺には焼土・炭化物とともに１０～４０

cmほどの石が散乱し、床面も３０cmほど深くなっている。［壁］壁高は30～70cm程度。やや傾斜して立ち上がる。

[周溝］確認されなかった。［カマド１］南東コーナーにある。両袖ともに40～50cmほどの袖石が残る。燃焼部中

央付近には天井石と考えられる長さ４０cmほどの細長い石が残る。燃焼部周辺は床面よりも２０cmほど掘り込まれて

いるが、明確な火床面を検出できなかった。奥壁は20cmほどほぼ垂直に立ち上がる。煙道は奥壁上部から壁外に

70cmほどのびて、長軸約80cm、短軸約50cm、深さ約20cmのピット（土坑？）につながる。カマド周辺には20～

30cmほどの石が散乱している。［カマド２］北壁ほぼ中央にある。袖部は両袖ともに残っていなかった。燃焼部は

床面とほぼ同じ高さにある。奥壁は20cmほど傾斜して立ち上がり、その上部から煙道が80cmほど壁外にのびる。

煙道の先端から１０cmほど離れて径約40cm、深さ１１cmのピットがある。ピットの覆土には焼土が含まれていたこと

から、カマドに付属する施設の可能性がある。［土坑・ピット］西壁中央の壁中から径約20cm、深さ約20cmのピ

ットを検出した。ピットの底部には30cmほどの石が埋め込まれていた。壁柱穴の可能性が考えられる。この他に

竪穴東側を中心に何カ所も起伏があるが、明確に土坑・ピットと断定できない。［備考］カマド１の両袖石と西壁

のピット底部に設置されていた石が接合し、１つの石であったことが判明した。カマド２の覆土上層から出土し

た灰紬陶器・平瓶の破片は、２区３号住居跡出土の平瓶と接合する。北東コーナーよりの東壁から壁際付近に散

乱している石や焼土・炭化物は本住居跡埋没後あるいは埋没過程に投棄された可能性がある。竪穴の東壁で171号

ピットと重複している。ピットの覆土に大量の焼土と炭化物が含まれていたので、士層断面でも確認したが、本

住居跡との関係は不明である。北壁が畝状遺構と重複している。新旧関係は（旧）畝状遺構→５号住（新)。西壁

で175号ピットと接しているが、新旧関係は不明。竪穴の周辺に１６５～１６８．１７２．１７３号ピットがある。［時期］

Ｘ期、９世紀後半。

６号住居跡（第166図、第202～206図）

[位置］０，Ｐ－６６，６７グリッド。［形状］隅丸長方形。カマドの煙道の先端が調査区外にのびる。［規模］東西
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4.7ｍ×南北4.3ｍ。［主軸］Ｎ－９７ｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、粘質士の地山を床面としている。貼床・硬化面

は確認されなかった。［壁］壁高は45～50cm程度。やや傾斜して立ち上がる。［周溝］南壁際と北壁際より２カ所

検出した。幅約１５～50cm、深さ約５～１０cm・南壁際の周溝は南東コーナーの土坑に接して消滅する。［カマド］

東壁やや南寄りにある。袖部は両袖ともに残っていなかった。燃焼部周辺は床面より１０～１５cmほど掘り込まれ、

凸凹している。奥壁は25cmほどやや傾斜して立ち上がり、その上部から煙道が壁外にのびる。煙道の先端が調査

区外にのびているため、煙道の規模は不明である。［士坑・ピット］南東コーナーより土坑を１基検出した。長軸

約150cm、短軸約60cm，深さ約lOcmo士坑内には１０～20cmほどの石が散乱していた。西壁際からピットを１基検

出した。径約30cm、深さ約15cm・ピット内には土師器饗の底部が逆さになって埋まっていた。南東コーナー寄り

の南壁上部から、径約40cm，深さ約20cmのピットを検出したが本住居跡との関係は不明である。［備考］竪穴の

南壁から南西コーナーにかけて壁の上部がテラス状に広がるが（竪穴の壁高約40cm、突出部から遺構確認面まで

の高さ約１０cm)、土層断面の観察でも判明できず、本住居跡に伴うものかは不明である。西壁の中央部分で201.

202号ピットと重複しているが、新旧関係は不明である。［時期］Ｘ期、９世紀後半。

７号住居跡（第167図、第206.207図）

[位置］○，Ｐ－６３グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西2.7ｍ×南北3.3ｍ。［主軸］Ｎ－８４ｏ－Ｅ。［床面］

粘質士の地山を床面としている。北側が５～10cmほど低くなっている。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］

壁高は１５～40cm程度。傾斜して立ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁南寄りにある。両袖とも

に地山の粘土で構築された基底部が残る。燃焼部は床面とほぼ同じ高さにあるが、右袖の基底部付近が長軸約５０

cm、短軸約20cm、深さ５～７cmほど規模で掘り込まれている。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込んでい

る。奥壁は20cmほど傾斜して立ち上がる。明確な煙道は確認できなかったが、奥壁上部を壁外に掘り込むタイプ

と考えられる。燃焼部からカマド周辺にかけてカマドの構築材と考えられる１０～25cmほどの石が散乱している。

[土坑・ピット］南東コーナー寄りの南壁際からピットを１基検出した。径約35～40cm、深さ約15cmのやや楕円

形をしたピットでピットの南側上部が深さlOcmほどで南壁まで掘り込まれている。［備考］竪穴の南側で１号溝と

重複しているが、新旧関係は不明である。［時期］１０世紀前半。

８号住居跡（第１６８．１６９図、第２０８．２０９．２１０図）

[位置］Ｎ，０－６１，６２グリッド。［形状］隅丸方形。南寄りの西壁から東壁にかけて３号溝が横断し、カマドの

煙道天井部が失われている。［規模］東西4.4ｍ×南北4.5ｍ。［主軸］Ｎ－８５ｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、粘質土

の地山を床面としているが、南西コーナー周辺が５cmほど低くなり、この部分の床面直上から炭化物を検出した。

カマドの前面に硬化面がある。［壁］壁高は65～70cm程度。やや傾斜して立ち上がる。［周溝］カマド北側の東壁

際から西壁際にかけて２カ所検出した。幅約１０～30cm、深さ約５～10cm・西壁際の中央付近で竪穴の中央に向け

て突出している。［カマド］東壁南寄りにある。袖部は両袖ともに残っていなかった。燃焼部中央周辺が径約50cm、

深さ約５～８cmの規模で掘り込まれている。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は20センチほど

傾斜して立ち上がる。煙道はトンネル状で壁外に125cmほどのびて径45～55cm、深さ約25cmのピットにつながる。

ピットの内部からは土師器蜜の口縁部破片が出土している。この蜜の口縁部はカマドの燃焼部付近から出土した

破片と接合したことから、煙道の補強あるいはカマド祭祁に関係する遺物の可能性がある。［土坑・ピット］南東

コーナー寄りの南壁際からピットを１基検出した。径約60～65cm、深さ約20cm。このピットの周辺も南東コーナ

ーから南壁にかけて１０～15cmほど掘り込まれている。［備考］３号溝との新旧関係は不明である。竪穴の南壁で

241号ピットと重複しているが、本住居跡との関係は不明である。南東コーナーの外側で、３号溝に沿って239.

240号ピットがある。［時期］Ⅷ期、９世紀前半。

９号住居跡（第１６９図、第２１１図）

[位置］Ｍ，Ｎ－５８，５９グリッド。［形状］隅丸方形。竪穴の西壁から東壁にかけて東西にはしる撹乱（水路か？）

によって大部分が失われている。［規模］東西4.2ｍ×南北4.0ｍ。［主軸］不明。［床面］撹乱により一部しか検出

できなかったが、ほぼ平坦で、粘質士の地山を床面としている。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高は

60cm程度。やや傾斜して立ち上がる。［周溝］・［カマド］確認されなかった。［土坑・ピット］竪穴の中央やや

北寄りからピットを１基検出した。径約70～80cm、深さ約１５cm。［備考］竪穴の東壁やや北寄り上部が突出して

－２４９－



いるが、撹乱により全体の形状が確認できないので、棚状遺構か土坑・ピットなのか判断できない。南壁の外側

に２７９．２８０．２８３号ピットが並ぶ。279号ピットからは馬歯が出土している。［時期］Ⅸ期、９世紀中頃。

10号住居跡（第170図、第２１１．２１２図）

[位置］○，Ｐ－５８グリッド。［形状］不明。竪穴の南側を除いて、東西にはしる撹乱（水路か？）によって失わ

れている。［規模］東西4.4ｍ（推定)。南北不明。［主軸］不明。［床面］竪穴南側だけで判断すると、ほぼ平坦で、

粘質土の地山を床面としている。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高は60cm程度。やや傾斜して立ち上

がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］南東コーナー寄りの東壁にある。左袖は撹乱によって失われている。

右袖には地山の粘土で構築された基部がわずかに残る。燃焼部周辺は床面よりも５cmほど掘り込まれている。燃

焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は35cmほどやや傾斜して立ち上がる。煙道は奥壁上部から段階

的に高くなりながら壁外に１９０cmほどのびて、径約１ｍ、深さ約50cmのピット（士坑）につながる。［士坑．ピッ

ト］確認されなかった。［備考］竪穴の南西コーナー寄り南壁の外側に８号土坑と278号ピットがある。［時期］Ｘ

期、９世紀後半。

11号住居跡（第１７１．１７２図、第２１２．２１３．２１４図）

[位置］Ｍ，Ｎ－５７，５８グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西5.0ｍ×南北4.2ｍ。［主軸］Ｎ－９０ｏ－Ｅ。

[床面］ほぼ平坦で、粘質士の地山を床面としているが、北東コーナー周辺では明確な床面を検出できず、１０cmほ

ど低くなっている。カマドの前面から北西コーナーにかけて床面直上から炭化物を検出した。北西コーナー付近

からは焼土のブロックを検出した。カマドの前面に硬化面がある。［壁］壁高は50～70cm程度。やや傾斜して立

ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁南寄りにある。両袖ともに地山の粘土で構築された基底部

が残る。左袖は崩落した袖部の士が床面に堆積している。右袖の基部からは袖石の掘り方と考えられる深さ約５

cmのピットを検出した。燃焼部は床面よりも１２cmほど掘り込まれている。奥壁は30cmほど傾斜して立ち上がる。

煙道はトンネル状で、壁外に90cmほどのびて径約35cm，深さ約40cmピットにつながる。ピット内部からは長さ１５

cmほどの細長い石と土師器喪の口縁部が出土している。この石と土器片は煙道の補強材の可能性がある。カマド

の覆土上層からは５～20cmほどの石がまとまって出土している。［土坑・ピット］やや東寄りの南壁際からピット

を１基検出した。径約45～50cm、深さ約30cmで、覆土には炭化物が大量に含まれていた。東寄りの南壁から壁中

に掘られた横穴を検出した。開口部の高さ約50cm、開口部の幅約70cm、壁上部からの奥行き約20cmで、横穴の開

口部付近からは10～20cmほどの石と完形の土師器坪が出土している。横穴内部の覆土には炭化物・焼土が含まれ、

特に底部付近に多く堆積していた。［備考］カマドの北側から北東コーナーにかけて東壁の上部から棚状施設を検

出した。床面からの高さ約50cm，奥行き約50cm，遺構確認面までの高さ約５cm･西壁で284.285号ピットと重

複しているが、本住居跡との関係は不明である。［時期］Ｘ期、９世紀後半。

12号住居跡（第173図、第２１４．２１５．２１６図）

[位置］Ｎ－５５，５６グリッド。［形状］隅丸方形。［規模］東西4.2ｍ×南北3.7ｍ。［主軸］Ｎ－８５ｏ－Ｅ。［床面］

ほぼ平坦で、粘質土の地山を床面としている。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高は50～60cm程度。

やや傾斜して立ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁南寄りにある。右袖には地山の粘土で構築

された基底部と２０cmほど２つの石が残る。左袖は地山の基部がわずかに残り、袖石の堀り方と考えられる深さ約

10cmのピットを検出した。燃焼部は床面とほぼ同じ高さにあり、燃焼部中央には径約15cm、深さ約６cmのピット

がある。燃焼部から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込んでいる。奥壁は40cmほどやや傾斜して立ち上がり、その上

部から煙道が20cmほど壁外にのびる。［土坑・ピット］南東コーナーから複数のピットが複合した土坑を検出した。

長軸約90cm、短軸約25～50cm、深さ約１０～25cm。［備考］竪穴の北東コーナーで９号士坑・311号ピットと、西

壁で１０号士坑・畝状遺構らしき溝２条と重複しているが、本住居跡との関係は不明である。北西コーナー寄りの

北壁外側に314号ピットがある。［時期］Ｘ期、９世紀後半。

13号住居跡（第174図、第２１６．２１７図）

[位置］Ｍ，Ｎ－５３，５４グリッド。［形状］不明。西側の大半が調査区外にのびる。［規模］不明。［主軸］Ｎ－

７８ｏ－Ｅ。［床面］粘質士の地山を床面としている。東壁際の床面だけで判断すると、ほぼ平坦である。貼床・硬

－２５０－



化面は確認されなかった。［壁］壁高は50～60cm程度。南側ではほぼ垂直に立ち上がり、北側では傾斜して立ち

上がる。［周溝］確認されなかった。［カマド］東壁やや南寄りにある。袖部は両袖ともに残っていなかった。燃

焼部は床面とほぼ同じ高さある。燃焼部の奥壁側に径約25cm、深さ約５cmのピットがある。燃焼部から奥壁にか

けて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は１５cmほど垂直に立ち上がる。煙道はトンネル状で、壁外に65cmほどのびて径約

35cm，深さ約40cmのピットにつながる。［士坑・ピット］確認されなかった。［備考］竪穴北東コーナー寄りの東

壁の外側に359号ピットがある。［時期］Ⅸ期、９世紀中頃。

14号住居跡（第175図、第２１７．２１８．２１９図）

[位置］Ｎ，０，Ｐ－５３，５４グリッド。［形状］隅丸長方形。［規模］東西4.9ｍ×南北4.5ｍ。［主軸］Ｎ－９０ｏ－

Ｅ。［床面］粘質土の地山を床面としているが、北側と西側では明確な床面を検出できず、凸凹している。土層断

面の観察によれば、ほぼ平坦であったと考えられる。貼床・硬化面は確認されなかった。［壁］壁高は65～75ｃｍ

程度。やや傾斜して立ち上がる。北壁の上部はおそらく崩落したためにさらに傾斜が強くなり、床面付近には崩

落した壁の土と考えられる地山の層がある。また、北寄りの西壁は明確な壁の立ち上がりを検出できなかった。

[周溝］確認されなかった。［カマド］東壁やや南寄りにある。袖部は両袖ともに残っていなかったが、袖石の掘

り方と考えられるピットを燃焼部の両側から検出した。燃焼部は床面よりもlOcmほど掘り込まれている。燃焼部

から奥壁にかけて竪穴の壁を掘り込み、奥壁は30cmほどやや傾斜して立ち上がる。煙道は奥壁上部から壁外に７０

cmほどのびて、径約50cm，深さ約35cmのピットにつながる。燃焼部からカマドの全面にかけて１０～40cmほどの石

が大量に散乱していた。［土坑・ピット］南東コーナーから土坑を１基検出した。長軸約140cm、短軸約60cm、深

さ約20cm・北東コーナー付近からピットを１基検出した。径約55cm、深さ約１０cm。北東コーナー寄りの東壁上部

にある棚状の突出部に１基、北西コーナー寄りの西壁上部に２基のピットがあるが、本住居跡との関係は不明で

ある。［備考］カマドの北側から北東コーナーにかけて東壁の上部から棚状施設を検出した。床面からの高さ約３０

cm、奥行き約55cm，遺構確認面までの高さ約８cm・西寄りの北壁で354号ピットと重複し、南西コーナー寄りの

南壁で363号ピットと接しているが、どちらのピットも本住居跡との関係は不明である。畝状遺構と重複している

が、新旧関係は不明である。北壁上部の壁が崩落した部分に３５０．３５２．３５３号ピットが並び、南壁の外側に366

号ピットがある。［時期］Ⅸ期、９世紀中頃。

15号住居跡（第176図、第220.221図）

[位置］Ｐ－５１，５２グリッド。［形状］不明。西から東に流れていた旧河川によって東壁と北東コーナーを除く全

ての壁と床面の一部が失われている。カマドの南側で３号掘立柱建物跡と重複している。［規模］不明。［主軸］

Ｎ－９０ｏ－Ｅ。［床面］ほぼ平坦で、ややシルト質の地山を床面としている。ほぼ全面の床面直上から炭化材・炭

化物と焼土のブロックを検出した。炭化材が中央から放射状に並んでいるようにも見える。カマドの前面に硬化

面がある。［壁］残存している東壁の壁高は約35cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。［周溝］確認されなかった。［カマ

ド］東壁にある。両袖を地山の粘土と１０～20cmほどの石で構築している。左袖に残る長さ３５cmほどの細長い石は

天井石であった可能性がある。燃焼部は床面とほぼ同じ高さにある。奥壁は20cmほどやや傾斜して立ち上がり、

その上部がさらに傾斜して10cmほど壁外にのびる。奥壁上部から壁外に約55cm離れて径約25cm、深さ約10cmのピ

ットがある。このピットの上部からは表土掘削の段階で焼土を確認し、ピット内の覆土上層にも焼土・炭化物が

多く含まれていたことから、カマドに付属する施設と考えられる。明確な煙道は確認できなかったが、奥壁上部
からのびて壁外のピットにつながっていた可能性も考えられる。［土坑・ピット］確認されなかった。［備考］床

面直上に大量の炭化材・焼土があることから、焼失した住居と考えられる。カマドの南側で３号掘立柱建物跡の

407号ピットと、北壁で畝状遺構と重複している。新旧関係は（旧）畝状遺構→１５号住→３号掘立柱建物跡

(新)。竪穴の東側には389.390号ピット、北側には３号掘立柱建物跡の344号ピットがある。［時期］ＸＩ期、９世

紀末～１０世紀初頭。

土器集中区（第177図、第211図）

[位置］０，Ｐ－６２，６３グリッド。［備考］７号住居跡と接する１．２号溝の覆土上層から土師器・須恵器の破片、

石製巡方片が出土している。土器の何点かは東側調査区外の工事用埋め立て士際から出土していることから、－

部撹乱を受けている可能性も考えられる。［時期］Ⅲ期、１０世紀前半。
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１号掘立柱建物跡（第178図、第221.222図）

[位置］Ｎ，０－５９，６０グリッド。［形状］長方形。柱穴の形状は円形・楕円形。［規模］東西３間（6.5ｍ）×南

北２間（4.8ｍ)。柱間の長さは約１．１～1.7ｍ。［柱穴の規模］径約60～100cm、深さ約30～60cm。［備考］254～

２５８．２６１．２６３号ピットからは柱痕が確認された。255号ピットからは墨書土器が、256号ピットからは線刻土

器が覆土の中層から下層付近より出土している。［時期］Ⅸ期、９世紀中頃。

２号掘立柱建物跡（第179図）

[位置］○，Ｐ－５５，５６グリッド。［形状］長方形。柱穴の形状は円形・楕円形。［規模］東西不明（6.0ｍ）（ｌ

問？）×南北２間（5.3ｍ)。柱間の長さは南北で約1.5ｍ。［柱穴の規模］径約50～120cm、深さ約25～50cm。［備

考］畝状遺構と重複している。士層断面から、新旧関係は、（旧）畝状遺構→２号掘立柱建物跡（新)。３２８．

３２９．３３４号ピットからは柱痕が確認された。南東側に南北方向に本建物跡とほぼ同じ規模で並ぶ345～347号ピ

ットがある。［時期］不明。

３号掘立柱建物跡（第180図、第222図）

[位置］Ｐ，Ｑ－５１，５２グリッド。［形状］正方形。柱穴の形状は隅丸方形・隅丸長方形。［規模］東西２問（4.9

ｍ）×南北ｌ間（5.1ｍ)。柱間の長さは東西で約0.8～1.2ｍ、南北で約3.4ｍ。［柱穴の規模］径約70～100cm、深

さ約30～50cm。［備考］１５号住居跡・畝状遺構と重複している。新旧関係は、（旧）畝状遺構→１５号住→３号掘立

柱建物跡（新)。［時期］各柱穴の覆土から９世紀後半に比定される土師器の破片が出土しているが、１５号住居跡

との新旧関係を考慮すると、本建物跡が９世紀後半の遺構とは断定できない。

士坑（付図３）

長軸がおよそ１ｍ以上の穴を「土坑」とし、ｌ～１０号士坑を検出した。ここでは平面図を掲載した４号土坑につ

いて記す。その他の士坑の詳細は観察表に記す。

４号土坑（第181図）

[位置］Ｍ－７２グリッド。［形状］不整形。［規模］長軸約190cm、短軸約180cm、深さ約20cm。［備考］土坑の覆

士から底部にかけて多くの焼土を検出した。土坑の周囲には多数のピットがあり、そのほとんどは’性格不明であ

るが、４２．６０～63号ピットは柱穴と考えられる規則的な並びを見せる。ピットの深さは約20～30cm。［時期］不

明。

ピット（付図３，第222.223図）

１～442号ピットを検出した。並び・規模など不規則なものがほとんどである。詳細は観察表に記す。

１号溝（第182図）

[位置］Ｍ～Ｐ－６２，６３グリッド。［規模］幅約40～70cm、深さ約１５～20cm・東・西端が調査区外にのびている

ため、長さは不明である。［備考］東側で２号溝と接している。７号住居跡と重複している。いずれの遺構とも新

旧関係は不明である。［時期］不明。

２号溝（第182図）

[位置］Ｍ～Ｐ－６２グリッド。［規模］幅約25～60cm，深さ約１０～20cm。東・西端が調査区外にのびているため、

長さは不明である。［備考］東側で１号溝と重複しているが、新旧関係は不明。［時期］不明。

３号溝（第182図）

[位置］Ｍ～Ｐ－６１グリッド。［規模］幅約40～70cm、深さ約１０～20cm・東・西端が調査区外にのびているため、

長さは不明である。［備考］８号住居跡との新旧関係は不明である。［時期］不明。

－２５２－



畝状遺構（第154図）

[位置］２区の南端と北端に顕著に見られる。［形状］南・北端では南北方向にはしるが、北端東側．中央部では

東西方向にはしる傾向がある。［規模］畝の規模は上部を削平しているため不明である。畝間の幅約20～40cm、

深さ約５～15cm。［備考］重複しているほとんどの住居跡で新旧関係を確認することができなかったが、１５号住

居跡・３号掘立柱建物跡と重複している部分では、明確に覆土の違いが確認された。新旧関係は（旧）畝状遺構

→15号住→３号掘立柱建物跡（新)。［時期］古墳時代～平安時代前期。

－２５３－
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肥

１区１号住居跡

(※カマドは『百々遺跡３』に掲載｡）

辻’

＜

1区1号住居跡

１黒褐色土２～5mmほどの喋を少量含む。焼土をわずかに含む。
２灰黄褐色土２mmほどの磯を少量含む。

３にぶい黄褐色土

４にぶい黄褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。
５黒褐色土焼土を少趣含む。
６にぶい黄褐色土焼土を少量含む。

７暗褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。
Ｂにぶい黄褐色土焼土をわずかに含む。
９褐色土シルト質。

１０にぶい黄褐色土シルト質。

１１褐色土黄褐色土ブロックを多く含む。

１２黒褐色土炭化物を含む。
１３にぶい黄褐色土

１４灰黄褐色土

１５にぶい黄褐色土２mmほどの磯を少量含む。

１６暗褐色土２mmほどの磯を少量含む。

１７黒褐色土

１８にぶい黄褐色土シルト質。

１９灰黄褐色土１mmほどの磯をわずかに含む。
２０黒褐色土１mmほどの操をわずかに含む。
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第155図１区１号住居跡(百々３１区２住)、２号住居跡(百々３１区７住）

百々遺跡５１区

－２５４－

１

(百々３１区７号住）

Ｃ′

Ｂ334.70

１区2号住居跡

１暗褐色土ややシルト質。焼土を少量含む。
２褐色土３～5mmほどの磯・焼土を少量含む。
３暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックをわずかに含む。
４オリーブ褐色土にぶい黄褐色土ブロックを含む。
５黒褐色土焼土を少量含む。
６暗褐色土焼土をわずかに含む。
７暗褐色土ややシルト質。
８黒褐色土２～5mmほどの磯を多く含む。

９暗褐色土２～5mmほどの磯．にぶい黄褐色土ブロックを含む。
１０暗褐色土２～5mmほどの磯を含む。
１１暗褐色土焼土．にぶい黄褐色土ブロックを含む。
１２暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
１３暗褐色土ややシルト質。２～5mmほどの磯を多く含む。
１４褐色土にぶい黄褐色土ブロックを含む。
１５黒褐色土

１６暗赤褐色土

１７暗褐色土シルト質。にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
１８暗褐色土３mmほどの操を多く含む。
１９暗褐色土シルト質。

２０暗褐色土シルト質。炭化物を少量含む。
２１暗褐色土シルト質。３mmほどの磯をわずかに含む。
２２暗褐色土シルト質。３mmほどの磯・炭化物をわずかに含む。
２３暗オリーブ褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
２４暗オリーブ褐色土焼土を少量含む。
２５暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。
２６暗褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。
２７暗褐色土シルト質。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
２８褐色土シルト質。にぶい黄褐色土ブロックを含む。
２９暗褐色土１～3mmほどの磯を含む。
３０にぶい黄褐色土

３１暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
３２暗褐色土ややシルト質。１mmほどの礎を含む。
３３暗褐色土１mmほどの磯を含む。

３４暗オリーブ褐色土焼土を多く含む。
３５暗褐色土シルト質。炭化物.にぶい黄褐色土ブロックを

多く含む。

1区２号住居跡
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百々遺跡５１区
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3号住居跡カマド

1区3号住居跡

１にぶい黄褐色土１～3mmほどの磯を少量含む。
２暗褐色土１～3ｍほどの磯を少量含む。
３暗褐色土焼土をわずかに含む。

４褐色土１～5mmほどの磯を少量含む。
５褐色土１～5ｍほどの磯をわずかに含む。
６極暗褐色土

７にぶい黄褐色土

８暗褐色土炭化物を少量含む。
９にぶい黄褐色土にぶい黄橿色土ブロックをわずかに含む。
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3号住居跡カマド

１オリーブ褐色土砂質。

２黒褐色土焼土をわずかに含む。
３褐色土焼土を含む。
４焼土暗褐色土を含む。
５焼土炭化材を含む。
６焼土
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1区４号住居跡
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1区4号住居跡

１黒褐色土酸化鉄を多く含む。

２黒褐色土焼土を少量含む。

３黒褐色土酸化鉄を多く含む。焼土・炭化物をわずかに含む。
４黒褐色土欧化鉄を多く含む。焼土をわずかに含む。

５黒褐色土焼土を少量含む。褐色土ブロックを含む。
６黒褐色土酸化鉄を多く含む。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
７焼土・炭化物

Ｂ335.00 Ｂ
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4号住居跡カマド

１黒褐色土５～30mmほどの磯を多く含む。
２暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
３焼土

４暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
５暗褐色土焼土を多く含む。

第157図１区４号住居跡



1区５号住居跡
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1区5号住居跡

１暗褐色土ややシルト質。１～2cmほどの磯を少量含む。
２黄褐色土暗褐色土ブロックを含む。１～2cmほどの操を少量含む。
３暗褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。１～4ｍほどの蝶を少量含む。
４暗褐色土黄褐色土ブロックを含む
５黄褐色土

６暗褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。
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５号住居跡カマド

１－
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5号住居跡カマド

１にぶい黄褐色土５～20mmほどの磯を少量含む。
２焼土暗褐色土ブロックを含む。
３暗褐色土焼土を少量含む。

４暗褐色土焼土を多く含む。

５極暗褐色土焼土を含む。

６焼土炭化材を含む。

７焼土

８極暗褐色土焼土を少量含む。
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３

2区1号住居跡

１暗褐色土灰黄褐色土ブロック・酸化鉄を少量含む。
２暗褐色土酸化鉄を少量含む。
３暗褐色土焼土・酸化鉄を少量含む。

４暗褐色土焼土を多く含む。

５暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少迩含む。
６暗褐色土焼土を多く含む｡灰黄褐色土ブロックを少量含む。
７褐色土焼土・炭化物を少量含む。

８暗褐色土焼土・炭化物を多く含む。
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1号住居跡カマド
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1号住居跡カマド

１暗褐色土焼土を少量含む。
２暗褐色土

３暗オリーブ褐色土シルト質。
４にぶい赤褐色焼土を含む。
５暗褐色土シルト質。焼土を少量含む。
６暗褐色土
７にぶい黄褐色土

８黒褐色土ややシルト質。
９暗褐色土焼土を含む。
１０黒褐色土シルト質。焼土を少量含む
１１黒褐色土１mmほどの磯を多く含む。
１２焼土
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１暗褐色土焼土を少量含む。

２暗褐色土

３暗褐色土焼土・酸化鉄をわずかに含む。

４褐色土焼土を多く含む。

５暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。

６暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。

７暗褐色土２mmほどの藤を多く含む。
８暗褐色土焼土を多く含む。
９暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

１０暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。

１１暗褐色土褐色土ブロックを含む。

１２暗褐色土焼土をわずかに含む。
１３暗褐色土シルト質。５～30mmほどの際を多くｆ
ｌ４黒褐色土

１５黒褐色土５～１５mmほどの畷を多く含む。

１６暗褐色土

１７暗褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。

１８暗褐色土焼土を多く含む。
１９暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。

２０褐色土焼土をわずかに含む。

２１暗褐色土炭化物を少量含む。焼土をわずかに

２２暗褐色土灰黄褐色土ブロックを少量含む。

Ｉ
Ｂ

際を多く含む。

1$
・褐色土ブロックを少量含む。

を多く含む。
土ブロックを少量含む。

わずかに含む。

物を少量含む。焼土をわずかに含む。
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第161図

Ｂ

号住居跡

褐色土酸化鉄・灰黄褐色土ブ
褐色土焼土・炭化物をわずか
褐色土焼土・炭化物・人骨？
褐色土焼土を少量含む。
ぶい黄褐色土シルト質。

くＩ １暗褐色土酸化鉄・灰黄褐色土ブロックを多く含む。
２暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
３暗褐色土焼土・炭化物・人骨？を多く含む。
４暗褐色土焼土を少量含む。
５にぶい黄褐色土シルト質。
６にぶい黄褐色土

７暗褐色土シルト質。

Ｂにぶい黄褐色土灰黄褐色土ブロックを少量含む。
９暗褐色土ややシルト質。

１０暗褐色土シルト質。焼土・炭化物をわずかに含む。
１１暗褐色土焼土．にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１２暗褐色土シルト質。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１３褐色土焼土を多く含む。

１４暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
１５暗褐色土シルト質。焼土を多く含む。
１６暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
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3号住居跡カマド２

１暗褐色土１～3mmほどの磯・焼土を少量含む。
２暗褐色土シルト質。焼土を少量含む。
３暗褐色土シルト質。焼土をわずかに含む。
４暗褐色土シルト質。焼土を含む。
５暗褐色土焼土・炭化物を多く含む。
６焼土

７暗褐色土焼土を多く含む。
８黒褐色土炭化物を多く含む。焼土を少量含む。
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尭土を少量含む。炭化物をわずかに含む。

炭化物を少量含む。

にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。

ぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
にぶい黄褐色土ブロックを含む。

７

●

<ノ

２区4号住居跡

１暗褐色土焼土を少量含む。

２暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

３褐色土焼土を多く含む。

４褐色土

５暗褐色土焼土を多く含む。

６暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
７暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量
８暗褐色土焼土をわずかに含む。

９暗褐色土焼土を少量含む。炭化物をわす

１０暗褐色土炭化物を少量含む。
１１暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量

１２褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含４
１３暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを含む，

Ｂ336.40
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Ｂ

Ｓ＝1／６０

了三三三三二二三要 含む

２区４号住居跡

162図 ２区４号住居跡(1)
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百々遺跡

4号住居跡カマド

１暗褐色土シルト質。焼土を多く含む。
２黒褐色土焼土・炭化物を少量含む。
３褐色土焼土を多く含む。
４暗褐色土焼土・炭化物を多く含む。
５暗褐色土酸化鉄を少量含む。
６暗褐色土焼土を多く含む。１mmほどの磯を少量含む。
７暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
８暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
９暗褐色土焼土・炭化物．にぶい黄褐色土ブロックを１
１０暗褐色土にぶい黄授色ブロックを多く含む。

2６２

こぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
ｺｯｸを多く含む。

=g蓉誹
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4号住居跡カマド
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２区４号住居跡(2)



百々遺跡5　2区

C 336.40

D 336.50

S=1 /60

2区5号住居跡

0寸.9cc V

0寸.9cc皿

2区5号住居跡

1暗褐色土　黄褐色土ブロックを少量含む｡
2　暗褐色土　黄褐色土ブロックをわずかに含む｡

3　暗褐色土　炭化物を多く含む｡焼土を少量含む｡
4　褐色土　焼土･炭化物を少量含む｡

5　暗褐色土　炭化物･黄褐色土ブロックを少量含む｡

6　暗褐色土黄褐色土ブロックを多く含む｡
7　褐色土　黄褐色土ブロックを多く含む｡

8　暗褐色土黄褐色土ブロックを多く含む｡炭化物を少量含む｡
9　暗褐色土　焼土･炭化物を多く含む｡

10褐色土　焼土を少量含む｡
11暗褐色土　焼土を少量含む｡炭化物をわずかに含む｡
12褐色土　炭化物を少量含む｡
13褐色土　俵土を多く含む｡炭化物を少量含む｡

14　暗褐色土

15　黒褐色土

16　暗褐色土

17　暗褐色土

18　暗褐色土

19　暗褐色土

炭化物を少量含む｡焼土をわずかに含む｡
焼土･炭化物をわずかに含む｡
黄褐色土ブロックを少量含む.

焼土･黄褐色土ブロックをわずかに含む｡

焼土を少量含む｡炭化物をわずかに含む｡
黄褐色土ブロックをわずかに含む｡

20　暗褐色土

21暗褐色土炭化物を少量含む｡焼土をわずかに含む｡
22暗褐色土焼土を少量含む｡炭化物をわずかに含むC
23暗褐色土焼土を少量含む｡
24褐色土焼土を多く含む｡炭化物をわずかに含む｡
25　暗褐色土　焼土をわずかに含む｡

26　暗褐色土　炭化物･黄褐色土ブロックを少量含む｡

27暗褐色土俵土を多く含む｡炭化物をわずかに含む｡
28褐色土俵土を少量含む｡暗褐色土ブロックを含む｡
29暗褐色土俵土を少量含むo　褐色土ブロックを含む0

30暗褐色土焼土を多く含む｡
31暗褐色土焼土･炭化物をわずかに含む｡
32暗褐色土炭化物をわずかに含む｡
33暗褐色土塊土を多く含む｡炭化物を少量含む｡
34　にぷい黄褐色土　暗褐色土ブロックを少量含む｡

35　にぷい黄褐色土　焼土を少量含む｡

第164図　2区5号住居跡(1)

b 336.40

5号住居跡カマド1

5号住居跡カマド1

-263-264-

1暗褐色土
2　黒褐色土

3　暗褐色土

4　黒褐色土

5　暗褐色土

6　暗褐色土

7　暗褐色土

0寸.9cc d

焼土t炭化物を多く含む｡
焼土･炭化物を多く含む｡
焼土を多く含む｡

炭化物を多く含む｡焼土を少量含む｡
焼土を少量含む｡
焼土を多く含む｡炭化物を少量含む｡
焼土を少量含む｡

0 s=1/30

8　にぷい黄褐色土　暗褐色土ブロックを多く含む｡

9　褐色土　焼土をわずかに含む｡

10　焼土

日　暗褐色土　焼土を多く含む｡

12　煉土　暗褐色土ブロックを少量含む｡

13　暗褐色土　焼土を少量含む｡

14　暗褐色土　焼土.炭化物をわずかに含む｡

15　暗褐色土　焼土をわずかに含む｡

16　暗褐色土　焼土を少量含む｡炭化物をわずかに含む｡
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5号住居跡カマド２

１黒褐色土焼土・炭化物を少量含む。
２黒褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。
３黒褐色土焼土・黄褐色土ブロックを多く含む。
４暗褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む。
５暗褐色土焼土を多く含む。
６暗褐色土炭化物を多く含む。
７暗褐色土

８暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
ｇにぶい黄褐色土焼土を少量含む。
１０暗褐色土焼土をわずかに含む。
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一２区6号住居跡

１暗褐色土焼土をわずかに含む。
Ｂ２暗褐色土炭化物を多く含む。焼土をわずかに含む。

３暗褐色土焼土を少量含む。一。
４褐色土黄褐色土ブロックを多く含む。
５暗褐色土黄褐色土ブロックを多く含む。
６褐色土炭化物をわずかに含む。黄褐色土ブロックを多く含む。
７暗褐色土炭化物を多く含む。焼土を少量含む。
８暗褐色土炭化物をわずかに含む。
９暗褐色土炭化物を少量含む。
１０褐色土炭化物をわずかに含む。
１１褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１２暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１３褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
１４暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。

１５暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。にぶい黄褐色土ブロックを多く含む｡
１６暗褐色土焼土。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１７褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。焼土を少量含む。
１８褐色土焼土を多く含む。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
１９暗褐色土焼土・炭化物を多く含む。
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Cロ

区６号住居跡

６号住居跡カマド

１暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
２褐色土焼土を少量含む。
３焼土

４褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
５にぶい黄褐色土焼土・炭化物を少量含む。
６にぶい黄褐色土焼土を多く含む。
７暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
８褐色土焼土をわずかに含む。
９暗褐色土焼土を少量含む｡。
１０暗褐色土焼土をわずかに含む。
１１褐色土

１２褐色土焼土を多く含む。
１３褐色土焼土を少量含む。
１４褐色土黄褐色土ブロックを多く含む。
１５暗褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む
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2区7号住居跡

１暗褐色土焼土．１回nほどの際を少量含む。

２暗褐色土焼土・炭化物・黄褐色土ブロックを少量含む。

３褐色土黄褐色土ブロックをわずかに含む。

４褐色土黒褐色土ブロックを少量含む。

５褐色土１～5mmほどの鴎を少量含む。

６暗褐色土焼土・１～5mmほどの磯を少量含む。
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第167図２区７号住居跡

7号住居跡カマド

１暗褐色土１ｍほどの燦を多く含む。
２暗褐色土焼土・炭化物を多く含む。
３焼土

４暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。

ｂ336.20
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2区8号住居跡

１暗褐色土焼土をわずかに含む。
２褐色土黒褐色土ブロックを少量２褐色土黒褐色土ブロックを少量含む。焼土・炭化物をわずかに含む。

３褐色土黒褐色土ブロックを多く含む。焼土をわずかに含む。
４暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

５褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

６暗褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。
７褐色土焼土・黒褐色土ブロックをわずかに含む。

２区８号住居跡

－２６８－

rｎ



＜

Cロ

8号住居跡カマド面

暗褐色土黄褐色土ブロックを含む。
暗褐色土黄褐色土ブロックを少量含む。
褐色土

焼土

にぶい黄褐色土焼土を少量含む。

暗褐色土焼土・炭化物・黄褐色土ブロックを少量含む。
褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む。
褐色土焼土を少量含む。炭化物をわずかに含む。
暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
暗褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む。
褐色土焼土をわずかに含む。
褐色土焼土を多く含む。

暗褐色土焼土を少量含む。炭化物をわずかに含む。
褐色土焼土をわずかに含む。
にぶい黄褐色土焼土をわずかに含む。
暗褐色土焼土を多く含む。
褐色土焼土を多く含む。
暗褐色土焼土を少量含む。

褐色土焼土を少量含む。炭化物をわずかに含む。
暗褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む。
暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
褐色土

暗褐色土焼土を多く含む。黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土黄褐色土ブロックを多く含む。
焼土

●
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2区9号住居跡

１暗褐色土焼土を少量。炭化物をわずかに含む。

２褐色土焼土を少量含む。

３黒褐色土炭化物・褐色土ブロックを少量含む。

４褐色土焼土をわずかに含む。Ｉ

－２６９－

｡３皇！
２区９号住居跡

●

○
国
・
の
ｍ
の
く○…ｅＩ蝋… ○



ｎｌ

ＩＮ

2区１０号住居跡
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区１０号住居圃

瞭栂伐士幡 上物を少量。

２褐色土黒褐色土ブロックを多く含む。焼土を少量含む。

３黒褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。

４褐色土焼土を多く含む。炭化物・黒褐色土ブロックを少量含む。
５黒褐色土炭化物を少量含む。
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2区１１号件居睡

１暗褐色土焼土・５ロ

２暗褐色土焼土・黒

３暗褐色土焼土・炭

４褐色土黒褐色土ブ

５暗褐色土炭化物．

６暗褐色土焼土・炭

７暗褐色土

８暗褐色土焼土を少Ｉ

９褐色土焼土・炭化

に
Ｏ》

Ｃ
一●

ぐつ
ａ
一

●

Ｊ
ＣＤ．

Ｃ336.20

○
Ｎ
・
①
の
、○

一
・
の
ｍ
ｍ
ｍ ＜ｉ

●４
＜

国

百々遺跡５２区

２区１１号住居跡

０

第171図２区11号住居跡(1)

焼土・５耐ほどの畷をわずかに含む。

焼土・黒褐色土ブロックを少量含む。
焼土・炭化物を少量含む。

褐色土ブロックを少量含む。

炭化物・黒褐色土ブロックを少量含む。

焼土・炭化物・黒褐色土ブロックを少量含む。

焼土を少量含む。

土・炭化物を少量含む。
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１
１
Ｉ

暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
暗褐色土焼土・炭化物を少且含む。

暗褐色土焼土・炭化物・１～5mmほどの磯を少量含む。
暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
暗褐色土焼土をわずかに含む。
褐色土焼土をわずかに含む。
褐色±

にぶい黄褐色土下層が焼土化している。

暗褐色土焼土・１～5mmほどの鴎を少量含む。
暗褐色土焼土を少量含む。

暗褐色土焼土を多く含む。

暗褐色土焼土を多く含む。炭化物をわずかに含む。
暗褐色土焼土を多く含む｡炭化物を少量含む。
暗褐色土全体的に焼土を多く含む６

＜二二〕

１１号住居跡カマド

ｂ

百々遺跡

１１号住居跡カマド

１焼土炭化物を多く含む。

２暗褐色土焼土を多く含む。
３暗褐色土焼土・炭化物を４

４暗褐色土焼土・炭化物．‘
５暗褐色土焼土・炭化物を４
６暗褐色土焼土をわずかに：
７褐色土焼土をわずかに含４
８褐色土

ｇにぶい黄褐色土下層が焼：

１０暗褐色土焼土・１～5mmIi
ll暗褐色土焼土を少量含む

１２暗褐色土焼土を多く含む。

１３暗褐色土焼土を多く含む。
１４暗褐色土焼土を多く含む。
１５暗褐色土全体的に焼土を

１６暗褐色土焼土を少量含む

１７暗褐色土焼土をわずかに

１８暗褐色土焼土・炭化物を

１９暗褐色土焼土を少量含む
２０褐色土焼土を少且含む。

rｎ

第172図２区11号住居跡(2)
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。１～5mmほどの畷をわずかに含む。
含む。

多く含む。

。炭化物をわずかに含む。
炭化物をわずかに含む。
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１褐色土酸化鉄を含む。

２黄褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。

３褐色土焼土・炭化物を少量含む。

４褐色土焼土を少量含む。炭化物をわずかに含む。

５褐色土

６暗褐色土
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１暗褐色土褐色土ブロックを多く含む。
２暗褐色土褐色土ブロック・酸化鉄を多く含む。

３焼土炭化物・褐色土ブロックをわずかに含む。

４炭化物焼土・褐色土ブロックをわずかに含む。

５褐色土焼土・炭化物を少量含む。

６暗褐色土焼土を多く含む。炭化物・酸化鉄を少量含む。
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2区13号住居跡
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２褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
３褐色土焼土．にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
４焼土褐色土ブロックをわずかに含む。
５暗褐色土焼土・褐色土ブロックを多く含む。
６褐色土焼土を多く含む。
７褐色土焼土・炭化物を多く含む。
８暗褐色土焼土を多く含む。炭化物を少量含む。
９褐色土暗褐色土ブロックを多く含む。
１０褐色土焼土を多く含む。
１１褐色土焼土・炭化物を多く含む。
１２褐色土焼土・炭化物を多く含む。にぶい黄褐色土
１３にぶい黄褐色土黒褐色土ブロックを多く含む。
１４にぶい黄褐色土焼土・炭化物を少量含む。

2区１３号住居跡

１暗褐色土焼土・炭化物をわずかに含む。
２暗褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。
３黒褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。
４暗褐色土
５褐色土

６暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
７暗褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。
８暗褐色土焼土を少量含む。！
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１暗褐色土褐色土ブロックを多く含む。
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１暗褐色土焼土を少量含む。

２暗褐色土炭化物を少量含む。

３暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。

４暗褐色土焼土・炭化物を少量含む。
５暗褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。

６暗褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。

７褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。

８褐色土暗褐色土ブロックを多く含む。

９褐色土炭化物・暗褐色土ブロックを少量含む。

１０暗褐色土焼土・黒褐色土ブロックを少量含む。

１１暗褐色土

１２褐色土
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２区１５号住居跡

１暗褐色土褐色土ブロックをわずかに含む。
２黒褐色土焼土・炭化物を少量含む。
３黒褐色土炭化物・酸化鉄を少量含む。
４黒褐色土褐色土ブロックを少量含む。
５褐色土焼土・黒褐色土ブロックをわずかに含む。
６褐色土炭化物・黒褐色土ブロックをわずかに含む。
７暗褐色土焼土・炭化物。にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
８暗褐色土炭化物を少量含む。
９黒褐色土炭化物を多く含む。焼土を少量含む。
１ｏ褐色土酸化鉄を含む。

１１暗褐色土褐色土ブロック・酸化鉄を少量含む。

、'２にぶい黄褐色土炭化物･酸化鉄を少量含む。
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焼土・褐色土ブロックを少量含む。

焼土を多く含む。褐色土ブロックを少量含む。
焼土・炭化物を多く含む。

褐色土ブロックを含む。

褐色土ブロックを多く含む。

にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
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１暗褐色土オリーブ褐色土ブロックを少量含む。

２暗褐色土焼土・褐色土ブロックを少量含む。
３暗褐色土焼土・オリーブ褐色土ブロックを少量
４暗褐色土焼土を多く含む。
５焼土暗褐色土ブロックをわずかに含む。
６暗褐色土炭化物を多く含む。焼土を少量含む。
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2区1号掘立柱建物跡

１暗褐色土褐色土ブロックを多く含む。
２黒褐色土焼土を少量含む。
３暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。
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2区3号掘立柱建物跡

１黒褐色土褐色土ブロックを多く含む。
２暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。

３暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。焼土・炭化物をわずかに含む。
４暗褐色土褐色土ブロックを少量含む。焼土をわずかに含む。
５暗褐色土にぶい黄褐色土ブロックを多く含む。
６黒褐色土にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
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観察表

百々遺跡５１区ピット(1) 百々遺跡５ 1区 ピット(2)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

１区１ Ｔ-３．４ 円形 6４．０ 6０．０ 5.3 l区５１ Ｑ－ｌ３ 円形 2０．０ 2４．０ 8.9

１区２ Ｔ-４ 円形 3２．０ 3０．０ 1７．７ l区5２ Ｑ－ｌ３ 円形 2６．０ 2５．０ 5.6

１区３ Ｔ-４ 楕円形 6６．０ 5０．０ 4.8 l区5３ Ｑ－ｌ３ 円形 2４．０ 2２．０ 7.6

１区４ S-４ 楕円形 45.0 3６．０ 1８．４ l区5４ Ｒ－ｌ３ 円形 ２８．０ ２７．０ 1０．２

１区５ Ｓ-４ 円形 3２．０ 3０．０ 8.9 l区5５ Ｒ－ｌ３ 円形 ２８．０ ２４．０ 1２．９

１区６ Ｒ-４ 円形 3０．０ 2８．０ 7.6 l区5６ Ｒ－ｌ３ 楕円形 ３０．０ ２５．０ ２２．８

１区７ S-４ 円形 ４２．０ ４０．０ 1２．６ l区５７ Ｒ－ｌ３ 円形 ２０．０ ２０．０ 1７．５

１区８ Ｔ-５ 円形 3８．０ 3２．０ 9.2 l区5８ Ｒ－ｌ３ 円形 ２２．０ ２０．０ 1５．２

１区９ Ｔ-５ 円形 3０．０ ２５．５ 1９．５ l区5９ Ｒ－ｌ３ 方形 ３０．０ 1６．０ 5.0

ｌ区１０ Ｓ-５ 円形 3３．０ ２８．０ 1９．４ l区6０ Ｒ－ｌ３ 楕円形 3４．０ ２０．０ 8.3

ｌ区１１ Ｔ-５ 楕円形 6９．０ 4４．０ 1０．６ l区６１ Ｒ－ｌ２ 方形 ２５．０ 2４．０ 1６．２

１区１２ Ｔ-５ 楕円形 3４．０ ３８．０ 1４．４ l区６２ Ｒ－ｌ２ 楕円形 ４０．０ ３６．０ ２２．３

ｌ区１３ Ｒ-６ 円形 2６．０ 2４．０ １３．１ l区6３ Ｒ－ｌ２ 円形 ２２．０ 2０．０ ４．８

ｌ区１４ Ｒ-６ 楕円形 ４８．０ 3４．０ 1３．０ l区6４ Ｒ－ｌ２ 楕円形 40.0 ２０．０ 6.5

ｌ区１５ Ｓ-６ 円形 32.0 ３２．０ 1０．６ l区６５ Ｒ－ｌ３ 楕円形 ３０．０ ２０．０ 8.8

ｌ区１６ Ｓ-６ 円形 2８．０ 2４．０ 1２．５ 1区６６ Ｒ－ｌ３ 円形 ３０．０ ２８．０ 9.6

ｌ区１７ Ｒ-７ 楕円形 5０．０ 3４．０ 8.9 l区６７ Ｒ－ｌ３ 楕円形 ３４．０ ２６．０ 1０．２

ｌ区１８ Ｔ-７ 円形 2６．０ ２４．０ 5.2 l区6８ Ｒ－ｌ３ 方形 ３６．０ ２０．０ 1３．０

ｌ区１９ Ｔ-７ 円形 2４．０ 2２．０ 6.8 l区6９ Ｓ－ｌ３ 方形 3４．０ ２８．０ 9.8

ｌ区２０ Ｔ-７ 楕円形 ４０．０ ３２．０ 1２．５ l区7０ Ｓ－ｌ２ 円形 ２８．０ ２６．０ ４．０

１区２１ S-７ 円形 3２．０ 3２．０ 1２．０ l区７１ Ｓ－ｌ２ 円形 3４．０ 3４．０ 1９．２

ｌ区２２ Ｒ-７ 楕円形 3８．０ 3４．０ 1９．６ l区7２ Ｓ－ｌ２ 円形 ４８．０ ４０．０ 2２．８

ｌ区２３ S-８ 楕円形 42.0 3０．０ 8.8 l区７３ Ｓ－ｌ３ 楕円形 ４６．０ ２０．０ 3.4

ｌ区２４ Ｔ-７ 円形 3０．０ 2０．０ 1６．０ l区7４ Ｓ－ｌ３ 円形 ４６．０ ４０．０ ２６．０

ｌ区２５ S-７ 円形 2２．０ 2０．０ 8.6 l区7５ Ｓ－ｌ３ 楕円形 ４０．０ ２８．０ 5.3

ｌ区２６ Ｓ－ｌＯ 方形 5０．０ ４５．０ 5７．４ l区7６ S－ｌ３ 円形 ２８．０ ２６．０ 5.4

ｌ区２７ S-９ 円形 2６．０ 2２．０ 1４．２ l区７７ S－ｌ３ 円形 ２８．０ ２８．０ 6.7

l区２８ Ｑ-９．１０ 円形 2６．０ 2２．０ 1９．２ l区7８ S－ｌ３ 方形 ４０．０ ２６．０ 3.6

l区２９ S-９ 楕円形 58.0 44.0 1２．９ l区7９ S－ｌ３ 円形 ４４．０ ４０．０ ２３．０

l区３０ Ｓ･Ｔ－９ 円形 32.0 3０．０ 2２．４ l区8０ Ｔ－ｌ３ 円形 3２．０ 3０．０ 1２．９

l区３１ Ｒ－ｌＯ 円形 2８．０ 2７．０ 6.6 l区８１ Ｒ－ｌ４ 円形 1２．０ 1０．０ 1３．８

ｌ区３２ Ｒ－ｌＯ だるま形 ９５．０ 3０．０ 9.0 l区8２ Ｑ－ｌ４ 円形 3２．０ 3１．０ 1８．０

ｌ区３３ S－ｌＯ 円形 40.0 3６．０ 2４．０ l区8３ Ｑ－ｌ５ 円形 3８．０ 3４．０ 1８．２

ｌ区３４ S－ｌＯ 円形 ３６．０ 3４．０ 2８．０ １ ８４ Ｑ－ｌ５ 楕円形 7０．０ 3５．０ 1０．６

ｌ区３５ Ｔ－ｌＯ 楕円形 3０．０ ２２．０ 2４．２ l区8５ Ｑ－ｌ５ 楕円形 4５．０ 3５．０ 2７．４

ｌ区３６ S－ｌ２ 円形 2７．０ ２６．０ 2５．７ l区8６ Ｒ－ｌ５ 円形 3０．０ 3０．０ 1２．６ 畝状遺構

ｌ区３７ Ｔ－ｌ２ 円形 ４０．０ ３８．０ 7.2 l区８７ Ｒ－ｌ５ 円形 3６．０ 3２．０ 2６．８

ｌ区３８ Ｒ－ｌｌ 円形 3２．０ ２８．０ 1２．２ l区8８ Ｓ･Ｒ－ｌ４ 円形 5２．０ 5０．０ 2０．４

ｌ区３９ Ｒ－ｌｌ 円形 3０．０ ３０．０ 8.0 １ 8９ Ｓ－ｌ５ 円形 2８．０ ２７．０ 1９．８

ｌ区４０ Ｑ－ｌｌ 円形 45.0 ４０．０ 1２．２ l区9０ Ｓ-５０ 円形 ３０．０ 3０．０ 1７．２

１区４１ Ｑ－ｌｌ 円形 2７．０ 2６．０ 1２．１ l区９１ Ｓ－ｌ５ 楕円形 40.0 ３２．０ ３１．８

ｌ区４２ Ｑ･Ｒ－ｌｌ 楕円形 32.0 3０．０ 7.8 l区9２ Ｓ－ｌ５ 楕円形 ２８．０ ２２．０ 1８．０

l区４３ Ｑ－ｌ２ 円形 44.0 ４０．０ 1３．８ l区9３ Ｓ－ｌ５ 楕円形 ３２．０ ３０．０ ２３．９

l区４４ Ｑ-12 楕円形 6０．０ 2８．０ １７．１ １ 9４ S－ｌ５ 方形 ６０．０ ５６．０ ３３．３

1区４５ Ｑ－ｌ２ 楕円形 2８．０ 2２．０ 8.7 l区9５ S－ｌ５ 楕円形 ３０．０ 1８．０ 1０．４

l区４６ Ｑ－ｌ２ 円形 3０．０ 2７．０ 1.4 l区9６ Ｔ－ｌ４ 円形 28.0 ２６．０ 1６．６

l区４７ Ｑ－ｌ２ 楕円形 3６．０ 3０．０ 1０．０ l区９７ Ｔ－ｌ４ 楕円形 ４０．０ 1５．０ 2.2

1区４８ Ｒ-１２ 楕円形 ４０．０ 3４．０ ７．１ l区9８ Ｔ－ｌ４ 円形 2５．０ 2２．０ 8.9

l区４９ Ｒ－ｌ２ 円形 2８．０ 2８．０ 8.6 l区9９ Ｑ-１５．１６ 円形 3０．０ 2５．０ ２１．４

１区５０ Ｑ－ｌ３ 楕円形 3０．０ 2６．９ 1０．３ l区lＯＯ Ｑ－ｌ６ 円形 3０．０ 2８．０ 1２．７
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百々遺跡５ 1区 ピット(3) 百々遺跡５ 1区 ピット(4)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

l区1０１ S－ｌ６ 方形 2８．０ 2０．０ ２１．２ l区1５１ S-２１ 円形 ３０．０ ２６．０ 7.0

l区1０２ S-１６ 楕円形 2７．０ 2０．０ ４２．０ 畝状遺構 l区１５２ S-２１ 円形 ２６．０ ２０．０ 3.0

1区１０３ S－ｌ６ 楕円形 3７．０ 2８．０ 1３．０ 1区１５３ S-２１ 楕円形 ４０．０ 22.0 9.0

1区１０４ S－ｌ６ 楕円形 33.0 30.0 1０．３ l区１５４ S-２１ 楕円形 3０．０ 24.0 1０．０

l区1０５ Ｔ－ｌ６ 円形 ５０．０ 44.0 6.6 1区１５５ Ｒ-２２ 円形 26.0 ２３．０ 1０．０

l区1０６ Ｔ－ｌ６ 円形 ２８．０ 2８．０ 1３．６ l区1５６ Ｒ-２２ 円形 2４．０ ２０．０ 1０．０

1区1０７ Ｕ-１６ 円形 2７．０ ２５．０ 4.3 l区1５７ Ｒ-２２ 円形 2２．０ ２０．０ 1０．０

l区１０８ Ｕ－ｌ６ 円形 2０．０ ２０．０ 5.3 l区1５８ Ｒ-２２ だるま形 5５．０ 1８．０ 8.0

l区１０９ Ｕ－ｌ６ 不整形 6０．０ ３５．０ 8.3 1区１５９ Ｒ-２２ 円形 2４．０ ２０．０ 9.0

l区ｌｌＯ Ｖ－ｌ６ 円形 2８．０ ２５．０ 5.8 1区1６０ Ｒ-２２ 円形 2４．０ 22.0 1２．０

l区１１１ Ｖ－ｌ６ 円形 2８．０ ２６．０ 8.3 1区1６１ Ｒ-２２ 円形 2０．０ 1８．０ 6.0

1区１１２ Ｖ-１６ 円形 3０．０ 3０．０ 1３．３ l区1６２ Ｒ-22 円形 32.0 2８．０ 1０．０

l区１１３ Ｗ-１６ 不整形 80.0 5０．０ 1０．３ 1区１６３ Ｒ-２２ 円形 28.0 2７．０ 1３．０

l区１１４ Ｒ-１７ 楕円形 3８．０ 2６．０ 9.9 1区１６４ Ｓ-２２ 円形 1８．０ 1８．０ 8.0

l区１１５ Ｒ－ｌ７ だるま形 8２．０ 2６．０ 1４．８ 1区１６５ Ｓ-２２ 円形 2３．０ 2２．０ 1０．０

l区１１６ Ｒ－ｌ７ 円形 48.0 ４６．０ ２８．２ 1区1６６ S-２２ 円形 3４．０ 3２．０ 4.0

1区１１７ Ｒ－ｌ７ 円形 3７．０ 3６．０ １７．１ 1区１６７ Ｓ-２２ 方形 40.0 ３１．０ 6.0

1区１１８ S－ｌ７ 楕円形 5０．０ ４０．０ 1０．７ l区１６８ Ｔ-２２ 方形 60.0 52.0 25.0

l区１１９ S－ｌ７ 楕円形 80.0 3４．０ 1７．４ 畝状遺構 1区1６９ Ｔ-２２ 円形 36.0 34.0 1０．０

l区1２０ S-１７ 楕円形 3２．０ 2６．０ 7.6 1区１７０ Ｔ-２２ 円形 3２．０ 2９．０ 1３．０

l区1２１ S-１７ 楕円形 44.0 3８．０ 1０．２ l区1７１ Ｑ-23 楕円形 3４．０ 2６．０ 1２．０

1区1２２ Ｔ－ｌ７ だるま形 5４．０ 2６．０ 1０．２ l区1７２ Ｑ-23 円形 ２７．０ 2４．０ 9.0

1区1２３ Ｔ-１７ 不整形 5０．０ ４６．０ 3１．３ l区１７３ Ｒ-２３ 不整形 ７５．０ 5６．０ 9.0

1区124 Ｔ－ｌ７ 楕円形 3４．０ 2０．０ 7.4 1区1７４ Ｒ-２３ 円形 2５．０ 25.0 1４．０

1区1２５ Ｔ－ｌ７ 円形 6０．０ 5０．０ 2０．４ 1区1７５ Ｒ-２３ 円形 28.0 2７．０ 8.0

1区1２６ Ｔ－ｌ８ 楕円形 2２．０ 1８．０ 6.5 1区1７６ Ｒ-２３ 円形 2７．０ 23.0 8.0

l区１２７ Ｔ－ｌ８ 円形 3０．０ 3０．０ 5.1 l区１７７ Ｒ-２３ 円形 27.0 ２１．０ 1１．０

1区１２８ Ｓ･Ｔ－１８ 円形 3０．０ 3０．０ 9.5 l区1７８ Ｒ-２３ 円形 2６．０ 2４．０ 1８．０

l区１２９ S－ｌ８ 楕円形 40.0 2４．０ 7.0 l区1７９ Ｒ-２３ 楕円形 3２．０ 30.0 1８．０

l区１３０ Ｒ－ｌ８ 円形 3４．０ ３２.○ 1２．８ 1区１８０ Ｒ-２３ 円形 1７．０ 1７．０

1区1３１ Ｒ-１８ 方形 5５．０ ４２．０ ２１．０ l区1８１ Ｒ-２３ 不整形 48.0 ４０．０ 1１．０

l区1３２ Ｒ－ｌ８ 円形 42.0 ４０．０ 1８．６ l区1８２ Ｒ-２３ 円形 2２．０ 2０．０ 8.0

1区1３３ Ｒ－ｌ８ 楕円形 85.0 5５．０ ２３．０ l区１８３ Ｔ-２４ 方形 42.0 ４０．０ 7.0

1区134 Ｑ－ｌ８ 半円形 35.0 1８．０ 1７．４ l区184 Ｓ-24 円形 3２．０ 30.0 6.0

1区1３５ Ｑ-20 円形 2５．０ 22.0 1５．０ l区1８５ Ｒ-24 円形 30.0 29.0 1０．０

l区1３６ Ｑ-20 楕円形 3２．０ 2８．０ 1７．０ l区１８６ Ｒ-24 円形 39.0 36.0 ８．０

1区1３７ Ｒ-２０ 円形 2４．０ ２２．０ 9.0 l区１８７ Ｒ-24 楕円形 5０．０ ４０．０ 9.0

1区1３８ Ｒ-20 円形 1８．０ 1６．０ 7.0 l区１８８ Ｑ-24 円形 3８．０ 3３．０ 1１．０

l区1３９ Ｒ-２０ 方形 ２８．０ 26.0 1６．０ 1区1８９ Ｑ-24 楕円形 2５．０ 1８．０ 1２．０

1区1４０ Ｒ-２０ 円形 2４．０ ２２．０ 7.0 1区１９０ Ｑ-24 楕円形 28.0 26.0 1６．０

1区1４１ Ｒ-２０ 円形 28.0 24.0 8.0 1区１９１ Ｑ-24 円形 30.0 27.0

1区１４２ S-２０ 円形 3０．０ ２６．０ 8.0 1区１９２ Ｒ-２５ 円形 3０．０ ２５．０ 5.0

1区1４３ S-２０ 円形 2４．０ ２２．０ 7.0 1区1９３ Ｒ-２５ 円形 3７．０ ３６．０ 9.0

1区１４４ Ｓ-２０ 円形 1９．０ 2０．０ 9.0 l区１９４ S-25 半円形 ４０．０ 25.0 23.0

1区1４５ S-20 円形 42.0 ３６．０ 1０．０ 1区1９５ Ｔ-２５ 方形 ４０．０ 3６．０ 1５．０

1区1４６ S-２０ 円形 3２．０ ２８．０ 9.0 1区１９６ Ｔ-２５ だるま形 ５０．０ 3８．０ 1２．０

l区1４７ S-２０ 円形 ４８．０ ４０．０ 7.0 1区１９７ Ｔ-２５ 不整形 ９７．０ 6８．０ 2１．０

1区1４８ Ｒ-２１ 円形 3２．０ 2８．０ 9.0 1区１９８ S-２６ だるま形 ５２．０ 2６．０ 5.0

1区１４９ Ｒ-２１ 円形 ２８．０ ２６．０ 6.0 1区1９９ S-26 方形 ４７．０ 3４．０ 1３．０

l区1５０ S-２１ 円形 ４８．０ 44.0 6.0 1区200 Ｒ-２６ 円形 ３２．０ 3０．０ 5.0
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百々遺跡５ 1区 ピット(5) 百々遺跡５ 1区 ピット(6)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

l区2０１ Ｒ-２６ だるま形 3６．０ 2６．０ 1７．０ l区2５１ Ｑ-27 円形 1１．０ 8.0

l区202 Ｒ-26 楕円形 2４．０ 1２．０ 3.0 1区252 Ｑ-27 円形 1３．０ 1１．０

1区203 Ｒ-２６ 楕円形 30.0 ２２．０ 8.0 l区253 Ｑ-28 円形 1２．０ 1０．０

1区204 Ｒ-２６ 楕円形 2０．０ 1７．０ 6.0 l区254 Ｑ-28 円形 7.0 6.0

l区205 Ｒ-２６ 方形 3３．０ ２６．０ 8.0 1区255 Ｑ-28 円形 8.0 8.0

1区206 Ｑ-26 楕円形 3２．０ 28.0 2４．０ 1区256 Ｑ-28 円形 1０．０ 9.0

l区207 Ｑ-26 円形 1８．０ 1６．０ 3.0 l区２５７ Ｑ-28 円形 1３．０ 1０．０

l区208 Ｑ-26 楕円形 3６．０ ２３．０ 6.0 1区258 Ｑ-28 円形 1１．０ 1０．０

1区209 Ｑ-26 楕円形 ２２．０ 1７．０ 3.0 1区259 Ｑ-28 円形 1０．０ 8.0

1区２１０ Ｑ-26 楕円形 6０．０ ２５．０ ４．０ 1区260 Ｐ-２９ 円形 2２．０ 2０．０ 9８．０

l区２１１ Ｑ-26 だるま形 ４８．０ ２０．０ 5.0 l区2６１ Ｑ-29 楕円形 63.0 2７．０ 4.0

1区２１２ P-２７ 円形 ２５．０ 2４．０ 1０．０ 1区262 Ｑ-29 楕円形 66.0 2７．０ 5.0

1区２１３ P-２７ 楕円形 ４０．０ 3０．０ 7.0 1区263 Ｒ-２９ 不整形 40.0 2７．０ 6.0

l区２１４ P-２７ 不整形 5４．０ 1８．０ 1１．０ 1区264 Ｒ-２９ 円形 2０．０ 1８．０ 7.0

1区２１５ Ｑ-27 楕円形 ５０．０ 3６．０ 1２．０ 1区2６５ Ｒ-２９ 楕円形 6６．０ 1８．０ 5.0

l区２１６ Ｑ-27 楕円形 ４４．０ 3４．０ 5.0 1区266 Ｒ-２９ 楕円形 3０．０ 1３．０ 5.0

l区２１７ Ｑ-27 円形 ２８．０ 2８．０ 1４．０ l区267 S-２９ 円形 2２．０ 2２．０ 6.0

1区２１８ Ｑ-27 方形 ６０．０ 2２．０ 6.0 1区268 Ｑ-30 方形 2２．０ 2１．０ 4.0

l区２１９ Ｑ-27 円形 ４０．０ ３７．０ 1９．０ 1区269 Ｑ-30 楕円形 3２．０ 20.0 5.0

l区220 Ｒ-２７ 円形 ２７，０ 2６．０ 6.0 1区２７０ Ｑ-30 円形 3３．０ 3２．０ 1５．０

l区2２１ Ｒ-２７ 方形 3４．０ 3２．０ 1２．０ l区2７１ Ｑ-30 円形 3１．０ 3０．０ 1３．０

l区222 Ｒ-２７ 方形 ２８．０ 2２．０ １１．０ l区272 P-３０ 楕円形 2２．０ 1６．０ 4.0

1区223 Ｒ-２７ 円形 2４．０ 2２．０ 6.0 1区2７３ P-３０ 楕円形 2２．０ 1９．０ 6.0

l区224 S-２７ 円形 1３．０ 1２．０ ２．０ l区274 P-３０ 不整形 8９．０ ２０．０ 4.0

l区225 S-２７ 方形 48.0 2４．０ 3.0 1区２７５ P-３１ 円形 1８．０ 1６．０ 1０．０

l区226 S-28 楕円形 7０．０ 3４．０ 8.0 1区276 P-３１ 方形 2２．０ 20.0 4.0

1区227 S-２８ 方形 1６．０ 1２．０ l区2７７ Ｑ-３１ だるま形 5８．０ ２６．０ 6.0

1区228 S-28 楕円形 2４．０ 2０．０ 1２．０ l区278 Ｑ-３１ 円形 ４６．０ ４３．０ 1５．０

1区229 Ｒ-２８ 楕円形 ４０．０ ２５．０ 7.0 1区279 Ｑ-３１ 楕円形 5０．０ 3０．０ 1３．０

1区230 Ｒ-２８ 円形 1０．０ 1０．０ 1区280 Ｑ-３１ 円形 2３．０ ２２．０ 7.0

1区2３１ Ｑ-28 方形 ４０．０ 3４．０ 1７．０ l区2８１ Ｒ-３１ 楕円形 ４１．０ ２５．０ 7.0

l区232 Ｑ-28 円形 3０．０ ２８．０ 1１．０ l区282 Ｒ-３１ 楕円形 3０．０ ２８．０ 5.0

1区233 Ｑ-28 楕円形 ２４．０ 1９．０ 1３．０ 1区283 Ｒ-３１ 楕円形 ４０．０ 2５．０ 7.0

l区234 Ｑ-28 方形 3８．０ ２０．０ 7.0 l区284 S-３２ 楕円形 5０．０ 2８．０ 1７．０

1区235 Ｑ-28 楕円形 27.0 ２１．０ 9.0 1区285 Ｒ-32 円形 2４．０ 2４．０ 1０．０

1区236 Ｐ-２８ 円形 2５．０ ２３．０ 7.0 1区286 Ｒ-３２ 楕円形 32.0 2７．０ 6.0

1区237 Ｐ-28 楕円形 3６．０ ２２．０ ４．０ 1区2８７ Ｒ-３２ 円形 ４０．０ 3５．０ 1３．０

l区238 Ｑ-26 円形 1３．０ 1２．０ l区288 Ｒ-３２ 不整形 5２．０ 3４．０ 4.0

l区239 Q-26 円形 7.0 7.0 l区289 Ｑ-32 楕円形 3８．０ 3０．０ 1５．０

l区240 Ｑ-26 円形 1２．０ 1０．０ 1区290 Ｑ-32 円形 40.0 3２．０ 2４．０

l区2４１ Ｑ-26 円形 1０．０ 8.0 l区2９１ P-３２ 楕円形 44.0 2８．０ 1６．０

1区242 Ｑ-26 円形 1０．０ 9.0 1区292 Ｐ-３２ 円形 2６．０ 2６．０ 9.0

1区243 Ｑ-26 円形 1５．０ 1３．０ 1区293 Ｐ-３２ 円形 33.0 3２．０ 1９．０

l区244 Ｑ-27 円形 1３．０ １１．０ l区294 Ｐ-３２ 楕円形 ２１．０ 1７．０ 4.0

1区245 Ｑ-27 円形 1１．０ 9.0 1区295 Ｐ-３２ 円形 3０．０ 3０．０ 6.0

1区246 Ｑ-27 円形 1２．０ 9.0 1区296 Ｐ-３２ 円形 3０．０ 2８．０ 1８．０

1区247 Ｑ-27 円形 1４．０ 1３．０ 1区297 Ｐ-３２ 円形 3０．０ 2８．０ 6.0

l区248 Ｑ-27 円形 1３．０ 1３．０ l区298 Ｐ-３３ 円形 3５．０ 3２．０ 1２．０

1区249 Ｑ-27 円形 1３．０ 1３．０ 1区299 Ｐ-３３ 楕円形 48.0 3３．０ ９．０

1区250 Ｑ-27 円形 1４．０ １１．０ 1区300 Ｐ-３３ 円形 1８．０ 1７．０ 8.0

８５



百々遺跡５１区ピット(7) 百々遺跡５１区ピット(8)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

l区3０１ P-３３ 円形 1２．０ １１．０ l区3５１ P-３８ 楕円形 ４５．０ 1６．０ 3.0

1区302 Ｑ-33 円形 48.0 42.0 1９．０ l区352 P-３８ 円形 ２７．０ 2４．０ 1１．０

1区303 Ｑ-33 円形 ３０．０ 2５．０ 1３．０ 1区353 Ｐ-３８ 方形 3８．０ 3４．０ 1３．０

1区304 Ｒ-３３ 楕円形 ４０．０ 2９．０ 1５．０ l区354 ０－３９ 方形 ４２．０ ４０．０ 1２．０

1区3０５ Ｒ-３３ 円形 2０．０ ２０．０ 8.0 1区355 ０－４０ 方形 3０．０ ２５．０ １０．０

1区306 Ｒ-３３ 楕円形 29.0 ２０．０ 3.0 1区356 ０－４０ 楕円形 1７．０ 1０．０ 5.0

1区307 S-３３ 楕円形 2８．０ ２５．０ ２０．０ 1区357 Ｐ-４０ 円形 2０．０ 1７．０ 6.0

l区308 S-３３ 円形 2３．０ 2２．０ 9.0 1区358 Ｐ-３９ 方形 2７．０ 2５．０ 7.0

l区309 Ｒ-34 円形 48.0 ４３．０ 38.0 1区359 Ｐ-39 円形 2２．０ 2０．０ 1０．０

l区３１０ Ｒ-34 楕円形 2８．０ 1８．０ 4.0 1区360 Ｐ-３９ 楕円形 40.0 3２．０ ２８．０

l区３１１ Ｑ-34 楕円形 3６．０ 3２．０ 1６．０ １区3６１ P-３９ 楕円形 3２．０ 1５．０ 5.0

l区３１２ Ｑ-34 円形 ２２．０ ２１．０ 1１．０ l区362 P-３９ 方形 ３５．０ 2４．０ 1.0

l区３１３ Ｑ-34 不整形 ６３．０ 2５．０ 6.0 1区363 Ｒ-３９ 楕円形 ３７．０ 30.0 1７．０

l区３１４ Ｑ-34 円形 ３６．０ 3２．０ 1２．０

l区３１５ Ｑ-34 方形 ４３．０ 3８．０ 3.0

l区３１６ P-３４ 方形 3４．０ ３１．０ 1２．０ 百々遺跡５２区土坑

1区３１７ P-３４ 楕円形 5５．０ ３６．０ 1１．０ 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

1区３１８ P-34 楕円形 3９．０ ２８．０ 8.0 2区１ P-７３ 楕円形 １１０．０ 80.0 1２．０

l区３１９ P-34 円形 2７．０ ２６．０ 1２．０ 2区２ Ｐ-７３ 楕円形 1００．０ ７５．０ 8.0

1区320 Ｐ-３５ 方形 40.0 ３９．０ 7.0 2区３ Ｐ-７３ 不整形 1８５．０ ８５．０ 3.0

1区3２１ Ｐ-３５ 方形 4００ 3５．０ 1１．０ 2区４ Ｍ-７２ 不整形 1９０．０ 1８０．０ ２１．０

l区322 Ｐ-３５ 円形 2５．０ 2３．０ 7.0 2区５ ０－５９ 楕円形 1１０．０ 100.0 1２．０

l区3２３ Ｐ-３５ 円形 5２．０ ４７．０ 9.0 2区６ Ｐ-５９ 不整形 140.0 ６０．０ ２１．０

1区324 Ｑ-35 円形 2８．０ 2６．０ 7.0 2区７ P-５８．５９ 楕円形 140.0 7０．０ 2０．０

l区325 Ｑ-35 円形 2０．０ 1８．０ 6.0 2区８ ０.Ｐ-58 楕円形 140.0 7０．０ 1８．０

1区326 Ｑ-35 楕円形 2８，０ 2０，０ 5.0 2区９ Ｎ-５６ 不整形 1１５．０ １１０．０ 1８．０

1区3２７ Ｒ-３５ 円形 2８．０ 2８．０ 5.0 2区１０ Ｍ・Ｎ－５５．Ｎ-56 不整形 1１０．０ 9０．０ ２２．０ 12号住居

l区328 Ｒ-３５ 円形 2０．０ 1８．０ 6.0

l区329 Ｒ-３５ 楕円形 ３０．０ 2５．０ 7.0 百々遺跡５２区 ピット(1)

l区330 Ｒ-３６ 円形 ２５．０ 2２．０ 8.0 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

l区3３１ Ｑ-36 円形 1２．０ 1２．０ 2区１ Ｌ-７９ 楕円形 40.0 ３５．０ 畝状遺構

l区332 Ｐ-３６ 楕円形 3０．０ 2２．０ 7.0 2区２ Ｍ-79 円形 3０．０ ３０．０

1区333 Ｐ-３６ 円形 ２２．０ 1８．０ 6.0 2区３ Ｍ-７９ 楕円形 5０．０ 3０．０ 2.0

l区334 Ｐ-３６ 円形 ３２．０ 3０．０ 1８．０ 2区４ Ｍ-７９ 楕円形 40.0 25.0 5.0

1区３３５ Ｐ-３６ 円形 ２６．０ 2２．０ 1２．０ 2区５ Ｎ-７９ 円形 5０．０ 5０．０ 9.0

1区336 Ｐ-３６ 方形 3３．０ 2７．０ 8.0 2区６ Ｎ-７９ 円形 5０．０ 5０．０ 1０．０

l区337 Ｐ-３６ 円形 3４．０ 3０．０ 7.0 2区７ Ｎ-７９ 楕円形 3０．０ 2２．０

l区338 ○-３５ 円形 ３２．０ 3０．０ 1１．０ 2区８ Ｎ-７８ 楕円形 3０．０ ２８．０ ４．０

l区339 ０－３７ 方形 ５２．０ 43.0 １７．０ ２区９ Ｎ-７７ 楕円形 3０．０ ２８．０ 1２．０ 畝状遺構

1区340 P-３７ 半円形 2５．０ 2０．０ 9.5 5号住居 2区1０ Ｌ･Ｍ－７７ 楕円形 80.0 35.0 8.0 ２号住居

1区3４１ Ｐ-３７ 楕円形 24.0 1８．０ 1０．２ 〃 2区１１ L-７７．７８ 楕円形 50.0 50.0 8.0

l区342 P-３７ 不整形 ３２．０ 2２．０ 1５．５ 〃 2区１２ ｋ-７６ 楕円形 ４５．０ 3５．０ 2.0

1区3４３ Ｑ-37 円形 ２０．０ 1８．０ 2区１３ Ｋ･Ｌ－７４ 楕円形 ４０．０ ３０．０ ２１．０ １号住居

1区344 Ｒ-３７ 円形 ３０．０ 2８．０ 9.0 ２区１４ Ｌ-７４ 楕円形 ４５．０ ４０．０ ２０．０

l区345 Ｒ-３７ 不整形 ２７．０ 1８．０ 5.0 2区１５ Ｍ-74 楕円形 ４８．０ ４５．０ 1９．０

1区346 Ｒ-３７ 楕円形 ２２．０ 1９．０ 3.0 2区1６ Ｎ-74 楕円形 ４５．０ ３５．０ 6.0

1区3４７ Ｑ-38 不整形 62.0 47.0 2８．０ 2区1７ Ｎ-７４．７５ 不整形 6０．０ 40.0 2３．０

l区348 Ｑ-38 円形 ２６．０ 2５．０ 1２．０ 2区1８ Ｎ-74 楕円形 2５．０ 2０．０ 1３．０

l区349 Ｑ-38 楕円形 ２６．０ 2０．０ 8.0 2区１９ Ｎ-７４ 楕円形 2８．０ ２５．０ 1３．０

l区350 Ｑ-38 円形 ２５．０ 2３．０ 9.0 2区2０ Ｎ-７４ 楕円形 3０．０ ２８．０ ４．０

8６



百々遺跡５２区ピット(2) 百々遺跡５２区 ピット(3)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区２１ ○-７３ 楕円形 3０．０ 2８．０ 4.0 2区７１ Ｍ-７０ 楕円形 3２．０ ３０．０ 1１．０

2区2２ Ｎ-72/P-73 楕円形 2８．０ 2８．０ 1４．０ 2区7２ Ｍ-７０ 円形 3５．０ ３５．０ 9.0

2区2３ Ｎ-７３ 不整形 ７０．０ 6５．０ 1２．０ 2区7３ Ｍ-７０ 円形 3０．０ ３０．０ 8.0

2区2４ Ｎ-７３ 不整形 ６５．０ 6０．０ 1４．０ 2区7４ Ｍ-７０ 円形 2５．０ ２５．０ 8.0

2区２５ Ｍ-７３ 楕円形 ５５．０ 4５．０ ２１．０ 2区7５ Ｍ-７０ 円形 3５．０ 3５．０ 1４．０

2区2６ Ｍ-７３ 不整形 ５５．０ 5０．０ 1６．０ 2区7６ Ｍ-７０ 楕円形 3５．０ 3０．０ 1３．０

2区２７ Ｐ･Ｌ－７３ 楕円形 ４０．０ 3５．０ 1４．０ 2区7７ Ｎ-７０ 楕円形 3２．０ ２６．０ 1６．０ ４号住居

2区2８ Ｐ･Ｌ－７３ 楕円形 ４２．０ 3５．０ 8.0 2区7８ Ｎ-７０ 半円形 3６．０ 2２．０ 9.0 ４号住居

2区2９ Ｌ-73 楕円形 5０．０ 45.0 1４．０ 2区7９ ０－７０ 円形 3２．０ 3２．０ 5.0

2区3０ Ｌ-７３ 円形 40.0 40.0 2３．０ 2区8０ ０－７０ 円形 3５．０ 35.0 1１．０

2区３１ Ｌ-７３ 楕円形 40.0 3５．０ 2１．０ 2区８１ ０－７０ 円形 3０．０ ２５．０ 9.0 畝状遺構

2区3２ Ｌ-７３ 楕円形 48.0 3５．０ 2０．０ 2区8２ ○-７０ 円形 ４０．０ ３５．０ 1２．０

2区3３ Ｌ-７３ 円形 ４０．０ 40.0 1４．０ 2区8３ ０－７０ 円形 ３０．０ ３０．０ 1３．０

2区3４ Ｌ-７３ 楕円形 ５５．０ 40.0 2１．０ 2区8４ ○-6９ 楕円形 ４５．０ ４０．０ 8.0 畝状遺構

2区3５ Ｌ-７３ 円形 40.0 40.0 8.0 2区8５ ○-６９ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 1３．０

2区3６ Ｌ-７２ 円形 40.0 40.0 7.0 2区8６ ○-６９ 円形 ４５．０ ４５．０ 3.0

2区3７ Ｌ-72 楕円形 40.0 3５．０ 5.0 2区8７ ０－６９ 楕円形 5０．０ ４０．０ 4.0

２区3８ L-７２ 楕円形 42.0 3５．０ 6.0 2区8８ ０－６９ 不整形 85.0 ４５．０ 1８．０

2区3９ L-７２ 不整形 ７０．０ 3０．０ 1２．０ 2区8９ ○-６９ 円形 3５．０ 3５．０ 1０．０

2区4０ L-７２ 不整形 6０．０ 3０．０ 1２．０ 2区9０ ０－６９ 楕円形 3５．０ ３０．０ 1２．０

2区４１ Ｌ-７２ だるま形 ６０．０ 40.0 1７．０ 2区９１ ○-６９ 不整形 ６０．０ ３０．０ 1０．０

2区4２ Ｌ-７２ 楕円形 40.0 3５．０ 5.0 2区9２ ０－６９ 楕円形 3５．０ ３０．０ 8.0

2区4３ Ｌ-７２ 楕円形 ４５．０ 40.0 1３．０ 2区9３ ０－６９ 円形 3０．０ ３０．０ 5.0

2区4４ Ｌ-７２ 楕円形 ３５．０ 3２．０ 1３．０ 2区9４ ０－６９ 円形 ４０．０ ３５．０ 1８．０

2区4５ Ｌ･Ｍ－７２ 楕円形 ５０．０ 40.0 １１．０ 2区9５ ０－６９ 楕円形 3５．０ ３０．０ 1３．０

2区4６ L-72 楕円形 ４０．０ ３５．０ 6.0 2区9６ ０－６９ 楕円形 3２．０ ３０．０ 1０．０

2区4７ Ｍ-７２ 楕円形 ４２．０ 40.0 1０．０ 2区9７ ０－６９ 円形 30.0 3０．０ 1２．０ ４号住居

2区4８ Ｎ-７２ 楕円形 50.0 ４５．０ 2５．０ ２区9８ ０－６９ 楕円形 ４０．０ 3０．０ 2４．０ 〃

2区4９ Ｎ-７２ 楕円形 ４５．０ ４５．０ ２７．０ 2区9９ Ｎ･○-６９ 楕円形 ４０．０ 3８．０ 1３．０

2区5０ Ｎ-７２ 楕円形 3０．０ ２６．０ 6.0 2区lＯＯ Ｎ･○-６９ 楕円形 ４０．０ 3５．０ 9.0

2区５１ Ｎ-７２ 円形 3５．０ ３５．０ 1２．０ 2区lＯｌ Ｎ-６９ だるま形 7０．０ 5０．０ 1３．０

2区5２ ○・Ｎ-７１ 円形 30.0 30.0 9.0 2区１０２ Ｎ-６９ 楕円形 45.0 ４０．０ ４号住居

2区5３ Ｎ-７１ 楕円形 40.0 3５．０ 1１．０ 2区１０３ Ｎ-６９ 円形 40.0 ４０．０ 4.0 〃

2区5４ Ｎ-７１ 円形 3５．０ 3５．０ 1０．０ 2区1０４ Ｎ-６９ 円形 40.0 ４０．０ 2.0

2区5５ Ｎ･Ｍ－７１ 円形 45.0 ４５．０ ２９．０ 2区１０５ Ｎ-６９ 楕円形 4０．０ 3５．０ 2.0

2区5６ Ｍ-７１ 円形 3０．０ 2５．０ 8.0 2区1０６ Ｎ-６９ 楕円形 3５．０ 3０．０ 2.0

2区5７ Ｍ-７１．７２ 楕円形 ３５．０ 3００ 1６．０ 2区lＯ７ Ｎ-６９ 不整形 ２５．０ 2３．０ 4.0 ４号住居

2区5８ Ｍ-７１．７２ 円形 ３５．０ 3５．０ 1５．０ 2区1０８ Ｎ-６９ 不整形 ４６．０ 42.0 4.0 〃

2区5９ Ｍ-７１ 楕円形 ４０．０ 3０．０ 6.0 2区１０９ Ｎ-６９ 円形 ４０．０ 4０．０ 3０．０

2区6０ Ｍ-７１ 円形 ４０．０ 40.0 １１．０ 2区１１０ Ｎ-６９ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 1２．０

2区６１ Ｌ,Ｍ-７１ 円形 ３５．０ ３５．０ 1２．０ 2区ｌｌｌ Ｎ･Ｍ－６９ 円形 ３０．０ 3０．０ 1２．０

2区6２ Ｌ-７１ 円形 ３５．０ ３５．０ 1２．０ 2区１１２ Ｍ-６９ 円形 ２５．０ ２５．０ 6.0

2区6３ Ｌ-７１ 楕円形 3５．０ 3０．０ 9.0 2区１１３ Ｍ-６９ 楕円形 ３０．０ ２０．０ 7.0

2区6４ Ｌ-７１ 円形 ４０．０ ４０．０ 7.0 2区１１４ Ｍ-６９ 楕円形 3０．０ ２５．０ 1０．０

2区6５ Ｌ-７０ 円形 3０．０ ３０．０ 8.0 2区１１５ Ｎ･Ｍ－６９ 楕円形 3２．０ ３０．０ 1１．０

2区6６ Ｌ-７０ 円形 3５．０ ３５．０ 9.0 2区１１６ Ｍ-６９ 円形 3０．０ 3０．０ 7.0

2区6７ Ｌ-６９．７０ 円形 ４０．０ ４０．０ 6.0 2区１１７ Ｍ-６９ 楕円形 3０．０ 2５．０ 1３．０

2区6８ Ｌ-７０ 楕円形 3５．０ 3２．０ 1１．０ 2区１１８ Ｍ-６９ 楕円形 ４５．０ ４０．０ １１．０

2区6９ Ｌ-７０ 円形 3０．０ 3０．０ 1０．０ 2区１１９ Ｍ-６９ 円形 3０．０ 3０．０ 1７．０ 畝状遺構

2区7０ Ｍ-７０ 楕円形 2５．０ 2２．０ 7.0 2区１２０ Ｍ-６９ 楕円形 4０．０ 3０．０ 1９．０ 〃
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百々遺跡５２区 ピット(4) 百々遺跡５２区ピット(5)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区１２１ Ｍ-69 楕円形 40.0 3０．０ 1４．０ 畝状遺構 2区１７１ ０－６８ 不整形 7０．０ 6０．０ 1３．０ ５号住居

2区1２２ Ｍ-６９ 円形 30.0 30.0 1１．０ 2区１７２ ０－６７ 円形 40.0 40.0 1８．０

2区１２３ Ｍ･Ｌ－６９ 円形 30.0 30.0 1７．０ 2区１７３ Ｎ-６７ 楕円形 3８．０ 3５．０ 1０．０

2区１２４ Ｌ-６９ 楕円形 3５．０ 30.0 1３．０ ２区１７４ Ｎ-６７ 楕円形 ４５．０ 4０．０ 8.0

2区１２５ Ｌ-６９ 楕円形 ４５．０ 40.0 1５．０ 2区1７５ Ｎ-６７ 楕円形 40.0 ３５．０ 8.0

2区１２６ Ｍ･Ｌ－６９ 円形 ４０．０ 3５．０ 9.0 2区1７６ Ｍ-６７ 円形 ３０．０ 3０．０ １１．０

2区1２７ Ｍ･Ｌ－６９ 円形 40.0 40.0 1０．０ 2区１７７ Ｍ-６７ 楕円形 35.0 3０．０ 8.0

2区１２８ Ｌ-６９ 円形 30.0 3０．０ 9.0 2区178 Ｍ-67 円形 ５５．０ 55.0 21.0

2区1２９ Ｌ-６８．６９ 円形 7０．０ 7０．０ 1５．０ 2区１７９ Ｍ-６７ 楕円形 ３５．０ 3５．０ 1６．０

2区1３０ Ｌ-６９ 円形 5０．０ ５０．０ 1５．０ 2区1８０ Ｍ-６７ 円形 30.0 ３０．０ 1２．０

2区１３１ Ｌ-６９ 円形 ４０．０ ４０．０ 1１．０ 2区1８１ Ｍ-６７ 円形 6０．０ ６０．０ ２１．０

2区１３２ Ｌ-６９ 不整形 3２．０ ２０．０ 7.0 2区1８２ Ｍ-６７ 楕円形 3５．０ 3０．０ １１．０

2区１３３ L-６９ 円形 3０．０ 3０．０ 1０．０ 2区1８３ Ｍ-６７ 円形 3０．０ 3０．０ 2５．０

2区1３４ Ｌ-６９ 不整形 8０．０ ４５．０ 1３．０ 2区184 Ｌ･Ｍ－６７ 楕円形 ４０．０ ３０．０ 1９．０

２区1３５ Ｌ-６９ 不整形 9０．０ 50.0 1３．０ 2区１８５ Ｌ-６７ 楕円形 ４０．０ ３５．０ ４．０

2区1３６ Ｌ-69 楕円形 40.0 3５．０ 7.0 2区１８６ Ｌ-６７ だるま形 5５．０ 3０．０ 1４．０

2区1３７ Ｌ-68 だるま形 6０．０ ４０．０ 1１．０ 2区1８７ Ｌ-６７ だるま形 7０．０ ６０．０ ３１．０

2区１３８ Ｌ-６８ 楕円形 2２．０ 2０．０ 2区１８８ Ｌ-６７ 楕円形 3５．０ 3０．０ 1１．０

2区１３９ Ｌ-６８ 不整形 6０．０ ４０．０ 6.0 2区1８９ Ｌ-６６ 楕円形 2５．０ ２５．０ 8.0

2区１４０ Ｌ-６８ 楕円形 ４５．０ ４０．０ 1１．０ 2区１９０ Ｌ-６６ 楕円形 35.0 3０．０ 1２．０

2区1４１ Ｌ-６８ 円形 6０．０ 60.0 1１．０ 2区1９１ Ｌ-６６ 楕円形 3０．０ 2５．０ 3.0

2区１４２ Ｌ-６８ 円形 3０．０ 3０．０ 1６．０ 2区1９２ Ｌ-６６ 楕円形 2０．０ 1８．０ 4.0

2区１４３ Ｌ･Ｍ－６８ だるま形 9５．０ 65.0 1０．０ 2区1９３ Ｌ･Ｍ－６６ 楕円形 5５．０ ４５．０ 2３．０

2区144 Ｌ･Ｍ－６８ 円形 5０．０ 50.0 2０．０ 2区１９４ Ｍ-66 楕円形 5０．０ 2５．０ 1１．０

2区1４５ Ｍ-６８ 円形 3０．０ 3０．０ 8.0 2区1９５ Ｍ-６６ 円形 40.0 ４０．０ 1１．０

2区１４６ Ｍ-６８ 楕円形 ３５．０ 3０．０ 2区1９６ Ｍ-６６ 楕円形 3５．０ 30.0 1４．０

2区1４７ Ｍ-６８ 円形 7０．０ 7０．０ 9.0 2区１９７ Ｍ-６６ 楕円形 ４０．０ 3５．０ 1１．０

2区1４８ Ｌ･Ｍ－６８ 不整形 5５．０ 5０．０ 1０．０ 2区1９８ Ｍ-６６ 円形 6０．０ ６０．０ ２１０．

2区１４９ Ｍ-６８．６９ 楕円形 35.0 3０．０ 8.0 2区1９９ Ｍ-６６ 楕円形 ４０．０ 38.0 1６．０

2区1５０ Ｍ-６８ 円形 30.0 3０．０ 9.0 2区200 Ｐ-６６ 楕円形 ４２．０ ３５．０ 1１．０

2区1５１ Ｍ-６８ 円形 2０．０ 2０．０ 9.0 2区2０１ ０－６６ 半円形 5０．０ ２５．０ 9.8 ６号住居

2区1５２ Ｍ-68 楕円形 30.0 2５．０ 8.0 2区202 ０－６６ 半円形 ４０．０ 1８．０ 1０．０ 〃

2区1５３ Ｍ-６８ 楕円形 45.0 ４０．０ 1０．０ 2区203 P-６５ 楕円形 60.0 ４５．０ 1２．０

2区1５４ Ｍ-６８ 楕円形 40.0 3０．０ 8.0 2区204 ０－６５ 楕円形 3０．０ ２２．０ 8.0

2区１５５ Ｍ-６８ 円形 5０．０ 50.0 9.0 畝状遺構 2区205 Ｎ-６５ 楕円形 5５．０ 5０．０ 1３．０

２区１５６ Ｍ-６８ 円形 5０．０ 50.0 1７．０ 2区206 Ｎ-６５ 円形 ２０．０ 2０．０ 1０．０

２区１５７ Ｍ-68 楕円形 5０．０ ４０．０ ２１．０ 2区207 Ｎ-６５ 楕円形 ４０．０ 3０．０ 2０．０

2区１５８ Ｍ-68 楕円形 30.0 1５．０ 8.0 2区208 Ｍ-６５ 楕円形 ５０．０ ４５．０ 2０．０

2区１５９ Ｍ-68 円形 30.0 ２０．０ 6.0 2区209 Ｍ-65 円形 ３０．０ 30.0 9.0

2区1６０ Ｍ-68 楕円形 2２．０ 20.0 9.0 2区２１０ Ｍ-６５ 楕円形 ５５．０ 50.0 29.0

2区1６１ Ｍ-68 円形 ４０．０ 40.0 1１．０ 2区211 Ｍ-65 楕円形 50.0 30.0

2区1６２ Ｍ-６８ 円形 3０．０ ３０．０ 8.0 畝状遺構 2区２１２ Ｎ･Ｏ－６４ 楕円形 ３５．０ 3０．０ 1９．０

2区１６３ Ｎ-６８ 円形 3０．０ ３０．０ 1５．０ 2区２１３ Ｎ-64 円形 ２０．０ 2０．０ 8.0

2区164 Ｎ-６８ 楕円形 3５．０ ３０．０ 1３．０ 2区２１４ Ｎ･○-64 楕円形 3２．０ 3０．０ 1４．０

2区1６５ Ｎ-６７．６８ 円形 30.0 3０．０ 1０．０ 2区２１５ ０－６４ 円形 45.0 ４５．０ 1３．０

２区１６６ ０－６８ 半円形 2８．０ 2４．０ 5号住居 2区２１６ ０－６４ 楕円形 2５．０ 2０．０

2区１６７ ０－６８ 楕円形 3２．０ 3０．０ 9.0 2区２１７ ○-6４ 円形 3０．０ 3０．０ ４．０

2区1６８ ○-6８ 円形 3０．０ 3０．０ １１．０ 2区２１８ Ｐ-64 円形 30.0 3０．０ 7.0

2区1６９ ○-６８ 楕円形 3５．０ ３５．０ ９．０ 2区２１９ Ｐ-64 円形 3０．０ ３０．０ 5.0

2区1７０ ０－６８ 楕円形 3５．０ 3２．０ 1２．０ 2区220 ○-６３ 円形 3５．０ ３５．０ 7.0 畝状遺構

8８



百々遺跡５２区 ピット(6) 百々遺跡５２区 ピット(7)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区2２１ ０－６３ 円形 3５．０ ３５．０ 1３．０ 2区2７１ Ｐ-５９ 楕円形 ２５．０ ２０．０ 1２．０

2区222 Ｎ-６３ 楕円形 5５．０ ３５．０ 7.0 2区272 Ｐ-５９ 楕円形 ２８．０ ２５．０ 1１．０ 撹乱

2区223 Ｍ・Ｎ-６３ 楕円形 5０．０ ４０．０ 1６．０ 2区273 Ｐ-５９ 楕円形 ６０．０ ５０．０ ２１．０

2区224 Ｍ-６３ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 1７．０ 畝状遺構 2区274 Ｐ-５８ 楕円形 ５０．０ ４５．０ 9.0

2区225 Ｍ-６２ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 1５．０ 2区２７５ Ｐ-５８ 楕円形 ５５．０ ４５．０ 1７．０

2区226 Ｍ-６２ 楕円形 3５．０ ３０．０ 1２．０ 2区２７６ Ｐ-５８ 楕円形 ４５．０ ４０．０ 1４．０

2区227 Ｍ-６２ 楕円形 ４０．０ ２８．０ 1１．０ 2区2７７ ０－５８ 楕円形 ２０．０ 1８．０

2区228 Ｍ-６１．６２ 楕円形 5０．０ ４０．０ 1１．０ 2区２７８ ○-５８ 楕円形 ７０．０ ６５．０ ２８．０

2区229 Ｍ-６２ 楕円形 ４０．０ ３０．０ 1１．０ 畝状遺構 2区2７９ Ｎ-５８ 楕円形 ６５．０ ４５．０ 6.0 馬の歯出土

2区230 Ｍ・Ｎ-６２ 楕円形 5０．０ ４０．０ 1４．０ 〃 2区280 Ｎ-５８ 楕円形 ５０．０ ４０．０ 1６．０

2区2３１ Ｎ-６２ 楕円形 ４０．０ ３５．０ ２３．０ 2区2８１ Ｎ-５８ 楕円形 ３０．０ ２５．０ 1２．０

2区232 Ｎ-６２ 楕円形 5０．０ ２５．０ 5.0 2区282 Ｎ-５８ 円形 ３５．０ ３５．０ 1０．０

2区233 ０－６２ 楕円形 3４．０ ３０．０ 1４．０ 2区283 Ｎ-５８ 不整形 ４０．０ ３５．０ 1２．０

2区234 ０－６２ 円形 ２５．０ ２５．０ 7.0 2区284 Ｍ-５８ 半円形 ４０．０ ４０．０ ４３．０ １１号住居

2区235 ０－６２ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 5.0 2区285 Ｍ-５７ 楕円形 ２５．０ ２５．０ 9.0 〃

2区236 P-６２ 円形 3０．０ ３０．０ ２２．０ 2区286 Ｍ-５７ 円形 ２８．０ ２８．０ 1１．０

2区237 P-６２ 楕円形 3５．０ 30.0 2０．０ 2区2８７ Ｍ-５７ 楕円形 ３５．０ ２５．０ 1５．０

2区238 P-６１ 円形 3５．０ ３５．０ ２１．０ 2区288 Ｍ・Ｎ-５７ 円形 ２８．０ ２８．０ 1６．０

2区239 ○-６１ 楕円形 3８．０ 3４．０ ２８．０ 2区289 Ｎ-５７ 円形 ３０．０ ３０．０ 1３．０

2区240 ０－６１ 楕円形 3２．０ ２８．０ 1８．０ 2区290 Ｎ-５７ 不整形 ６０．０ ５０．０ ２３．０

2区2４１ Ｎ-６１ 楕円形 ４０．０ 3４．０ 1６．０ ８号住居 2区2９１ Ｎ-５７ 楕円形 ３５．０ ２５．０ 5.0

2区242 Ｍ-６１ 不整形 8５．０ ８５．０ 1３．０ 2区292 Ｎ-５７ 不整形 ４０．０ 1５．０

2区243 Ｍ-６１ 楕円形 ４５．０ ４０．０ 1０．０ 杭列？ 2区293 Ｎ-５７ 楕円形 ３０．０ ２８．０ 5.0

2区244 Ｍ-６１ 楕円形 ４０．０ 3.0 1１．０ 〃 2区294 ○-５７ 不整形 ９５．０ ７０．０ ３１．０

2区245 Ｍ-６１ 楕円形 5０．０ ４０．０ 32.0 〃 畝状遺構 2区295 ０－５７ 不整形 ４０．０ ３５．０ 9.0

2区246 Ｍ-６１ 楕円形 3０．０ 2８．０ 1０．０ 〃 2区296 Ｐ-５７ 円形 3０．０ ３０．０ 6.0 畝状遺構

2区247 Ｍ-６０．６１ 楕円形 ４２．０ ４０．０ 1５．０ 〃 2区2９７ Ｐ-５７ だるま形 ４２．０ ２５．０ 5.0

2区248 Ｍ-60 楕円形 45.0 ４０．０ 1１．０ 〃 2区298 Ｐ-５７ 楕円形 3２．０ 3０．０ 1３．０ 畝状遺構

2区249 Ｍ-６０ 楕円形 3５．０ 3０．０ 8.0 〃 2区299 Ｐ-５７ 不整形 3５．０ 3０．０ 9.0

2区250 Ｍ-６０ 楕円形 60.0 5０．０ 1５．０ 〃 2区300 P-５７．５８ 楕円形 3５．０ 3０．０ 1６．０

2区2５１ Ｍ-60 円形 3５．０ 35.0 1３．０ 〃 2区3０１ P･Ｑ－５７ 円形 1２．０ 1２．０

2区252 Ｍ-６０ 楕円形 3５．０ 3０．０ 9.0 〃 2区302 Ｐ-５７ 楕円形 1２．０ 1０．０

2区253 Ｍ-５９．６０ 楕円形 3０．０ 28.0 1３．０ 〃 2区303 P-５７ 円形 1０．０ 1０．０

2区254 Ｎ-６０ 楕円形 1１０．０ 8０．０ ４３．０ １号掘立（１） 2区304 P-５７ 円形 1０．０ 1０．０ 畝状遺構

2区255 Ｎ-６０ 楕円形 9０．０ 5０．０ 7２．０ １号掘立(２） 2区3０５ P-５７ 不整形 ４５．０ ４０．０ 1３．０

2区256 ０－６０ 楕円形 ７５．０ 6５．０ 5３．０ １号掘立(３） 2区306 P-５７ 楕円形 3５．０ 3０．０ 8.0

2区257 ０－６０ 楕円形 1００．０ 7５．０ 65.0 １号掘立(４） 2区3０７ Ｑ-57 楕円形 3０．０ 2８．０ 8.0 畝状遺構

2区258 ０－６０ 楕円形 ９５．０ 7５．０ 5４．０ １号掘立（５） 2区308 P-５６ 楕円形 8０．０ 7０．０ 8.0

2区259 ０－５９ 楕円形 1１０．０ ７５．０ 3２．０ １号掘立(６） 2区309 P-56 楕円形 3０．０ 2５．０ 3.0 畝状遺構

2区260 Ｎ･Ｏ－５９ 不整形 140.0 9０．０ 38.0 １号掘立(７） 2区３１０ ○-5６ 楕円形 3５．０ 3０．０ １１．０

2区2６１ Ｎ-５９ 楕円形 ７０．０ 6０．０ 5２．０ １号掘立(８） 2区３１１ Ｎ-５６ 楕円形 42.0 3５．０ 1５．０ ９号土坑

2区262 Ｎ-５９ 楕円形 7０．０ ６０．０ 2４．０ １号掘立（９） 2区３１２ Ｎ-５６ 楕円形 6８．０ ６５．０ 1８．０

2区263 Ｎ-５９．６０ 円形 7０．０ ７０．０ 5８．０ 1号掘立(１０） 2区３１３ Ｎ-５６ 楕円形 ４５．０ 4０．０ 1０．０

2区264 Ｍ・Ｎ-５９ 円形 6０．０ ６０．０ 1４．０ 2区３１４ Ｎ-５６ 楕円形 ３２．０ ３０．０ 1２．０

2区265 Ｍ-５９ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 8.0 2区３１５ Ｍ・Ｎ-５６ 不整形 7０．０ ６５．０ 1３．０

2区266 Ｍ-５９ 円形 ４０．０ 40.0 1５．０ 2区３１６ Ｍ-５６ 楕円形 2８．０ 2５．０ 1４．０

2区267 Ｍ-５９．６０ 円形 3５．０ ３５．０ 1２．０ 2区３１７ Ｍ-５５ 半円形 ５０．０ ２５．０ ４．０

2区268 Ｍ-５９ 円形 3５．０ ３５．０ 1３．０ 2区３１８ Ｍ-５５ 楕円形 ２２．０ ２０．０ 1１．０

2区269 P-５９ 不整形 ８０．０ ５５．０ 1３．０ 調査区外 2区３１９ Ｎ-５５ 不整形 ３２．０ ３２．０ 1３．０

2区270 P-５９ 円形 3０．０ ３０．０ 1５．０ 2区320 Ｎ-５５ 楕円形 1５．０ 1０．０

8９



百々遺跡５２区ピット(8) 百々遺跡５２区ピット(9)

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考 番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区3２１ Ｎ-５４．５５ 楕円形 6０．０ 45.0 9.0 2区３７１ P-５３ 円形 ２８．０ ２８．０

2区3２２ Ｎ-５５ 円形 2０．０ 2０．０ 4.0 2区372 P-５３ 円形 1８．０ 1８．０ 畝状遺構

2区3２３ Ｎ-５５ 楕円形 ２５．０ 2５．０ 5.,0 2区373 P-５３ 円形 ４０．０ ４０．０

2区324 Ｎ-５５ 不整形 7０．０ 6５．０ 2７．０ 2区３７４ P-５３ 円形 1５．０ 1５．０

2区3２５ Ｎ-５５ 楕円形 ２２．０ 2０．０ 6.0 2区375 P-５３ 楕円形 3０．０ 2８．０

2区326 Ｎ-５５ 楕円形 ５５．０ 50.,0 1５．０ 2区376 P-５３ 楕円形 5０．０ 40.0 畝状遺構

2区3２７ ○-５５ 円形 30.0 3０．０ 9.0 2区377 P-５３ 円形 1２．０ 1２．０

２区328 ○-５５ 楕円形 ８０．０ ７５．０ ４１．０ 2号掘立（１） 2区378 Ｑ-53 不整形 7０．０ ５０．０ 畝状遺構

2区329 ○-５５．５６ 楕円形 ８５．０ 7０．０ 3３．０ ２号掘立（２） 2区３７９ Ｑ-53 楕円形 5０．０ ４５．０

2区330 ０－５６ 楕円形 ９０．０ 8０．０ 3３．０ ２号掘立(3)畝状遺構 2区380 Ｑ-53 円形 3０．０ ３０．０

２区3３１ ○・Ｐ-５６ 楕円形 ６０．０ ５５．０ １１．０ 2号掘立(４） 2区3８１ Ｑ-53 楕円形 3５．０ ３０．０

２区332 Ｐ-５６ 楕円形 5５．０ 5０．０ 2０．０ ２号掘立（５） 2区382 Ｑ-52 楕円形 3５．０ ３２．０

2区333 P-５５．５６ 楕円形 ６５．０ ５５．０ 2８．０ ２号掘立(６） 2区383 Ｑ-５１．５２ 円形 1８．０ 1８．０

2区334 Ｐ-５５ 楕円形 1２０．０ ８５．０ ４１．０ 2号掘立(７） 2区384 Ｑ-52 円形 3８．０ ３８．０

2区３３５ P-５５ 不整形 ８０．０ ２０．０ 3.0 畝状遺構 2区385 Ｑ-52 不整形 ４８．０ ４５．０ 畝状遺構

2区３３６ P-５５ 楕円形 ４０．０ ３５．０ 2９．０ 〃 2区386 Ｑ-52 楕円形 40.0 3５．０

2区3３７ ○-５５ 円形 2０．０ ２０．０ 9.0 〃 2区3８７ Ｑ-52 円形 3２．０ 3２．０

2区３３８ P-５５ 円形 2０．０ ２０．０ 1６．０ 2区388 Ｐ-５２ 円形 1２．０ 1２．０

2区339 P-５５ 楕円形 2８．０ 2４．０ 1３．０ 2区389 Ｐ-５２ 楕円形 2２．０ 1８．０

2区340 P-５５ 円形 2２．０ ２２．０ 1５．０ 2区390 Ｐ-５２ 不整形 8５．０ ４５．０

2区3４１ P-５５ 楕円形 ４５．０ ３０．０ 1８．０ 2区3９１ Ｐ-５２ 円形 3５．０ 3５．０

2区342 Ｑ-55 不整形 8０．０ ８０．０ ５１．０ 畝状遺構 2区392 P-５２．５３ 楕円形 3８．０ 3５．０

2区343 Ｑ-55 楕円形 2０．０ 1５．０ 2区393 Ｐ-５２ 楕円形 45.0 3５．０ 畝状遺構

2区344 Ｑ-55 円形 3０．０ 3０．０ 4.0 畝状遺構 2区394 Ｐ-５２ 楕円形 3８．０ 3０．０ 畝状遺櫛､3号掘立柱穴

2区3４５ Ｑ-55 楕円形 8０．０ 5５．０ ２８．０ 〃 2区395 Ｐ-５２ 楕円形 3５．０ 3０．０

2区346 Ｑ-55 円形 3５．０ ３５．０ 1２．０ 〃 2区396 ○-５２ 楕円形 40.0 3０．０ 畝状遺構

2区3４７ Ｑ-５４．５５ 楕円形 8０．０ 7２．０ ６０．０ 2区3９７ Ｎ-５２ 円形 3５．０ 3５．０

2区348 Ｑ-54 楕円形 3５．０ 3０．０ １７．０ 2区398 Ｎ-５２ 楕円形 4５．０ ４０．０

2区349 Ｐ-５４ 円形 32.0 ３２．０ ２３．０ 2区399 Ｎ-５２ 円形 2０．０ 20.0

2区350 ０－５４ 円形 2５．０ ２５．０ 1５．０ 2区400 Ｎ-５２ 円形 2８．０ 2８．０

2区3５１ ０－５４ 円形 2５．０ ２５．０ 12.,0 2区4０１ Ｎ-５２ 円形 2８．０ 2８．０ 9.0

2区352 ０－５４ 楕円形 3５．０ ３２．０ 2６．０ 2区402 Ｐ-５２ 楕円形 1１０．０ 8０．０ 3８．０ 3号棚立(1)畝状遺構

2区３５３ ○-5４ 円形 2２．０ ２２．０ 1４．０ 2区４０３ Ｐ･Ｑ－５２ 不整形 90.0 9０．０ 44.0 3号掘立(2)、〃

2区354 ○-５４ 円形 2８．０ ２８．０ 9.0 １４号住居 2区404 Ｑ-52 楕円形 9０．０ ８５．０ ３８．０ ３号掘立(3)、〃

2区３５５ Ｎ-５４ 楕円形 3０．０ ２２．０ 2６．０ 2区４０５ Ｑ-５１．５２ 楕円形 9０．０ ８５．０ ３５．０ ３号掘立(４）

2区356 Ｎ-54 楕円形 3０．０ ２０．０ 9.0 2区406 Ｑ-５１．５２ 楕円形 9０．０ 7５．０ 1９．０ ３号掘立（５）

2区３５７ Ｎ-５４ 楕円形 ４５．０ ３５．０ 2区407 P-５１．５２ 楕円形 8５．０ 7５．０ 3９．０ ３号掘立(６）

2区３５８ Ｎ-54 円形 ３０．０ ３０．０ 1４．０ 2区408 Ｑ-５１．５２ 円形 1０．０ 1０．０ 杭列？

2区359 Ｎ-５４ 円形 ４０．０ ４０．０ 1１．０ ２ 4０９ Ｑ-52 楕円形 1８．０ 1５．０ 〃

2区３６０ Ｎ-５３ 楕円形 ３５．０ ３０．０ 1９．０ 2区４１０ Ｑ-52 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区3６１ Ｎ-５３ 楕円形 ５５．０ ４５．０ 2区４１１ Ｑ-52 円形 1０．０ 1０．０ 〃

2区362 Ｎ-５３ 楕円形 ３８．０ 3０．０ 2区４１２ Ｑ-52 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区363 ○-５３ 楕円形 ４０．０ ３８．０ １４号住居 2区４１３ Ｑ-52 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区364 ○-５３ 楕円形 ２５．０ ２０．０ 2区４１４ Ｑ-52 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区3６５ ○-５３ 不整形 ６２．０ 48.0 2区４１５ Ｑ-52 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区３６６ ○-５３ 楕円形 ３０．０ ２８．０ １４号住居 2区４１６ Ｑ-53 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区367 ０－５３ 不整形 7０．０ ４０．０ 2区４１７ Ｑ-53 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区３６８ ○-５３ 楕円形 3２．０ ３０．０ 2区４１８ Ｑ-53 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区３６９ ○・Ｐ-５３ 楕円形 3２．０ ３０．０ 畝状遺構 2区４１９ Ｑ-53 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区３７０ Ｐ-５２．５３ 円形 3８．０ ３８．０ 2区420 Ｐ･Ｑ－５３ 楕円形 1８．０ 1２．０ 〃

9０



百々遺跡５２区ピット(10）

番号 位置 平面形態 長軸 短軸 深さ 備考

2区421 Ｐ-５３ 楕円形 1８．０ 1０．０ 杭列？

2区422 Ｐ-５３ 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区423 Ｐ-54 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区424 Ｐ-54 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区425 P-54 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区426 P-54 円形 1０．０ 1０．０ 〃

2区427 P-54 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区428 P-54 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区429 P-５５ 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区430 P-５５ 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区431 P-55 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区432 P-５５ 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

2区433 P-５５ 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃２号堀立柱穴

2区434 P-５５ 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区435 P-55 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区436 P-５５ 楕円形 1２．０ 1０．０ 〃

２区437 P-５６ 円形 1２．０ 1２．０ 〃

2区438 P-56 円形 1２．０ 1２．０ 杭列？

2区439 P-56 円形 1２．０ 1２．０ 〃

２区440 P-５６ 円形 1５．０ 1５．０ 〃

2区441 P-５６ 楕円形 1０．０ 8.0 〃

2区442 P-56 楕円形 65.0 60.0 1９．０ 畝状遺構

2９１
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百々遺跡５遺物観察表(1)

蹟稲鯉一夕一夕ダニＦ眉
訂の用堀l：ロ→ロクロ

－３３３－

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､回へ一回転へラ削り､ナーなで､暗一暗文､ミ一みがき､回糸→回転糸切り.ハ→ハケメ､指→指頭圧痕､木→木葉痕､絵→鎗積痕､夕一夕タキ目､当一当て共痕､力→力キメ

遺構 図 番号 器種 時期 色調 胎土
lｉ

体･外

Z形眺峰･特ｉ

体･内
晩

底部
撞暇(”）

口径 底径 器間 残存率 注記番号 備考

1匹1号住居 1８３ １
須恵器

喪
平安時代 褐灰色

細砂粒､白色

粒子多量
夕 当 破片 １，２､一括

l区2号住居 1８３ １
土師器

坪
平安時代 内

外
にぶい燈色

横色

赤･黒色粒子

雲母
ロ・へ (14.5）

口縁部破

片
１

1区2号住居 1８３ ２
土師器

杯
平安時代 内

外
にぶい黄燈

樋色
赤･白色粒子 ロ・へ へ 4.6 底部50％ ７？

l区2号住居 1８３ ３
土師器

坪
平安時代 褐色 赤･黒色粒子 へ

口縁部破

片
８

1区2号住居 １８３ ４
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・へ 1３．０ (5.4） 2.6 55％ 2,3､一括

l区2号住居 1８３ ５
土師器

翌
平安時代 赤褐色

黒色粒子

雲母
ハ･ナ ハ･ナ (36.0）

口縁部破

片
6,一括 璽さ7．１１９

I区2号住居 1８３ ６ 鉄製品 平安時代
長さ

４．５

幅

1.7

厚さ

０．９
一括 口唇部而取り無し

l区2号住居 １８３ １
土師器

翌
平安時代 燈色

白色粒子

石英
ロ (27.0） (35.7） 50％ 力１～２１

1区2号住居 1８３ ２
土師器

小型喪
平安時代 赤褐色

白色粒子

石英､雲母
ハ･指 ハ 木 8.1

底部～体

部破片
力１

l区4号住居 1８４ １
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子､石英

へ (14.0）
口縁部破

片
１

1区4号住居 1８４ ２
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子

ロ・ﾉ、

輪
(12.2）

口縁部破

片
１１

1区4号住居 1８４ ３
土師器

坪
平安時代

内:掻色

外:黄燈色から燈色

細砂粒

白色粒子
ロ・へ ロ J、 1３．０ 2.7 2.5 80％ 2,一括

1区4号住居 1８４ ４
土師器

坪
平安時代 燈色

細砂粒

赤色粒子少量
ロ・ヘ ロ (１２．８）

口縁～体

部破片
10､一括

1区4号住居 1８４ ５
黒色士器

坪
平安時代

内:黒色

外:にぶい黄褐色

細砂粒

赤色粒子少量
ロ・へ ロ

口縁～体

部破片
８ 内:黒色､甲斐型

1区4号住居 1８４ ６
土師器

坪
平安時代 椴色 赤･黒色粒子 へ J、 (4.4） 底部破片 ７

l区4号住居 1８４ ７
土師器

喪
平安時代 暗褐色 白色粒子､雲母 ハ･ナ

ハ･ナ。

指
(28.8）

口縁～胴

部破片
力３，２３，２６，２８

1区4号住居 １８４ ８
土師器

喪
平安時代 暗赤褐色

白色粒子

石英､雲母
ハ･ナ ハ (29.0）

口縁～胴

部破片
力５，１２

1区4号住居 1８４ ９
土師器

喪
平安時代 赤褐色

白色粒子､石英

雲母､砂粒
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
(35.0）

口縁～網

部破片
1５，２０，２１

口唇部面厚くやや外反､内面

焼きむらあり

1区4号住居 1８４ １０
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

砂粒

赤色粒子多戯
ハ･ナ ハ･ナ (31.2）

口縁～胴

部破片
4,6 口唇部厚く外反

1区4号住居 １８４ １１
土師器

喪
平安時代 赤褐色

細砂粒

白色粒子多量
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
(31.4）

口縁～体

部破片
2５

1区4号住居 1８４ 1２
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・へ へ (13.0） (5.0） 2.2 25％ 一括

l区5号住居 １８５ １
須恵器

高台坪
平安時代 内

外
にぶい燈色

黄灰色
赤･白色粒子 ロ ロ 1５．４ 9.0 7.6 20％ ２ 内側酸化焼成

1区5号住居 1８５ ２
土師器

坪
平安時代 内

外
にぶい赤褐

明黄赤褐
赤･黒色粒子 ロ ロ

口縁部破

片
６

1区5号住居 1８５ ３
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 J、 暗

回糸・

へ･暗
1６．８ 6.8 3.7 75％ 9，１０，１１

1区5号住居 １８５ ４
土師器

喪
平安時代 赤褐色

赤･黒･白色粒子

石英､雲母
ハ･ナ ハ･指 (２５６） 破片 力１０．１３

l区5号住居 1８５ ５
土師器

喪
平安時代

内:暗赤褐色

外:赤褐色

黒･白色粒子

雲母
ハ ハ･指 木 (8.6） 底部破片 力１

l区5号住居 1８５ ６
土師器

鉢
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ (21.0） (10.0） １１．１ 50％

4,8,力３．１１。

１４．１６～１８．２３

1区5号住居 1８５ ７
須恵器

蓋
平安時代 黄灰色 白色粒子 破片 一括

l区畝状遺構 １８５ １
縄文土器

深鉢？
純文時代 赤褐色

把手部破

片
ＭＰ２

1区畝状遺構 １８５ ２
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ･暗 へ (5.1）

体～底部

破片
ＭＰ１

l区畝状遺購 1８５ ３
土師器

ロクロ翌
平安時代 燈色

赤･白色粒子

雲母

ロ ロ 回糸 (8.6）
体～底部

破片
ＭＰ一括

l区表採 １８５ １
土師器

高坪？
古墳時代？ 燈色 赤･白色粒子 ハ

坪底部破

片
ＭＰ２

1区表採 1８５ ２
土師器

坪
平安時代 横色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ･暗 へ (5.1）

体～底部

破片
表採

l区表採 １８５ ３
土師器

ロクロ喪
平安時代 機色

赤･白色粒子

雲母
ロ ロ 回糸 (8.6）

体～底部

破片
表採

1区T-9グリッ

ド
1８６ １

土師器

台付爽
古墳時代 明褐色

白色粒子･雲

母

ハ 指 (12.0） 1８．８ 7.4 ４０％ 古墳一括 全体摩耗､煤け

1区T-9グリッ

ド
1８６ ２

器
喪
師
付
土
台

古墳時代 明褐色
白色粒子･雲

母

ハ 指 1３．０ 60％ 古墳一括 全体摩耗､煤け

1区T-9グリッ

ド
1８６ ３

土師器

台付喪
古墳時代 褐色

白色粒子･雲

母
ナ 指 (15.5）

口縁～胴

部上半
古墳一括

l区T-9グリッ

ド
1８６ ４

器
喪
師
付
土
台

古墳時代 明赤褐色
白色粒子･雲

母
ナ 指 (13.0） 台部l/４ 古墳一括 摩耗顕著

2区１号住居 1８７ １
土師器

坪
平安時代 燈色

赤色粒子
ロ・へ 口･暗 へ (15.7） (4.4） (5.0） 35％ １２

2区1号住居 1８７ ２
土師器

坪
平安時代 燈色

赤色粒子

砂粒子
ロ・へ ロ へ (12.6） 4.6 ４．３ 50％ 1，２

2区1号住居 1８７ ３
土師器

坪
平安時代 燈色 ロ・へ ロ

回糸

へ

(１２．３） 4.2 ４．２ 50％ 7､一括



百々遺跡５遺物観察表(2)

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､回へ→回転へラ削り､ナ→なで､暗→暗文､ミ→みがき､回糸→回転糸切り､ハ→ハケメ､措→指頭旺痕､木→木葉痕､総一輪穣痕､夕→タタキ目､当→当て具痕､力→カキメ

－３３４－

遺柵 図 番号 器極 時期 色調 胎土
1Ｊ

体･外

と形惟法･特ｉ

体･内

ｈ

底部

法欣(L･､）

口径 底径． 器商 残存率 注記番号 備考

2区1号住居 １８７ ４
土師器

坪
平安時代 横色 赤色粒子

ロ・へ

墨書
ロ へ 1２．２ 4.4 4.0 75％ ９

2区１号住居 1８７ ５
土師器

坪
平安時代 燈色 ロ・へ ロ (11.6） (3.9） (4.3） 体部破片 ４

2区１号住居 1８７ ６
土師器

坪
平安時代 褐色 赤色粒子 ロ・へ 口 (12.3）

口縁部破

片
６

2区１号住居 １８７ ７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ・へ ロ (12.8）

口縁部体

部破片
４．５

2区1号住居 1８７ ８
土師器

坪
平安時代 権色 ロ・へ ロ (12.5）

口縁部破

片
力６，力７

2区１号住居 １８７ ９
土師器

坪
平安時代 燈色 ロ･ヘ ロ (12.0）

口縁部破

片
５

2区1号住居 1８７ 1０
土師器

坪
平安時代 機色 ロ・へ ロ へ (5.4） 底部破片 ６

2区1号住居 1８７ １１
土師器

坪
平安時代 横色 赤色粒子 へ ロ へ (5.0） 底部破片 ４

2区１号住居 １８７ 1２
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 へ ロ へ (3.8） 底部破片 ８

2区１号住居 1８７ 1３
黒色坪

平安時代
外･一部黒色

内･黒色

赤･黒･白色粒

子黒雲母
ロ (14.7）

ロ縁部～

胴部破片
1３

2区１号住居 １８７ 1４
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・ヘ ロ (15.8）

口縁部～

胴部破片
4,一括

2区１号住居 1８７ 1５
土師器

坪
平安時代 撒色 赤色粒子 ロ 暗 (15.6）

口縁部の

み残
力3,一括

2区1号住居 1８７ １６
黒色杯

平安時代
外.にぶい黄燈色

内･黒色
砂粒子 ロ (12.6）

ﾛ縁部破

片
力１

2区1号住居 1８７ １７
土師器

弧
平安時代 褐色 砂粒子 ロ (28.4）

口縁部破

片
3､一括

2区1号住居 1８７ 1８
土師器

喪
平安時代 褐色 白色粒子 ハ ハ･ヘ 木 (9.4） 底部破片 力４

2区１号住居 1８７ 1９
土師器

坪
平安時代 燈色 繊密 ロ・ヘ ロ へ (4.6）

底部～体

部破片
一括

2区1号住居 １８７ ２０
土師器

小型喪
平安時代 褐色 雲母 ハ･ナ ナ (12.2）

口縁部破

片
一括

2区2号住居 １８８ １
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ・へ ロ 回へ １１．３ 3.4 4.0 55％ 力7,力14,-柄

2区2号住居 1８８ ２
土師器

坪
平安時代 暗褐色 赤色粒子 ロ・へ ロ 回へ (12.6） 4.0 4.0 25％ 一括､力２

2区2号住居 1８８ ３
土師器

坪
平安時代 褐色 赤色粒子 ロ・へ ロ (11.7）

口縁部～

休部破片
6､一括

2区2号住居 １８８ ４
土師器

坪
平安時代 燈色 白色粒子 ロ・へ ロ (１０．８）

口縁部～

体部破片
２

2区2号住居 1８８ ５
土師器

坪
平安時代 燈色 白･赤色粒子 ロ・へ ロ (12.8）

口縁部破

片
８

2区2号住居 1８８ ６
土師器

坪
平安時代

外･燈色

内･黒色
白･赤色粒子 ロ・へ ロ･暗 (13.9） (4.8） 5.0 30％ 力38､一括 内面･暗文外面･ヘラ削り

2区2号住居 1８８ ７
土師器

鉢？
平安時代 燈色

砂粒子

赤色粒子
ロ・へ ロ (15.8）

口縁部～

体部破片
力１５

2区2号住居 １８８ ８
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

金雲母砂粒

子黒色粒子
ハ･ナ ハ (30.5） 40％

力3,力5,力６

力8､力１１､力１６

2区2号住居 １８８ ９
土師器

ロクロ小型喪
平安時代 褐色 白色粒子 力 ロ 体部破片 力40､一括

2区2号住居 1８８ １０
土師器

ロクロ小型翌
平安時代

外･赤褐色

内･暗褐色
金雲母 ロ･力 ロ 回糸 (6.4） 20％ １

ロクロなでカキメ

(底)回転糸切り縁に櫛目

2区2号住居 1８８ １１
土師器

喪
平安時代 褐色

金雲母

白色粒子
ハ ハ･指 木 9.0 底部破片 ７ 2住1１

2区2号住居 1８８ 1２
土師器

翌
平安時代 褐色

金雲母

砂粒子
ハ ハ･指 木 (9.3）

底部～体

部破片
力４ 2住１２

2区2号住居 １８８ 1３
土師器

喪
平安時代 褐色

金雲母

白色粒子
ハ ハ･指 木 (10.0） 底部破片 力３７ 2住1３

2区2号住居 1８９ １４
土師器

喪
平安時代 褐色

金雲母

砂粒子
ハ･指 ハ (27.5）

口縁部破

片
力20,力３１

2区２号住居 1８９ 1５
土師器

喪
平安時代

外･赤褐色

内･褐色

砂粒

白色粒子
ハ ハ･指 木 (9.1）

底部～体

部破片

力33,力３２

力２３
2住1５

2区2号住居 １８９ 1６
土師器

羽釜
平安時代 褐色

金雲母

砂粒子
へ・ハ ヘ

口縁部破

片
３

2区2号住居 1８９ 1７
土師器

坪･皿
平安時代

外･黒褐色

内･燈色
赤色粒子 へ ロ 回糸 (4.4） 底部破片 一括

2区3号住居 1８９ １
土師器

坪
平安時代 にぶい赤褐色 赤･白色粒子 ロ・ヘ ロ 回糸･へ 1３．８ 4.6 5.0 95％ ４，２５

墨書､にI縁の一部に焼けた跡

あり

2区3号住居 1８９ ２
土師器

坪
平安時代 僚色

赤･黒･白色粒

子
ロ・へ ロ 回糸･へ (11.3） 4.7 ４．５ 50％ 3１ 墨書､わずかに煤付蒜

2区3号住居 1８９ ３
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･白色粒子

砂粒
ロ・へ ロ ヘ 1３．６ 5.3 4.3 60％ ３０ 外面に焼けた跡

2区3号住居 1８９ ４
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子

石英
ロ・ヘ ロ ヘ 1２．９ 4.1 4.0 88％ ２９

21重3号住居 １８９ ５
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･白色粒子
ロ・ヘ ロ 回糸･へ 12.35 3.6 3.6 ほぼ売形 ２８

2区3号住居 1８９ ６
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･白色粒子

小石

ロ・へ ロ 回糸･へ １１．８ 4.2 3.55 ほぼ完形 ６

2区3号住居 １８９ ７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ (14.2）

口縁部破

片
５



百々遺跡５遺物観察表(3)

面の、例Ｅ口→ログ山

－３３５－

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで.へ→ヘラ削り､回へ→回転へラ削り､ナ→なで､暗一暗文､ミ→みがき､回糸→回転糸切り､ハ→ハケメ.指→指頭圧痕､木→木葉渡,輪→総額痕･夕一タタキ目､当→当て具痕､力→力キメ

遺構 図 番号 器種 時期 色調 胎土
1５

体･外

E形投法･将１

体･内

財

底部

法ＩｉＭｍ）

口径 底径 器商 残存率 注記番号 備考

2区3号住居 1８９ ８
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 へ ロ 回糸･へ (4.0） 底部破片 １４

2区3号住居 １８９ ９
土師器

坪
平安時代 褐色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ 糸･へ (2.4） 底部破片 １９

2区3号住居 1８９ １０
土師器

皿
平安時代 明赤褐色

赤･白色粒子

石英

へ 口 回糸･へ 3.8 底部破片 南力２

2区3号住居 1８９ １１
灰軸陶器

碗･皿
平安時代 紬

胎
オリーブ黄色、

灰白色
白色粒子 ロ・ヘ ロ ロ ６４ 底部破片 ３

見込みに重ね焼きの跡･自然

紬､貼り付け高台

2区3号住居 1９０ １２
土師器

喪
平安時代 外

内
明赤褐色、

にぶい赤褐色

細砂粒､白色

粒子多馳､雲母

ハ･ナ．

指
ハ･指 (30.6）

ロ縁～体

部破片

7,21,23,24

北力１．２．一括

2区3号住居 1９０ １３
土師器

小型喪
平安時代 黒褐色

白色粒子

石英､雲母
ハ ハ･指 木 (１７．５） 8.2 1３．７ ４５％ １

2区3号住居 1９０ 1４
土師器

弧
平安時代 赤褐色

白色粒子

石英､雲母
ハ･ナ ハ (30.3）

口縁部破

片
９

2区3号住居 1９０ 1５
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

石英､雲母
ハ ハ 体部破片

16,南カー括、

一括

2区3号住居 1９０ １６
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

白色粒子

石英､雲母
ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
力４

2区3号住居 1９０ １７
土師器

喪
平安時代

内:砿褐色

外:黒褐色

黒･白色粒子

小石

ハ ハ 木 (8.4） 底部破片 27､一・括

2区3号住居 1９０ 1８
灰紬陶器

平瓶
平安時代 浅黄色 黒･白色粒子 へ ロ (14.8） 底部破片 １０

百一⑤２区５住の平瓶と接合

貼り付け高台

2区3号住居 1９０ １９
土師器

羽釜
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

石英､雲母
ハ･ナ ハ (23.2）

口縁部破

片
26､一括

2区3号住居 1９０ 2０
鉄製品

鉄鑑
平安時代

長さ

5.7

幅 厚さ

0.3
一括 重さ5.739

2区3号住居 1９１ 2１
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・ヘ ロ (12.8） 18％ 一括

2区3号住居 １９１ 2２
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子

石英
ロ・へ ロ 回糸･へ (12.3） (4.5） 2.9 25％ 一括

2区３号住居 1９１ 2３
黒色土器

坪
平安時代

内:黒色､外:明赤

茶褐色

黒色粒子､雲

母､砂粒
ロ ロ・ミ (15.6）

口縁部破

片
一括

2区3号住居 1９１ 2４
黒色土器

坪
平安時代

内:黒色､外:にぶ

い褐色
細砂粒 へ

一
一
一 へ (6.0）

底部～体

部破片
一括

2区３号住居 1９１ ２５
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 へ ロ 回糸･へ (4.7）

底部～体

部破片
一括

2区3号住居 １９１ 2６
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ 回糸･へ (5.2）

底部～体

部破片
一括

2区3号住居 １９１ ２７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ

口縁部破

片
一括

2区3号住居 1９１ ２８
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子、

石英

ロ
ｕ縁部破

片
一括

2区3号住居 1９１ ２９
土師器

小型喪
平安時代 暗赤茶褐色 石英､雲母 ロ ロ (15.4）

口縁部破

片
一括

2区３号住居 1９１ ３０
土師器

小型喪
平安時代 にぶい黄燈色

砂粒多量､雲

母

ロ ロ 体部破片 一括

2区3号住居 1９１ 3１
灰軸陶器

壷
平安時代

紬:オリーブ灰

胎:灰白色

黒･白色粒子

砂粒少量
ロ ロ 体部破片 一括 外:灰紬

2区3号住居 1９１ 3２
土師器

坪
平安時代 明黄褐色 赤･白色粒子 へ ロ 回糸･へ (5.0） 底部破片 一括 内:一部焼けた跡

2区3号住居 1９１ 3３
土師器

喪
平安時代 赤褐色

白色粒子､石

英､雲母
ハ ハ･ナ

口縁部破

片
一括

2区3号住居 １９１ 3４
土師器

小型喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

石英､雲母
ハ･ナ ナ

口縁部破

片
一括

2区3号住居 1９１ 3５
土師器

小型喪
平安時代 赤褐色

白色粒子､石

英､雲母
ナ ハ

口縁部破

片
一括

2区3号住居 １９１ 3６
土師器

小型喪
平安時代 暗褐色 砂粒､雲母 ロ ロ

口縁部破

片
一括

2区4号住居 １９１ １
土師器

坪
平安時代 にぶい褐色 帝 ロ・へ ロ･暗 回糸･へ (10.0） (5.4） (4.1）

底部～口

縁部破片
41､一括

2区4号住居 １９１ ２
土師器

坪
平安時代 撮色

赤色粒子多

雛､密
ロ・ヘ ロ･暗 回糸･へ (１０．１） (5.4） (3.8） 75％ 力1０．１５ 内:煤付着

2区4号住居 １９１ ３
土師器

坪
平安時代 燈色

赤色粒子､砂

粒､密
ロ・へ ロ･暗 (１０．５）

口縁部～

体部破片
9､一括

2区4号住居 1９１ ４
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子

多量､密
ロ・へ ロ･暗 (15.4）

ロ縁部～

体部破片
61､一括

2区4号住居 1９１ ５
土師器

坪
平安時代 樋色

白色粒子多

量､綴密
ロ ロ (12.8） 35％ ７１ やや摩耗

2区4号住居 １９１ ６
土師器

坪
平安時代 橿色

赤･白色粒子

多鼠､密
ロ ロ (11.3） 20％ ３５

2区４号住居 １９１ ７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子､密 ロ ロ 回糸･へ (6.6） 底部破片 1０，１７ 外･底:線刻

2区4号住居 1９１ ８
土師器

坪
平安時代 燈色 密 へ ロ･暗 回糸･へ (5.0）

底部～体

部破片
力３１

2区４号住居 １９１ ９
土師器

坪
平安時代 掻色

赤色粒子､砂

粒､密
ロ・へ ロ･暗 回糸･へ (4.8） 底部破片 ３

2区４号住居 1９１ １０
土師器

坪
平安時代 橿色 密 へ ロ･暗 回糸･へ (6.8） 底部破片 力４

2区4号住居 1９１ １１
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子､密 ロ・へ ロ 回糸 5.2 底部破片 32､一括 摩耗

2区4号住居 1９２ 1２
黒色士器

高台付坪
平安時代

内:黒色

外:横褐色
砂粒多股 ナ へ (10.6）

底部～体

部破片
力27､一括

甲斐型

削りだし商台



百々遺跡５遺物観察表(4)

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､回へ→回撚へラ削り､ナ→なで､暗→暗文､ミ→みがき､回糸→側転糸切り､ハ→ハケメ､指→撮頭圧痕.木→木莱痕､輪→翰械痕.夕→タタキ目､当→当て具痕､力→カキメ

－３３６－

遺構 図 番･号 器種 時期 色調 胎土
ｈ

体･外

と彫投法･特ｉ

体･内

、

底部

法1ht(ぜ､）

口径 底径 器商 残存率 注記番号 備考

2区4号住居 1９２ 1３
土師器

坪
平安時代 燈色 密 ロ・へ ロ･暗 へ (14.4） (6.8） (2.4） 30％ 36,52､一括

2区4号住居 1９２ 1４
土師器

坪
平安時代 燈色

赤色粒子､砂

粒､密
ロ・へ ロ 回糸･へ (14.4） (6.8） (3.0） 75％

力２．３．６．４３

一括
線刻

2区4号住居 1９２ 1５
土師器

坪
平安時代 燈色

赤色粒子･石．

砂粒少瞳､密
ロ・へ ロ 回糸･へ 1３．２ 5.8 3.1 80％ １３

2区4号住居 1９２ 1６
土師器

坪
平安時代 暗褐色 訓

輔
･白色粒子

ロ ロ･暗 回糸･へ (10.0） 底部破片 力３３

2区4号住居 1９２ 1７
土師器

皿
平安時代 褐色 密 ロ・へ ロ･暗 (13.7）

口縁部破

片
7０

2区4号住居 1９２ 1８
土師器

皿
平安時代 燈色

赤色粒子･砂

粒少賦､密
ロ・ヘ ロ (14.0） 15％ 力１６．４５

2区４号住居 １９２ 1９
土師器

皿
平安時代 橿色 赤色粒子､密 ロ ロ･暗 (8.0） 底部破片 2４ 削りだし高台

2区4号住居 1９２ ２０
須恵器

四耳壷
平安時代 暗赤灰色 繊密 夕･ナ ハ･当 (14.5）

底部～体

部破片
43,44,49,50

2区4号住居 1９２ ２１
須恵器

凸榊(四耳)壷
平安時代 暗赤灰色

白色粒子､敏

密
夕 当 体部破片 力２８

2区4号住居 １９２ ２２
土師器

翌
平安時代 燈色

砂粒･雲母多

瞳､密
ロ・ハ ロ・ハ (25.0）

口縁部破

片
力44.一括

2区4号住居 1９２ ２３
土師器

喪
平安時代 燈色

砂粒･雲母多

量､密．
ロ・ハ ハ (20.3）

口縁部破

片
１１

2区4号住居 1９２ 2４
土師器

小型喪
平安時代 暗褐色 密 ハ ハ (14.59） １５％ 58､一括

2区4号住居 1９３ 2５
土師器

喪
平安時代 赤褐色 密

ハ･ナ．

指
ハ･指 (23.5）

口縁部～

体部破片
4８

2区4号住居 1９３ 2６
土師器

喪
平安時代 明褐色

砂粒･雲母多

瞳､密

ハ･ナ．

指

ハ･ナ．

指
(24.4）

口縁部～

休部破片
26,48

2区4号住居 1９３ 2７
土師器

喪
.,平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ
ハ･指．

輪
(27.8） 25％

5,16,29,30,力18.

24.25.36､一括

2区4号住居 1９３ 2８
土師器

弧
平安時代 暗赤褐色

白色粒子､石

英､雲母
ハ･ナ ハ･指 (25.5）

ロ縁部～

体部破片

力１，１９，３２、

40,46､一括

2区4号住居 1９３ 2９
土師器

喪
平安時代 暗褐色

砂粒･雲母多

量､密
ハ ハ 木 (7.0）

底部～体

部破片
4７

2区4号住居 1９３ 3０
土師器

喪
平安時代 褐色

砂粒･雲母多

鼠､密
ハ･指 ハ･指 木 (8.4）

底部～体

部破片
39､一括

2区4号住居 1９３ 3１
土師器

喪
平安時代 暗褐色

砂粒･雲母多

量､密
ハ ハ 木 (9.0）

底部～体

部破片
50,53

2区4号住居 1９４ 3２
土師器

喪
平安時代 褐色

砂粒･雲母多

獄､密
ハ･ナ ハ (25.1）

口縁部破

片
1､一括

2区4号住居 1９４ 3３
土師器

喪
平安時代 褐色

砂粒･雲母多

鼠､密
ハ･ナ ハ･ナ 口縁部破

片
65､一括

2区4号住居 １９４ 3４
土師器

喪
平安時代 褐色

砂粒･雲母多

量､密
ハ･指 ハ 木 (8.4） 底部破片 ３１

2区4号住居 1９４ 3５
鉄製品

平安時代 長さ

5.1

幅 厚さ

0.2
一播 重さ5.33

2区4号住居 １９４ 3６
鉄製品

鎚飽
平安時代 長さ

3.4

幅 厚さ

(0.2）
一括 重さ３．０９

2区4号住居 194 3７
土師器

坪
平安時代 燈色 密 ロ・ヘ ロ･暗 回糸･へ (10.2）

5.6
(3.8） ４５％ 一括

2区4号住居 1９４ 3８
土師器

杯
平安時代 暗褐色

赤色粒子多

戯､密
ロ・ヘ ロ･暗 (10.6）

口縁部～

体部破片
一括

2区4号住居 1９４ ３９
土師器

坪
平安時代 燈色 密 ロ ロ

口縁部破

片
一括 外:線刻

2区5号住居 1９４ １
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ･へ ロ･暗 ヘ １２．０ 4.5 4.6 80％ 154､一括 内:煤付蒋

2区5号住居 1９４ ２
土師器

坪
平安時代 黄燈色

赤色粒子､石

英
ロ・ヘ ロ･暗 へ (13.2） (4.8） 4.8 25％ 東力周66､一括 内:暗文摩耗して不明瞭

2区5号住居 1９４ ３
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子､石英
ロ・へ ロ へ 1１．３ 4.0 4.8 70％ 3,5､一括

2区5号住居 1９４ ４
土師器

杯
平安時代 燈色

赤･黒色粒子

石英
ロ・ヘ ロ 回糸･へ (１１．３） (4.4） 4.2 25％ 13,束カー括

2区5号住居 1９４ ５
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･黒色粒子

石英
ロ・ヘ ロ 回糸･ヘ (11.8） (5.0） 4.7 30％

東力周3.4,一・

括
口縁付近に煤付着

2区5号住居 1９４ ６
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
へ 回糸･へ (12.0） (4.4） 4.1 40％ 35､一括

2区5号住居 1９４ ７
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ・へ ロ へ 1２．０ ４．６ 4.6 ほぼ完形 5０

2区5号住居 １９４ ８
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子

ロ･ヘ ロ 回糸･へ (11.8） (4.0） 4.5 50％ 東力周71.60 外:線刻

2区5号住居 1９４ ９
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子
ロ・ヘ ロ･暗 J、 1１．６ ５．０ ４．２ 破片 束力周98･一括 口縁付近に煤付若

2区5号住居 1９４ １０
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子

ロ・へ ロ･暗 回糸･へ 1１．４ 4.4 ４．３ ほぼ完形 １５０

2区5号住居 １９５ １１
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・へ 回糸･ヘ (13.0） (４８） ４．１ 25％ 52,70､一括

2区5号住居 1９５ １２
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ・へ ロ 回糸･へ (12.0） (4.0） ４．６ 50％ 東力周１１．一括

2区5号住居 1９５ １３
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子

石英
ロ・へ ロ･暗 (14.8） 破片 東力周5２ 一部黒彩？

2区5号住居 1９５ １４
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ・へ ロ･暗 (17,7） 破片 ５４



百々遺跡５遺物観察表(5)

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで.へ→ヘラ削り.同へ→同犠へラiliIIり､ナ→なで､暗→暗文､ミ→みがき､1曲1糸一同転糸切り､ハ→ハケメ.術→指頭)l§痕､木→木葉痕､輪一鎗袖痕､夕→タタキ目､当一当て具痕､力→カキメ

－３３７－

遺櫛 図 番号 器種 時期 色調 胎土
山

体･外
〈形l断か柵Ｉ

体･内

財

底部

挫拙(、'）

ｕ径 底径 器高 残存率 注記番号 備考

2区５号住居 1９５ 1５
土師器

坪
平安時代 樋色

ｊ

ｌ

･黒･I‘1色粒
ロ・へ 暗 (１１．８） (5.0） 4.5 破片 23､一括

2区５号住居 1９５ 1６
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

別

ﾉＩ

･白色粒ｒ、

汀､石英
ロ・へ ロ 糸･へ (１１．８） (4.4） 4.0 破片 33,-柄 口縁付近に煤付肴

2区5号住居 1９５ 1７
土師器

坪
平安時代 燈色

助

･ｊ

･黒･rl色粒

､石英､小石
ロ・へ ロ 回糸･へ (１１．８） (5.0） 4.5 ３０％ 145､一括

2区5号住居 1９５ 1８
土師器

坪
平安時代 にぶい渦色 赤･黒色粒子 ロ・へ ロ へ (１１．８） 破片 東力周4,一括

2区5号住居 1９５ １９
土師器

坪
平安時代 僚色

ｊｌ

Ｉ

･黒･ｒＩ色粒
ロ・へ ロ (13.2） 破片 1０３

2区5号住居 1９５ 2０
土師器

坪
平安時代 燈色 功

馴
色粒子､石

ロ・へ ロ (11.8） 破片 東力周６

2区5号住居 1９５ ２１
土師器

坪
平安時代 にぶい燈色

赤･黒･白色粒

ｒ

ロ・へ ロ (12.2） 破片 東力周8８

2区5号住居 1９５ 2２
土師器

坪
平安時代 椴色 赤･黒色粒子 へ ロ･蹄 回糸･へ (6.6） 破片 Ｉ 見込み:剥離

2区5号住居 1９５ 2３
土師器

坪
平安時代 機色

亦・黒･白色粒

子

へ 暗 へ (4.8） 破片 東力周９７ 見込み:煤付清

2区5号住居 1９５ 2４
土師器

坪
平安時代 にぶい掻色

赤･黒･白色粒

r､石英
ロ・へ 暗 へ 4.2 破片 3２ 暗文不明瞭

2区5号住居 １９５ ２５
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・へ 暗 (12.0） 破片 126,129､一括

2区5号住居 １９５ 2６
土師器

坪
平安時代 にぶい楕色

ｊＩ

１

･黒･白色粒
ロ ロ (12.0） 破片 112

2区5号住居 1９５ ２７
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

ｒ

へ ロ へ (4.2） 破片 東力周6２

2区5号住居 1９５ 2８
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 へ 暗 へ (4.2） 破片 ２９

2区5号住居 1９５ ２９
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:桧褐

色

赤色粒子･細

砂粒多最
ロ・へ ミ･賭 へ 1６．０ 6.0 5.1 50％ １７咳

口唇外反､見込み:螺旋状暗

文､内:放射状暗文

2区5号住居 1９５ 3０
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:僚色 功

紳
･白色粒子，

ロ・へ ミ･砿 へ (１４．９） (6.0） 5.1 35％ １５１，．－．括 底部:墨書｢庄｣.甲斐型

2区5号住居 1９６ ３１
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い黄燈色

黒色粒子､砂

粒､雲母
ロ

、
『
へ 糸 (16.6） (6.6） ６．０ 50％ 3４，０９１，０１１３

2区5号住居 1９６ ３２
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色

赤色粒子･砂

粒多最､密
ロ・へ ミ･暗 １５．１ (6.0） 5.0 50％

８１，１１６，１２７

-･括

、

2区5号住居 1９６ ３３
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色

Ｊ１ 色粒子多

､密
ロ・へ ミ･暗 糸･へ 1５．２ (5.5） 5.2 50％ 043,048､一括

2区5号住居 1９６ 3４
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色

赤色粒子多

Iiit､密
ロ・へ ミ･砿 (13.5）

口縁部破

Ｍ１．
束力周２

2区5号住居 １９６ ３５
土師器

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色 赤･黒色粒子 ロ・へ 暗 (6.8） 破片 1１７ 削りだし高台

2区5号住居 1９６ 3６
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色

黒色粒子､雲

母

ロ ロ 回糸？ (13.4） (7.2） 3.9 破片 ０１２ 内:摩耗

2区5号住居 1９６ ３７
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い黄燈色
赤･黒色粒子 ロ ロ (6.0） 底部破片 0120､一括 貼り付け商台

2区5号住居 １９６ 3８
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い僚色

亦・黒･白色粒

jｚ

ロ・へ 暗 (16.4） 破片 ２３

2区5号住居 1９６ 3９
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぶ

い黄燈色

ｊ
ｒ
･白色粒子、

英
ロ

『
「
へ (15.8）

ｕ縁部破

片
０１３９

2区5号住居 1９６ ４０
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色 赤色粒子 ロ ミ･暗 (14.2）

Ll縁部破

片
0５３

2区5号住居 1９６ ４１
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:燈色 赤･白色粒ｆ ロ

、
、
一 (13.8） (6.3） ４．２ 25％ ０１４３ 外面:煤付狩

2区5号住居 1９６ ４２
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:褐色 赤･白色粒子 ロ・へ 暗 (12.5）

口縁部～

休部破片
東力周2６

2区5号住居 1９６ 4３
黒色土師

碗
平安時代 内:黒色､外:燈色

赤･黒色粒子．

雲母
ロ ロ 6.8 底部破片 1４９ 貼り付け高台

2区5号住居 １９６ 4４
黒色土師

碗
平安時代 内:黒色､外:侭色 黒色粒子 ナ ナ 6.6 底部破片 ３１ 貼り付け高台

2区5号住居 1９６ ４５
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:灰黄

褐色

黒色粒子･雲

母

ロ
、
一
一 5.6 底部破片 東力周2０

2区5号住居 1９６ ４６
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぶ

い燈色

赤色粒子･雲

母
ロ

へ
『
『 (4.6） 底部破片 力周5９

2区5号住居 1９６ ４７
黒色土師

坪
平安時代 内:黒色､外:楕色 赤･黒色粒子

口縁部破

片
１２９

2区5号住居 1９６ ４８
黒色土師

杯
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い黄燈色
赤･黒色粒子

口縁部破

片
８１

2区5号住居 1９６ 4９
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い燈色
砂質 ロ 6.6 底部破片 6８ 貼り付け商台

2区5号住居 1９６ ５０
黒色土師

碗･高台皿
平安時代

内:にぶい黄桧色、

外:燈色

赤･黒･白色粒

ｒ
ロ

「
一
一 (7.0） 破片 1０６

内:非粥に薄い黒色

貼り付け商台

2区5号住居 1９６ ５１
灰紬陶器

碗
平安時代 灰白色

白色粒子､綴

帝
ロ・へ ロ (14.8） (7.2） 4.6 ４０％

東力周53.55.65、

東力一括､一括

内:刷毛塗り､見込み:直接重

ね焼き痕､貼り付け高台

2区5号住居 1９７ ５２
土師器

皿
平安時代 機色

別

｝

･黒･白色粒
ロ・へ 口･暗 へ 1２．５ 5.0 3.2 80％ 7,73,90､一括

2区5号住居 1９７ 5３
土師器

皿
平安時代 横色

洲

１

･黒･白色粒
ロ・へ ロ･暗 ヘ 1３．２ 6.2 2.8 65％

20,束力周８．

9.40､一括

2区5号住居 1９７ 5４
土師器

皿
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

ｒ
ロ・へ ロ･晴 へ 1２．８ 5.4 2.4 75％ １５４

2区5号住居 1９７ 5５
土師器

皿
平安時代 燈色

赤･黒･脚色粒

ｒ

ロ・ヘ ロ･暗 へ 1２．８ 5.2 2.6 完形
98,束力周70、

一括



Ｆ

百々遺跡５遺物観察表(6)

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､同へ－，回転へラI‘iIlり､ナ→なで､暗→略文､ミ→みがき､何糸→liiI紙糸切り､ハ→ハケメ､指→慌頭爪痕､木→木莱痕,総→輪袖痕､夕→タタキ目､当→当て具痕､力→カキメ

－３３８－

遺構 図 番号 器樋 時期 色調 胎土
l』

体･外
と形l脳ﾙｫﾙｉ

体･内
H【

底部
推敢(<･帥

口径 底径 器間 残存率 波記番号 備考

2区5号住居 1９７ 5６
土師器

皿
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子

ロ・へ ロ･鵬 へ 1２．５ ４．９ 2.6 80％ 18,45､一括

2区5号住居 1９７ ５７
土師器

皿
平安時代 機色

赤･黒･白色粒

子
ロ・へ ロ･鴫 へ (12.4） (3.8） 2.3 25％ 154､一括

2区5号住居 １９７ ５８
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・ヘ ロ へ (13.4） (4.8） 2.2 25％ 東力周56､一括

2区5号住居 1９７ ５９
土師器

皿
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ・ヘ ロ (13.8） 20％ 38､一括

2区5号住居 1９７ ６０
土師器

皿
平安時代 掻色

赤･白色粒子、

雲母
ロ・へ ロ (13.8） 破片 束力周2２

2区５号住居 1９７ 6１
土師器

Ⅲ
平安時代 にぶい樋色

赤･黒･白色粒

子､石英
ロ・ヘ ロ (１１．８） 破片 4６

2区5号住居 1９７ ６２
土師器

肌
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子

ロ･ヘ ロ ヘ (11.6） (2.0） 2.2 破片 18､一括

2区5号住居 1９７ ６３
土師器

ＩⅢ
平安時代 にぶい機色

赤･黒･白色粒

子
ロ・ヘ ロ ヘ 1２．５ ４．６ 2.9 80％ 2６ 体部:線刻

2区5号住居 1９７ 6４
土師器

皿
平安時代 燈色

洲

-J

･黒･白色粒
ロ・ヘ ロ へ (13.4） (4.9） 2.9 40％ 69,71､一括

体部:線刻､底部:一部に煤付

着

2区5号住居 1９７ ６５
土師器

１１１１
平安時代 にぶい樋色

赤･黒･白色粒

子

ロ・へ ロ へ 1２．８ ４．５ 2.7 50％ 7４，１０５

2区5号住居 1９７ 6６
黒色-ｔ器

鉢
平安時代 内:黒色､外:燈色 赤･黒色粒子 ロ ロ・ミ (20.8）

口緑部破

片
７１

2区5号住居 1９８ ６７
土師器

饗
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､石英
ハ･指 ハ･ナ (29.4）

口緑部～

胴部破片

4,14,16,28,29､一・

柄､南力周36､カー棚

2区5号住居 1９８ 6８
土師器

小型盤
平安時代 明褐色

黒･白色粒子、

砂粒
ハ･ナ ハ･ナ (17.8）

ロ縁部～

体部破片

63,-.．括､南力

集6４

2区5号住居 1９８ 6９
土師器

小型変
平安時代 にぶい赤褐色

赤･黒･白色粒

子
ハ･ナ ハ･指 (１８４） 破片 85､東力周８

2区5号住居 1９８ 7０
土師器

翌
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､細砂粒
ハ･ー

ハ･ナ．

指

口縁部～

体部破片
東力周9０

2区5号住居 1９８ 7１
土師器

小型蕊
平安時代 明赤褐色

赤･黒色粒子

雲母､石英
ハ ハ 破片 １７ 内:煤付着

2区5号住居 1９８ 7２
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

赤･黒色粒子、

雲母､石英
ハ･ナ ハ (23.4） 破片 6９

2区5号住居 1９８ 7３
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子

砂粒
ハ･ー ハ･ナ (28.0）

口縁部～

体部破片

19､一括､中焼

内一括

2区5号住居 １９８ 7４
土師器

護
平安時 暗褐色

赤･黒･白色粒

子
ハ ハ (30.0） 破片 南力周2９

2区5号住居 １９８ 7５
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

赤･黒色粒子、

雲母､石英
ハ･ナ ハ･指 (33.2） 破片

46,76､一括、

束カー･括

2区5号住居 1９９ 7６
土師器

喪
平安時代 にぶい褐色

赤･黒色粒子、

雲母､石英
ハ･ナ ハ (22.8） 破片 東力周6７ ハケメ不明瞭

2区5号住居 1９９ 7７
土師器

弧
平安時代 赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ (24.4） 破片 東力周4２ 口縁部に煤付着

2区5号住居 1９９ 7８
土師器

喪
平安時代 にぶい褐色

赤･黒･白色粒

子
ハ･ナ ハ･ナ (25.4） 破片 28､一括

2区5号住居 1９９ 7９
土師器

弧
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子､雲母
ハ･ナ ハ･ナ (25.2） 破片 東力間'５

2区5号住居 1９９ 8０
土師器

弧
平安時代 灰褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ･ナ (25.6） 破片 １０４､一括

2区5号住居 1９９ ８１
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ (28.2） 破片 1５３

2区5号住居 1９９ 8２
土師器

喪
平安時代 明赤掲色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ (29.0） 破片

７５，７７，１１４,一

括

2区5号住居 １９９ 8３
土師器

弧
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･指 ハ･ナ (29.6） 破片 ３７

2区5号住居 １９９ 8４
土師器

喪
平安時代 赤褐色

白色粒子､雲

母､石英
ハ･ナ ハ (29.4） 破片 58､一括

21重5号住居 1９９ 8５
土師器

喪
平安時 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･指 ハ･指 (8.2） 破片 80,148､一括

2区5号住居 1９９ 8６
土師器

弧
平安時代

内:明黄褐色､外：

明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母,石英
ハ ハ･指 木 (8.2） 破片 1０２ 内部煤付着

2区5号住居 1９９ 8７
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ ハ･指 木 (7.2） 破片 １２

2区5号‘住居 ２００ 8８
須 鼠器

Ｑ手

IＩｉ

平安時代 オリーブ灰色 黒･白色粒子 夕･ナ 当・ナ へ (14.6） 破片
８，１２，１３６

括

2区5号住居 ２００ 8９
須恵器
－０寺

1肺ｒ
－ＥＢ－

平安時代 灰色
赤･黒･白色粒

子

口 口 (16.8） 破片
95,97､一括、

束力周5６

2区5号住居 ２００ 9０
須恵器
幸
餓

平安時代 褐灰色 白色粒子 口 ロ (9.0） 破片 東力周2８ 貼り付け高台

2区5号住居 ２００ ９１
灰軸陶器

杢
蝿

平安時 褐灰色 黒色粒子 ロ・ヘ ロ (9‘O） 破片 東力周6７
内外而に一部自然糊付蒜

貼り付け高台

2区5号住居 200 ９２
灰紬陶器

平瓶
平安時代 にぶい黄燈色 織密 ロ・へ ロ (14.8）

底部～体

部破片
1２３．１２４，１３７

一部に自然紬､注記No.133,119と

同一個体と思われる､貼り付け間台

2区5号住居 2００ ９３
灰紬陶器

平瓶
平安時代 にぶい黄燈色 織密 ロ 破片 北力６ 外面に紬

2区5号住居 2００ 9４
灰軸陶器

浄瓶
平安時代 灰白色

黒･白色粒子、

織密
ロ (6.0） 頚部破片 東力周5５ 外面に軸

2区5号住居 2００ 9５
石製品

砥石
平安時

長さ

9.2

幅

7.9

厚さ

３．６
破片 Ｓ-４

片面煤付着､やや太い擦痕あ

り

2区5号住居 2００ 9６
土製品

土錘
平安時代 燈色

赤･黒･臼色粒

子､石英

長さ

4.5

Ｉ脇

1.6

厚さ

1.6
ほぼ完形 ９６ 一部欠損



百々遺跡５遺物観察表(7)

成形技法･特徴の用例:口一ロクロなで､へ→ヘラ削り､同へ一同転へラ削り.ナ一なで､暗→暗文､ミ一みがき､''１１糸→I脈1転糸切り､ハーハケメ､指-惨指頭11§痕､木一木葉痕､輪→輪袖痕､夕一夕タキ目､当一当て具痕､カーカキメ

－３３９－

遺構 図 番号 器種 時期 色調 胎土 体･外

と形投法･特ｉ

体･内

勘

底部

雄IQI(１．回）

口径 底径 器澗 残存率 注記番号 備考

2区5号住居 2００ ９７ 鉄製品 平安時代
長さ

3.2

幅

0.5

厚さ

(0.4）
1-2 重さ3.049

2区5号住居 2００ ９８ 鉄製品 平安時代
長さ

5.0

幅 さ

(0.5）
一粥 重さ6.729

2区５号住居 2００ 9９ 鉄製品 平安時代
長さ

3.0

幅
賑
似さ

(0.5）
一・括 重さ3.289

2区５号住居 2００ 1００ 鉄製品 平安時代
長さ

1.1

幅

0,5

厚さ

(0.3）
一括 重さ0.969

2区5号住居 2０１ １０１
土師器

坪
平安時代 燈色

功

Ｉ

･黒･IJI色粒
ロ・へ ロ 糸･へ 1１．６ 4.8 ４．３ 75％ -．括

2区５号住居 2０１ 1０２
土師器

坪
平安時代 樋色

亦・黒･Ｉ‘1色粒

f､小石

ロ・へ ロ･暗 (１１．８） (5.0） 3.7 20％ 一括

2区5号住居 2０１ 1０３
土師器

坪
平安時代 横色 密 ロ・』、 (15.0）

口線部破

片
一柵

2区5号住居 2０１ １０４
土師器

坪
平安時代 機色 赤･黒色粒ｒ ロ 略 (15.8）

口縁部破

片
一括 外面:線刻

2区5号住居 2０１ 1０５
黒色-t器

坪
平安時代 暗褐色 赤色粒ｆ多最 ロ・へ 暗 へ (１５．２） ６．０ 5.0 40％ 一括

2区５号住居 2０１ １０６
黒色士器

坪･碗
平安時代

内:黒色

外:燈色
黒･白色粒子 ロ (14.6）

口縁部破

片
一括 外而:一部黒色

2区5号住居 2０１ 1０７
黒色土器

坪
平安時代 燈色 赤色粒ｒ多蹴 ミ･時

口縁部破

片
一括 外面:線刻

2区5号住居 ２０１ 1０８
黒色十器

坪
平安時代 にぶい黄機色 祷

一
一
一

口縁部破

片
一括 外面:線刻

2区５号住居 ２０１ 1０９
土師器

坪
平安時代 黄樋色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ･暗 回糸･へ (12.0） (5.4） 2.1 70％ 一括 暗文不明瞭

2区5号住居 ２０１ １１０
黒色十器

商台皿
平安時代

内:黒色

外:灰黄掻色

赤･白色粒子、

雲母
ロ

『
、
『 (12.8）

ロ縁部～

体部破片
一括

2区5号住居 2０１ 1１１
黒色士器

皿
平安時代 外:にぶい褐色

赤･黒･白色粒

ｆ
ロ・へ ロ へ (12.7） (5.0） 2.7 破片 一柵

2区5号住居 ２０１ １１２
灰軸陶器

碗･皿
平安時代

軸:ｵﾘー ﾌ゙・黄

胎:脚色
黒･白色粒子 ロ (5.4） 破片 一括

内:軸がかかる

貼り付け高台

2区5号住居 ２０１ 1１３
灰紬陶器

長頚壷
平安時代 にぶい黄燈色 黒･白色粒ｆ ロ 口 (4.8） 破片 一価 口縁部内部と肩部に紬かかる

2区5号住居 １ 1１４
須恵器

四耳壷
平安時代 灰色 赤･白色粒ｆ 当・ナ 夕 破片 一括

2区5号住居 2０１ 1１５
土師器

喪
平安時代 橘褐色

赤色粒子､黒

色粒子少Iiｔ
力 ロ 糸･へ (7.4）

底部～体

部破片
一括

2区５号住居 ２０１ 1１６
土師器

翌
平安時代 赤褐色

I‘I色粒下･裳

母･細砂粒多Iiit
ハ･ナ ハ･ナ (29.6）

口縁部破

片
一括

2区5号住居 2０１ 1１７
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子
ハ･ナ ハ･ナ (26.2） 破片 中焼内一括

2区５号住居 2０１ １１８
土師器

土馬の尾
平安時代 にぶい褐色 赤･白色粒ｆ へ

長さ 柵

２．１

厚さ

2.0
破片 一括 付け根部剥離

2区6号住居 ２０２ １
土師器

坪
平安時代 機色 赤･黒色粒ｆ ロ・へ 暗 糸･へ 1１．６ 4.5 4.0 60％ １１５ 煤付済

2区6号住居 202 ２
土師器

坪
平安時代 横色 赤･黒色粒ｒ へ 砿 (13.8） (6.0） 4.6 20％

37,91,力南一

橘

2区６号住居 ２０２ ３
土師器

坪
平安時代 明赤褐色 赤･黒色粒ｒ ロ・へ 略 へ (１３．４） ５．０ 4.5 30％ 47,88､一括

2区6号住居 ２０２ ４
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒ｒ ロ・へ ロ へ (12.6） ５．４ 4.8 30％ 5,一括

2区6号住居 ２０２ ５
土師器

坪
平安時代 燈色 亦・黒色粒ｒ ロ・へ (14.4）

口縁部破

片
力１，７３

2区６号住居 2０２ ６
土師器

坪
平安時代 機色 赤･白色粒ｆ ロ・へ (11.0）

I｣縁部破

片
力１４

2区６号住居 ２０２ ７
土師器

間台坪
平安時代 明赤褐色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ･暗 1６．０ (6.6） 5.8 30％ ７０，７５ 削りだし高台

2区6号住居 ２０２ ８
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤･黒色粒j亀、

雲母
ロ・へ ロ･暗 1５．６

口縁部破

片
７７ 口縁部煤付粁､外面:線刻

2区6号住居 202 ９
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ Ｍ糸 6.2 25％ 力２９

2区6号住居 ２０２ 1０
土師器

商台坪
平安時代 燈色 赤色粒子 I聯 (6.0） 底部破片 ５ 削りだし高台

2区６島住居 ２０２ １１
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 へ 略 へ 4.8 底部破片 5２

2区６号住居 ２０２ 1２
土師器

坪
平安時代

内:にぶい黄燈色、

外:燈色
赤色粒子 ロ 口

口縁部破

片
１１

2区6号住居 2０２ １３
土師器

坪
平安時代 掻色 赤･黒色粒『 ロ・ヘ 口･暗

口縁部破

片
1０９

2区6号住居 ２０２ １４
土師器

杯
平安時代 明赤褐色 赤･黒色粒子 ロ・へ

ロ・ミ｡

暗
1４．８ 7.1 5.2 60％ 61,62､一括 削りだし高台

2区６号住居 ２０２ １５
黒色士器

坪
平安時代 明赤褐色 赤色粒下 ロ・へ ロ・ミ 1４．８ 7.4 ６．２ 60％

9６，９７，１１６，－－

括
削りだし高台

2区6号住居 ２０２ 1６
黒色土器

坪
平安時代 にぶい黄燈色 砂粒多股 ロ

｛
「
『 1５．６

ロ縁部～

体部破片
３

2区６号住居 2０２ 1７
黒色十器

坪
平安時代 燈色 砂粒多最 ロ ミ･暗 糸 ｜

■ 6.0 底部破片 6､一括

2区6号住居 2０２ 1８
灰紬陶器

碗
平安時代

紬:緑色

胎:灰白色

''1色粒子､砂

粒少量
ロ・ﾉ、 1３．６ 6.6 4.3 30％ 7,12､一括

内:施紬､上部はおそらく自然

軸削りだし商台

2区6号住居 2０３ 1９
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒ｆ ロ・へ 暗 (13.7） 4.8 ２．４ ４５％ 82,87.一括 外面:線刻



百々遺跡５遺物観察表(8)

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで.へ-．ヘラ削り､同へ→回蛎へラ削り､ナー｡なで､暗→暗文,ミ→みがき､1両1糸→岡転糸切り､ハ→ハケメ､指→指頭爪痕､木→木莱痕､輪-．姶徽痕､夕→タタキ目､当一当て具痕､力→カキメ

－３４０－

遺櫛 図 番号 器種 時期 色調 胎土
１Ｊ

体･外

形投挫･特ｉ

体･内
H１

底部
iﾉ8101(、）

１－１径 底径 器高 残存率 注記番号 備考

2区６号住居 203 2０
土師器

皿
平安時 燈色

赤色粒子､雲

母

ロ・へ ロ･賭 1４．０ 2.8 ２．０ 20％ 3１ 外部:線刻

2区6号住居 2０３ ２１
土師器

皿
平安時代 横色 赤色粒子 ロ・ヘ ロ･蹄 へ (14.0） (5.5） ２．２ 30％ 7６

2区6号住居 203 2２
土師器

皿
平安時代 椅色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ (13.6） 4.0 2.4 55％ 54,55､一括

2区6号住居 203 2３
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒子

ロ・へ。

輪
口 (13.0） (5.0） 2.3 50％ 1００

2区6号住居 2０３ 2４
土師器

皿
平安時代 機色 赤･黒色粒子 暗 (14.0） (2.0）

口縁部破

片
４５，９４

2区6号住居 2０３ 2５
土師器

皿
平安時代 赤･白色粒子 ロ・へ (14.0）

口縁部破

片
４６

2区6号住居 2０３ 2６
須恵器
奉
亜

平安時代 内
外
暗紫灰色

明赤褐色
白色粒子 夕･ナ 当・ナ 1４．０ 底部破片 ４２

2区6号住居 2０３ 2７
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

砂粒
ハ ハ･指 体部破片

1０，２５，３０

括

2区6号住居 2０３ 2８
土師器

翌
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ ハ･指 (25.6）

口縁部破

片
１１４

2区6号住居 2０３ 2９
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､石英
ハ･ナ ハ･指 (27.5）

ロ縁部～

体部破片
5１

2区6号住居 204 3０
土師器

喪
平安時代 明褐色

黒･白色粒子

雲母

ハ･ナ.

指
ハ (27.0）

口繊部破

片
9５

2区6号住居 204 3１
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ･ナ (25.4） 破片 １１３.力周一括

2区６号住居 204 3２
土師器

喪
平安時代 赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
23.0

口緑部破

片

17,89,力２．

1５．１６．２３、

2区6号住居 ２０４ 3３
土師器

喪
平安時代

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ ハ･ナ (25.0）

口縁部破

片
２０

2区6号住居 ２０４ 3４
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

雲母．
ハ ハ (25.0）

口縁部破

片
3８，１２２

2区6号住居 ２０４ 3５
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

黒色粒子､雲

母
ハ･ナ ハ (27.0）

口縁部破

片

４１，５６，９１

9３，１１１

2区6号住居 204 3６
土師器

喪
平安時代

内:黒褐色

外:明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母
ハ
ハ･ナ.

指
木 １００ 20％ 64､一括 内:灰白色の付若物

2区6号住居 ２０４ 3７
土師器

喪
平安時代 褐色

黒色粒子､雲

母
ハ ハ･ナ 8.0 30％ 6３

2区6号住居 ２０４ 3８
土師器

喪
平安時代 褐色 密 ハ ハ 木 (9.1） 底部破片

81,117,力間

一括

2区6号住居 ２０４ 3９
土師器

小型饗
平安時代 褐色 樵 ハ ハ 木 (7.6）

底部～体

部破片
2２

2区6号住居 ２０５ 4０
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ ハ (28.6）

ロ縁部破

片
2１

2区6号住居 ２０５ ４１
土師器

喪
平安時代 にぶい燈色

黒色粒子､雲

母
ナ ハ (30.0）

口縁部破

片
9０ 内:粘土塊付蒜

2区6号住居 ２０５ 4２
土師器

喪
平安時代 褐色

黒色粒子､雲

母
ハ･ナ ハ･ナ (36.0）

口縁部破

片
39,60､一括

2区6号住居 ２０５ 4３
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ ハ ２７．６

口繊部破

片
1４，１９

2区6号住居 2０５ ４４
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ハ･ナ ハ･ナ (25.5）

口縁部破

片
１１９

2区6号住居 2０５ ４５
土師器

喪
平安時代 褐色

雲母､砂粒多

戯
ハ･ナ

ハ･ナ。

指
(23.2） １

１
I縁部破 65,85,91、力

南一括

2区6号住居 2０５ ４６
土師器

喪
平安時代 にぶい横色

黒･白色粒子、

雲母､細砂粒
ハ ハ (24.2）

口縁部破

片
8９

2区6号住居 2０５ ４７
土師器

小型翌
平安時代 にぶい赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ

ハ･ナ．

輪
(14.4）

口縁部破

片
1８

2区6号住居 205 ４８
土師器

護
平安時代 褐色 密 ハ ハ･指 木 (9.1） 底部破片 123､一括

2区6号住居 2０５ ４９
土師器

小型喪
平安時代 褐色 裕 ハ ハ･借 木 (6.6） 底部破片 力２５，３６

2区6号住居 2０５ ５０
土師器

喪
平安時 赤褐色 密 ハ ハ･ナ 木 (9.6） 底部破片 5８

2区6号住居 2０５ 5１
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ ハ 木 8.6 底部破片 ２７

2区6号住居 2０５ 5２
土師器

喪
平安時代 明褐色

黒色粒子､雲

母､砂粒
ハ ハ (8.0） 底部破片 ８１

2区6号住居 2０６ 5３
土師器

喪
平安時代 燈色

黒･白色粒子

雲母､細砂粒
ハ ハ １

１
|縁部破

8０

2区6号住居 2０６ 5４
土師器

喪
平安時代

内:にぶい樋色､．

外:燈色

赤･黒･白色粒

子､雲母､石英
ロ ロ (１１．１５）

|縁部破
6０

2区6号住居 2０６ 5５
土製品

土錘
平安時代 明褐灰色 赤･白色粒子

長さ

３．２

幅

2.0

厚さ

2.0
ほぼ完形 ２８ 煤付着

2区6号住居 206 5６
土師器

坪
平安時代 催色 赤色粒子

口・へ｡

輪
ロ．i聯 へ (11.2） (5.0） 3.9 25％ 一括

2区6号住居 ２０６ 5７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・へ ロ･I噺 (11.5） (4.6） (3.7）

u縁部破

片
力南一括

2区6号住居 ２０６ 5８
黒色土器

坪
平安時代 明赤褐色 赤･黒色粒子 口 暗 (12.8）

口縁部破

片
一括

2区6号住居 ２０６ 5９
黒色-ｔ器

坪
平安時代 樋色

赤色粒子､雲

母

ロ ロ へ 5.4 底部破片 一播

2区6号住居 2０６ 6０
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 へ 婿 (4.6） 底部破片 一柵



百々遺跡５遺物観察表(9)

遺構 図 悉号

2区６号住居 2０６ ６１

2区7号住居 ２０６ １

2区7号住居 ２０６ ２

2区7号住居 ２０６ ３

2区7号住居 2０６ ４

2区7号住居 2０６ ５

2区7号住居 ２０６ ６

2区7号住居 206 ７

2区7号住居 206 ８

2区７号住居 206 ９

2区7号住居 ２０６ 1０

2区７号住居 ２０６ １１

2区7号住居 ２０６ １２

2区７号住居 ２０６ １３

2区7号住居 ２０７ 1４

2区7号住居 ２０７ 1５

2区7号住居 ２０７ 1６

2区7号住居 2０７ 1７

2区7号住居 ２０７ 1８

2区7号住居 2０７ １９

2区7号住居 2０７ 2０

2区8号住居 208 １

2区8号住居 2０８ ２

2区8号住居 208 ３

2区8号住居 2０８ ４

2区8号住居 208 ５

2区8号住居 2０８ ６

2区8号住居 208 ７

2区8号住居 2０８ ８

2区8号住居 208 ９

2区8号住居 208 １０

2区8号住居 ２０８ １１

2区８号住居 ２０８ １２

2区8号住居 ２０８ １３

2区8号住居 ２０８ 1４

2区8号住居 208 1５

2区8号住居 ２０８ １６

2区８号住居 ２０８ 1７

2区8号住居 2０９ 1８

2区8号住居 2０９ 1９

2区8号住居 2０９ 2０

器種

土師器

皿

土師器

坪

土師器

杯

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

杯

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

黒色土師

坪

土師器

皿

灰紬陶器

壷

土師器

小型喪

土師器

翌

土師器

翌

土師器

喪

灰紬陶器

壷･喪

鉄製品

刀子

土師器

喪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪

土師器

坪･皿

土師器

坪

土師器

坪

土師器

高台坪

土師器

皿

土師器

皿

土師器

皿

土師器

皿

土師器

皿

土師器

皿

土師器

小型喪

土師器

喪

土師器

翌

土師器

喪

土師器

喪

時期

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

色調

燈色

燈色

褐色

機色

樋色

燈色

燈色

褐色

褐色

明赤褐色

僚色

にぶい黄燈色

燈色

浅黄色

にぶい燈色

内:にぶい燈色、

外:燈色

にぶい赤褐色

順褐色

内:灰色､外:暗オ

リーブ色

にぶい燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

燈色

僚色

燈色

燈色

燈色

樋色

燈色

褐色

内:褐色

外:黒褐色

燈色

褐色

明赤褐色

胎土

赤･白色粒子

砂粒

赤色粒子多戯

密

綴密

赤色粒子

赤色粒子､砂

粒多馳

赤色粒子

赤色粒子

赤色粒子

密

黒色粒子

密

黒色粒子

白色粒子､雲

母

赤･黒･白色粒

子､石英､雲母

黒･白色粒子

多量､細砂粒

雲母･砂粒多

量

黒･白色粒子

黒･白色粒子、

石英､雲母

赤色粒子

綴密

赤色粒子

綴密

赤色粒子

赤色粒子

綴密

織密

織密

織密

赤色粒子

赤色粒子

赤色粒子

綴密

繊密

雲母･小石多

量

黒･白色粒子、

石英

石英､砂粒

黒･白色粒子、

石英､雲母

黒･白色粒子、

石英､雲母

体･外

ロ・へ

ロ・へ

ロ・ヘ

ロ･へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ

ロ

ハ･ナ

ハ･ナ．

指

夕

ロ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ロ・へ

ヘ

ロ・ヘ

ロ・へ

ロ・ヘ

へ

ロ・へ

へ

へ

へ

ロ・へ

ロ

ロ

ロ

ハ･ナ

ハ･ナ

ル 肥技法･特’砲 法ＩｉＭｍ）

体･内 底部 口径 底径

ロ J、 (6.7） (5.2）

ロ へ (１１．７） (4.8）

ロ へ (14.4） (5.6）

口 (13.1） (5.7）

ロ (14.1）

ロ (16.6）

ロ (16.4）

ロ (14.0）

ロ ヘ (4.0）

ロ へ (5.6）

ロ へ (4.0）

(13.8）

ロ (13.0）

ロ (13.2）

ロ 回糸 1３．８ 7.6

ロ (12.9）

ハ･ナ．
(17.8）

指

ハ･ナ．
(25.0）

指

当・ナ

長さ 幅

3.3 ０．８

ロ (16.2）

ロ･暗 1１．２ ５．２

ロ (１０．３）

(１１．０）

ロ へ (12.0） (6.2）

ロ・へ (11.0）

ロ (7.1）

暗 回糸 １１．１ 5.5

(12.2）

ロ･暗 (16.1） (8.9）

ヘ (14.7） 6.0

暗 (6.0）

暗 へ (6.0）

暗 へ (7.8）

暗 ヘ (4.6）

暗 へ (5.2）

ロ 回糸 (１０．０） 6.0

ロ (21.0）

ロ 回糸 8.9

ハ･ナ．
1６．７ 6.7

指

ハ･ナ．
(26.8）

指

器間

2.2

(4.0）

(5.0）

(4.3）

1４．３

厚さ

(0.2）

4.4

一

３．９

4.2

6.2

2.0

8.7

1２．２

１５．０

残存率

25％

75％

20％

25％

ロ縁部～

体部破片

ロ縁部～

体部破片

口縁部～

体部破片

口縁部破

片

底部～体

部破片

底部～体

部破片

底部～体

部破片

口縁部～

体部破片

口縁部～

体部破片

底部～体

部破片

70％

口縁部破

片

口縁部～

体部破片

口縁部～

体部破片

体部破片

口縁部破

片

80％

口縁部～

体部破片

ロ縁部～

体部破片

35％

25％

底部～体

部破片

45％

口縁部～

体部破片

20％

35％

底部～体

部破片

底部～体

部破片

底部～体

部破片

底部～体

部破片

底部～体

部破片

35％

口縁部破

片

底部～体

部破片

60％

口縁部～

胴部破片

注記番号 備考

一括

力１１、一括

力９，力１０

1,力8,一括

２

14,土集一括

力１９､一括

力12､一括

７

力３

力７

1２，１３

10,-．括

力１ 削りだし高台

4,5､力前一括、

土集一括

8,9

力４，一括

３，１１､力１３～

1６．１８

６

重さ5.579

一括

007,009
内而不明瞭

010,014､一括

１０ 内面不明瞭

１１､一括

64､一括

3,4

2８ 底部不明瞭

19､一括

２

００６
内面不明瞭

削りだし高台

008､一括

45､一括 放射状暗文

22,23､一括 渦巻き状暗文

53､一括

５７ 放射状暗文

2５ 放射状暗文

５

力12､カー括

012,18,26､力

2３

力７．９．１６～１９．

22.23､一括
底部不明瞭

力１３．１４．３２～

34､一括

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､何へ一回転へラ削り､ナ一なで､暗→暗文､ミ→みがき､回糸→回転糸切り､ハ→ハケメ､指→指頭圧痕､木→木葉痕､輪一鎗積痕､夕→タタキ目､当→当て典痕､カー･カキメ

－３４１－



百々遺跡５遺物観察表(10）

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､回へ→阿転へラ削り､ナ→なで､略→暗文､ミ→みがき､Ｉｎｌ糸→回維糸切り､ハ→ハケメ､桁→楕頭Ⅱ;痕､木→木莱痕､輪→輪械痕､夕→タタキ側､当→淵て典痕､力→力キメ

－３４２－

遺柵 図 番号 器種 時期 色調 胎土
1J

体･外

上形帖法･斜Ｉ

体･内
晩

底部
披峨(〔､）

口径 底径 器高 残存率 注記番号 備考

2ｌｘ8号住居 2０９ 2１
土師器

喪
平安時代

内:暗褐色､外:褐

色

白色粒子･砂

粒多股

ハ･ナ．

指
ハ･指 (30.3）

縁部～

胴部破片

１４，４０，４６,一

柄

2区８号住居 2０９ 2２
土師器

喪･鉢
平安時代

内:明褐色､外:褐

色

白色粒子､雲

母

ハ ハ･指 8.5
底部～体

部破片
1２

2区8号住居 2０９ 2３
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母

ハ ハ･指 木 (9.4）
底部～体

部破片
49､一括

2区8号住居 ２１０ 2４
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､石

英､雲母
ハ･ナ ハ (23.5）

口縁部～

胴部破片

０１５，１２，５８

61,63､力２

2区８号住居 ２１０ 2５
土師器

鉢
平安時代

内:燈色､外:暗褐

色

赤･黒･白色粒

子､石英､雲母
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
(31.6） 破片 ００６，７，９

2区8号住居 ２１０ 2６
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ･ナ ハ･ナ (36.0）

ロ縁部～

胴部破片
１

2区８号住居 ２１０ ２７
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ
ハ･ナ.

当
木 8.4 底部破片 ６

2区８号住居 ２１０ ２８
土師器

狐
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

石英､雲母
ハ ハ 木 (7.3） 底部破片 40､一括

2区８号住居 ２１０ ２９
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母

ハ ハ 木 (8.5） 底部破片 2１

2区8号住居 ２１０ ３０ 鉄製品 平安時代
長さ

2.5

幅

1.3

厚さ

0.4
砿さ3.559

2区8号住居 ２１０ ３１
土師器

皿
平安時代 燈色 徹密 ヘ ロ へ (7.7）

底部～体

部破片
一・括

2区８号住居 ２１０ 3２
須恵器

坪
平安時代 灰色 密､やや砂質 ロ ロ (5.5）

底部～体

部破片
一括

2区8号住居 ２１０ 3３
土師器

蓋
平安時代 燈色 赤色粒子、 ロ ロ (14.9） 破片 一括

2区8号住居 ２１０ 3４
土師器

小喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母

ハ ハ (20.0）
底部～体

部破片
一括

2区８号住居 ２１０ 3５
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母
ハ･ナ ハ

口縁部破

片
１２

2区９号住居 ２１１ １
土師器

喪
平安時代 褐色

白色粒子･雲

母･砂粒多量
ハ･ナ ハ･ナ (27.0）

u縁部破

片
４

2区9号住居 ２１１ ２
土師器

翌
平安時代 褐色 密､砂粒含む ハ･ナ ナ (27.0）

片

縁部破
６

2区9号住居 ２１１ ３
土師器

喪
平安時代 褐色

白色粒子･雲

母多殴

ハ･ナ。

指
ハ (30.9）

ｕ縁部破

片
３

2区9号住居 ２１１ ４
土師器

翌
平安時代 褐色

雲母･砂粒多

愚
ハ･ナ ハ･ナ

ｕ縁部破

Ⅱ。
５

2区9号住居 ２１１ ５
土師器

喪
平安時代 暗褐色

赤色粒子･雲

母多餓
ハ 指 木 (10.6） 底部破片 ２

2区９器住居 ２１１ ６
灰紬陶器

喪
平安時代 灰色 白色粒子多段 夕 当 体部破片 1

2区９号住居 ２１１ ７
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子多賦 ロ・へ ロ (12.9）

底部～体

部破片
一括

2区１０号住居 ２１１ １
土師器

坪
平安時代

内:黄褐色､外:燈

色

赤色粒子､細

砂粒
ロ・ヘ 口･暗 (１１．２）

口縁部破

片
力１

2区１０号住居 ２１１ ２
土師器

皿
平安時代 にぶい燈色

赤色粒子､細

砂粒
ロ・へ ロ へ (13.2） (5.4） 2.4 破片 力４

2区１０号住居 ２１１ ３
土師器

坪
平安時代 燈色

白色粒子･砂

粒少風
ロ・へ 口･暗 (１２．４） 破片 一括

2区１０号住居 ２１１ ４
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･白色粒子．

細砂粒多鼠
ロ・へ ロ (14.8） 破片 一括 摩耗

2区１０号住居 ２１１ ５
土師器

杯
平安時代 横色 細砂粒 ロ・へ ロ (10.4） 破片 一・括

2区１０号住居 ２１１ ６
上師器

坪
平安時代 内

外
にぶい燈色、

燈色

赤色粒子､細

砂粒
ロ・ヘ ロ へ ４．５ 底部破片 一括

2区１０号住居 ２１２ ７
黒色土器

坪･鉢
平安時代 内

外
黒色

燈色

赤色粒子､砂

粒
ロ・へ

『
へ
一 7.2 30％ 一括 削りだし商台

2区１０号住居 ２１２ ８
灰紬陶器

喪
平安時代 内

外
灰色

オリーブ灰色

黒色粒子･細

砂粒多量
口 (9.6）

Ij縁部破

片
一括

2区１０号住居 ２１２ ９
土師器

翌
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
一・括

2区１０号住居 ２１２ １０
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ (28.0）

底部～体

部破片
一括

2区１１号住居 ２１２ １
土師器

坪
平安時代 燈色 砂粒 ロ・へ ロ･暗 ヘ (12.0） 4．３５ 5.0 60％ ２９ 外面:線刻

2区１１号住居 ２１２ ２
土師器

坪
平安時代 赤褐色 砂粒 ロ・ヘ ロ･暗 へ １１．３ 3.8 4.6 定形 穴６ 内面摩耗

2区１１号住居 ２１２ ３
土師器

商台坪
平安時代 燈色 砂粒 ロ・へ

立
岡
、
、 (18.6） (6.6） 5.7 25％ １０､一括 削りだし間台

2区１１吟住居 ２１２ ４
土師器

坪
平安時代 明赤褐色 砂粒 ロ・へ ロ･暗 ヘ 4.4

底部～体

部破片
穴１２６ 外面:黒色付着物

2区１１号住居 ２１２ ５
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

赤色粒子､砂

粒

ロ ロ 回糸 (１３．８） (6.4） ４．４ 破片 3０，３１

2区１１号住居 ２１２ ６
土師器

坪
平安時代 燈色 砂粒 ロ・ヘ ロ･暗 (14.0） 体部破片

穴１０．１１．一

括､貯一･括

2区１１吟住居 ２１２ ７
黒色土師

坪
平安時代 にぶい燈色

赤･黒･白色粒

子､石英
ロ ハ・ミ へ １３．１ 5.4 ４．５ 60％ 1９

2区１１号住居 2１２ ８
黒色土師

坪
平安時代 にぶい燈色

赤色粒子､雲

母､小石

ロ
へ
『
へ 回糸 1２．８ 5.5 ４．４ 80％ 3,4

2区１１号住居 ２１２ ９
黒色土師

高台坪
平安時代

内:赤褐色､外:に

ぶい燈色
砂粒 ロ・ヘ ロ･暗 1６．４ ６．４ 5.9 70％ 力８～１２

内:放射･らせん状暗文､甲斐卿

削りだし商台



百々遺跡５遺物観察表(11）

成形技法･特徴の用例:ローロクロなで､へ一．ヘラ削り､回へ→回転へラ削り､ナ→なで､暗一・暗文.ミ→みがき､回糸一・回転糸切り､ハ一ハケメ､指→指頭爪痕､木→水菜痕､輪→輪積痕､夕一夕タキ目､当一当て具痕､力一カキメ

－３４３－

遺椛 図 番号 器極 時期 色調 胎土
lｉ

体･外
［形技法･特ｉ

体･内

閲

底部

法凧《“1）

口径 底径 器高 残存率 注記番号 備考

2区１１号住居 ２１２ １０
黒色土師

坪
平安時代 燈色

赤色粒子､雲

母､砂粒
ロ

立
間
卿
加 1５．２

口縁部破

片
穴7,穴一括 外面:線刻

2区１１号住居 ２１２ １１
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:灰白

色

黒色粒子､砂

粒

へ
、
『 6.2 破片 3３

2区11号住居 ２１３ 1２
黒色土師

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 へ 暗 J、 7.0 底部破片 2４

2区１１号住居 ２１３ １３
黒色土師

坪
平安時代

内:黒色､外:にぷ

い黄燈色

赤･黒色粒子、

雲母

一
一
一 回糸 (6.8） 破片 １

2区１１号住居 ２１３ 1４
黒色土師

皿
平安時代 撹色

赤･黒色粒子、

雲母

ロ
へ
「
『 1３．８

口縁部破

片
3３

2匹１１号住居 ２１３ １５
土師器

高台皿･碗
平安時代 にぶい僚色 砂粒 回糸 7.0 底部破片 力１ 貼り付け高台

2区１１号住居 ２１３ １６
土師器

皿
平安時代 砂粒 ロ・へ ロ 回糸･へ (13.0） 1.8 50％

穴１６．１８､かく

穴一括

2区11号住居 ２１３ １７
灰紬陶器

－且守

鍾

平安時代 褐灰色
白色粒子､細

砂粒
ロ ロ (8.2） 底部破片 一括

内面:オリーブ褐色の付着物

貼り付け高台

2区11号住居 ２１３ １８
土師器

翌
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
1３．４

ﾛ縁部～

体部破片
力２２

2区１１号住居 ２１３ 1９
土師器

喪
平安時代 内

外
燈から黒褐色、

赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ 1８．４

口縁部～

体部破片
２３

2区11号住居 ２１３ 2０
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ (31.0）

口縁部～

体部破片
３

2区１１号住居 ２１３ ２１
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ (28.0）

口縁部～

体部破片
26,力13､一括

2区11号住居 213 ２２
土師器

翌
平安時代 内

外
黒褐色

赤褐色

白色粒子､雲

母､砂粒
ハ･ナ

ハ･ナ．

指
(18.8）

ロ縁部～

体部破片
１８

2区１１号住居 ２１３ ２３
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母､砂粒
ハ･ナ ハ･ナ (27.4）

口縁部～

休部破片
１６

2区１１号住居 ２１３ ２４
土師器

翌
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ 指 木 (8.2）

底部～体

部破片
15,21､一括

2区11号住居 ２１４ ２５
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

白色粒子､雲

母､砂粒
ハ ハ･指 木 (8.8）

底部～体

部破片
６

2区１１号住居 ２１４ ２６
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒･白色粒子、

雲母､砂粒
ハ ハ･指 木 (8.0）

底部～体

部破片
２７

2区１１号使居 ２１４ ２７
土師器

喪
平安時代

内:褐色､外:赤褐

色

赤･白色粒子、

雲母､砂粒
ナ ナ

口縁部破

片
1２

2区１１号住居 ２１４ 2８
土師器

喪
平安時代 内:燈色､外:褐色

ｆ･白色粒子、

璽母､砂粒
ナ･指 ハ

口縁部破

片
2８

2区１１号住居 ２１４ ２９
土師器

坪
平安時代 にぶい燈色 砂粒 ロ・へ 指 (6.6） 体部破片 貯一括

2区１１号住居 214 ３０
土師器

坪
平安時代 にぶい黄褐色 砂粒 ロ・ヘ 指 (１０．４） 20％ 一括

2区１１号住居 214 ３１
黒色土師

坪
平安時代 燈色

赤･黒色粒子、

石英
口

「
一
一

口縁部～

体部破片
一括

2区１１号住居 2１４ 3２
土師器

喪
平安時代 褐色

黒･白色粒子、

雲母
ハ
ハ･ナ．

指
木 (9.2）

底部～体

部破片
一括

2区１２号住居 ２１４ １
土師器

坪
平安時代 横色 赤･黒色粒子 ロ 暗 へ 1１．２ ４．８ 4.3 75％ 貯１ 内外而煤付着

2区１２号住居 2１４ ２
土師器

坪
平安時代 燈色

白･赤･黒色粒

子

ロ・へ ロ ヘ 1２．６ 5.0 4.2 80％ １１

2区１２号住居 ２１４ ３
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ･へ ロ (12.0） ４．６ (4.2）

1.縁部～

磯部破片
７

2区１２号住居 ２１４ ４
土師器

坪
平安時代 橿色 白･黒色粒子 へ 暗 (12.0）

口縁部破

片
４

2区12号住居 ２１４ ５
土師器

坪
平安時代 明赤褐色 白･黒色粒子 へ (13.2）

口縁部破

片
貯1８

2区１２号住居 ２１４ ６ 平安時代 燈色 赤色粒子 ロ ロ (15.0）
口縁部破

片
貯2０ 外面不明瞭

2区１２号住鵬 ２１４ ７
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子
ロ ロ (19.0）

口縁部破

片
貯2４ 外面不明瞭

2区１２号住居 ２１４ ８
坪

土師器
平安時代 燈色 白色粒子 ロ・ヘ ロ (18.0）

口縁部破

片
貯９．貯1２

2区１２号住居 ２１４ ９
坪

黒色土器
平安時代

内･黒色

外．にぶい褐色
赤色粒子 ロ・へ ロ へ 1７．２ (5.6） 30％ ５

2区１２号住居 ２１５ １０
坪

土師器
平安時代 桧色 赤･黒色粒子 ロ・へ ロ 回糸･へ 1２．３ 4.5 2.4 完形 1３

2区１２号住居 ２１５ １１
皿

土師器
平安時代 燈色 黒･白色粒子 ロ・へ (13.0）

口縁部破

片
力１０

2区１２号伽苦 ２１５ １２
皿

土師器
平安時代 黒･赤色粒子 ロ (13.0）

口縁部破

片
９

2区12号住居 ２１５ １３
皿

土師器
平安時代

白･黒色粒子

雲母
ナ･ハ ハ (14.0）

口縁部破

片
力１３

2区１２号住居 ２１５ １４
喪

土師器
平安時代 明赤褐色

白･黒色粒子

雲母
ハ ハ (10.0） 底部破片 貯３

2区１２号住居 ２１５ 1５
喪

土師器
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

雲母
ナ･ハ ハ

口縁部破

片
貯8､力4,力５

2区１２号住居 ２１５ １６
喪

土師器
平安時代

外･赤褐色

内･褐色～黒褐色

細砂粒･白色

粒子､雲母
ハ
ハ･鎗・

指
体部破片 力１２

2区１２号住居 ２１５ １７
喪

土師器
平安時代 明赤褐色

赤･黒色粒子、

雲母
ﾉ、 ハ (31.6）

口縁部破

片
1５

2区１２号住居 2１５ 1８
喪

土師器
平安時代 明赤褐色

白･黒色粒子、

雲母
ナ･ハ ハ (31.0）

ロ縁部破

片

貯４，力１５､力

１４



百々遺跡５遺物観察表(12）

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ→ヘラ削り､回へ→回転へラ削り､ナ→なで､暗→暗文､ミ→みがき､回糸→回転糸切り､ハ→ハケメ､指式指頭雌痕､木→木葉痕､輪→輪袖痕､夕→タタキ目､当一当て共痕､力→カキメ

－３４４－

遺構 図 番隻号 喪 時期 色調 胎土
1１

体･外
上形批法･糊

体･内
駒

底部
法IitkllI）

口径 底径 器高 残存率 注記番号 備考

2区12号住居 2１５ 1９
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

臼･黒色粒子、

雲母
ハ ハ 28.0

口縁部破

片
８

2区１２号住居 ２１５ 2０
土師器

翌
平安時代 明赤褐色

白･黒色粒子

雲母
ハ･ナ ハ (28.0）

口縁部破

片
1４

2区12号住居 ２１６ ２１
土師器

弧
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

雲母
ハ ハ (29.0）

口縁部破

片
９

2区12号住居 ２１６ 2２
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

雲母
へ ハ

口縁部破

片
貯８

2区１２号住居 ２１６ 2３
土師器

喪
平安時代 横色

臼･黒･赤色粒

子雲母
ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
１０

2区12号住居 ２１６ 2４
須恵器

喪･壷？
平安時代 褐灰色 白色粒子 夕 へ 体部破片 ５

21Ｘ１２号住居 ２１６ ２５ 灰紬陶器 平安時代 灰色 白色粒子 ロ・へ ロ 体部破片 １

2区１３号住居 2１６ １
土師器

皿
平安時代 燈色 赤･黒色粒子 ロ・ヘ 糸･へ 1３．０ 8.0 2.1 95％

力16,力１７

力１８，力１９

2区13号住居 216 ２
土師器

喪
平安時代 にぶい赤褐色

黒色粒子､雲

母
ハ･ナ ハ･ナ (29.0）

口縁部

１０％

力１２

力１４

力１３
外而頚部に工具痕

2区１３号住居 2１６ ３
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒･白色粒子

雲母
ハ･ナ ハ (27.6）

口縁部破

片
力５

2区１３号住居 2１７ ４
土師器

喪
平安時代

外･暗赤褐色

内･燈色

赤･黒･白色粒

子雲母
ハ
ハ･指．

輪
破片

力２，力８，力４

力３，力７，力１１

2区１３号住居 ２１７ ５
土師器

坪
平安時代 燈色

赤･黒･白色粒

子

へ ハ･ナ ４．２ 底部 一括

2区14号住居 ２１７ １
土師器

杯
平安時代 明赤褐色 白･赤色粒子 ロ・へ ロ･暗 1糸･へ (11.1） 4.6 ４．１ 55％

38,46,51,-.

括

2区１４号住居 ２１７ ２
土師器

坪
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・へ 口 回糸･へ １０．７ 4.8 4.15 完形 1７

2区１４号住居 ２１７ ３
土師器

坪
平安時代 明赤褐色 赤･黒色粒子 ロ・ヘ 口･暗 へ (10.3） (５０） 3.7 １５％ 5７

2区14号住居 ２１７ ４
土師器

杯
平安時代 明赤褐色 赤･白色粒子 ロ・へ 暗 へ 5.2 40％

貯付近一括

1２，１３

2区14号住居 ２１７ ５
土師器

坪
平安時代 燈色 臼･赤色粒子 ロ・へ ロ･暗 (10.7）

口縁部破

片
１

2区１４号住居 ２１７ ６
須恵器

高台坪？
平安時代 明灰色 白･黒色粒子 ロ･回へ ロ (14.7） 15％ 3４，３７

2区14号住居 ２１７ ７
須恵器

坪
平安時代 褐灰色 白･黒色粒子 ロ ロ 回糸 6.0 底部破片 ２５

2区１４号住居 ２１７ ８
土師器

Ⅲ
平安時代 明黄褐色 白･赤色粒子 ロ･回へ ロ･暗 回糸 14.3 2.55 6.7 50％ ２２，２４，２６ 放射状暗文

2区１４号住居 ２１７ ９
土師器

皿
平安時代 明赤褐色 白･赤色粒子 へ･回へ 暗 回へ 6.4 30％ 3８ 放射状暗文

2区14号住居 ２１７ １０
土師器

皿
平安時代 明赤褐色 白･赤色粒子 ロ ロ

口縁部破

片
力１４

2区１４号住居 ２１８ 1１
土師器

壷？
古墳時代

､外.にぶい黄褐色

内｡にぶい黄燈色
白･黒色粒子 ハ ハ (9.4） 底部破片 １４住外５

2区14号住居 ２１８ 1２
土師器
幸
蝿

古墳時代 にぶい燈色
白･赤色粒子

黒雲母
ハ ハ･輪

頚部～体

部破片

14住外2,14住

外3,14住外１４

2区14号住居 2１８ １３
土師器

垂』用P

fI鷺

古墳時代 燈色 白･赤色粒子 ナ ナ (13.0）
口縁部破

片

14{1

14tＩ

一括

外１
内外而不明瞭

2区１４号住居 218 1４
土師器

小型喪
平安時代 暗赤褐色

白色粒子

金･黒雲母
ハ･輪 ハ･輪 (6.7）

口縁部破

片
力１

2区１４号住居 218 1５
土師器

喪
平安時代 にぶい褐色

細砂粒･白･黒

色粒子､雲母
ハ･ナ ハ･ナ (31.8）

体部～口

縁破片

40,力５，力１０

30,29,45,36

2区14号住居 218 １６
土師器

翌
平安時代

外･暗赤褐色

内．にぶい赤褐色

白･黒色粒子

金雲母
ハ･ナ ハ (26.3）

口縁部破

片
1０

2区１４号住居 218 1７
土師器

喪
平安時代 赤褐色

白･黒色粒子

金雲母
ハ･ナ ハ･ナ (25.5）

口縁部破

片
一括､８

2区14号住居 218 1８
土師器

喪
平安時代

外･明赤褐色

内･赤褐色

臼･黒色粒子

雲母
ハ ハ 木 (7.7）

底部･体

部破片
3､一括

2ｌｘ１４号住居 ２１８ 1９
土師器

喪
平安時代 暗赤褐色

白･黒色粒子

金･黒雲母
ハ･指 ハ 木 7.9

底部～体

部
7,一括

2区14号住居 ２１８ ２０
土師器

喪
平安時代 赤褐色

白･黒色粒子

金雲母
ハ ハ･ナ 木 (7.4）

底部･体

部破片
6,一括

2区１４号住居 ２１９ ２１
土師器

翌
平安時代

外･明褐色

内･赤褐色

白色粒子､金

雲母
ハ ハ･ナ 木 9.1

底部～体

部

19,21,23,力１

力６､力7､力９

2区１４号住居 2１９ 2２
土師器

喪
平安時代 黒褐色

白･黒粒子

金雲母
ハ･木 ハ 木 8.9

底部･体

部一部
11,力16､一括

21Ｘ１４号住居 ２１９ ２３
土師器

喪
平安時代 赤褐色

黒色粒子

黒･金雲母
ハ ハ･指 木 (8.4）

底部･体

部

14住１６，２７，２８

一括､１４住力１

21Ｘ14号住居 ２１９ 2４
土師器

弧
平安時代 にぶい黄褐色 白･黒色粒子 ナ ハ

口縁部破

片
４

2区１４号住居 ２１９ 2５ 鉄製品 平安時代
0.45

0.34

0.13

0．１５

0.05

0.06
一括

2区14号住居 ２１９ 2６
土師器

坪
平安時代 明赤褐色 赤･白色粒子 ロ・へ ロ･暗 (10.8） １５％ 一括 外面体部線刻

2区１４号住居 ２１９ 2７
土師器

坪
平安時代 赤褐色 白･赤色粒子 ヘ ロ･暗 体部破片 一括 体部外面刻書

2区１４号住居 ２１９ 2８
土師器

皿
平安時代 明赤褐色 赤･白色粒子 ロ･回へ ロ 回へ (15.4） (7.4） 1.9 28％ 一括

2区14号住居 ２１９ ２９
土師器

皿
平安時代 明赤褐色 赤･白色粒子 ロ･回へ ロ･暗

回糸

回へ
(15.2） (7.4） 2.0 35％ 一括



－３４５－

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで.ヘ一ヘラ削り､河へ→同転へ りり､ナ→なで､暗→暗文､ミ一みがき､1両１糸→IIjl転糸切り､ハ→ハケメ.指→指頭Ⅱ畠痕､木一木葉痕.鎗一捻積痕､夕→タタキ目.当一当て具痕､力一カキメ

遺構 図 番号 器種 時期 色調 胎土
上形推挫･特ｉ

体･内

勘

底部

峰:､1ｋ，､）

口径 底径 器間 残存率 注記番号 備考

2区14号住居 ２１９ 3０
土師器

皿
平安時代

燈色(外･一部黄崎

色）
|‘l･赤色粒1忽 ロ･回へ ロ (１５．０）

口縁部破

片
一折 放射状暗文

2区１４号住居 ２１９ 3１
土師器

鉢？
平安時代 燈色 I‘I･赤色粒ｒ ロ 口

片

縁部破
一括

2ｌｘ１５号住居 ２２０ １
土師器

皿
平安時代 燈色

細砂粒･ｒｌ色

粒ｒ
ロ ロ

ヘ
ー
Ｉ胆

へ (１２．３） 5.0 ２．９
70％

５．７．一括

21Ｘ15号住居 ２２０ ２
土師器

皿
平安時代 燈色

細砂粒･赤色

粒I畠
ロ・へ ロ (12.8） 25％ 力ｌ･一括

2区１５号住居 ２ ３
土師器

小型喪
平安時代

外･褐色内．

にぶい褐色

細砂粒･Ｉ'１．黒

粒ｆ金雲母
ハ･ナ指

ハ･ナ．

指
(16.2）

口縁部破

片
３

2区１５号住居 ２２０ ４
土師器

喪
平安時代

外．にぶい褐色

内･赤褐色

細砂粒･内･黒

粒子
ナ へ･指 水 (9.0）

底部～体

部破片
１ 底部木葉痕

2区１５号住居 ２２０ ５
土師器

喪
平安時代

外．にぶい褐色

内･褐色

細砂粒･白色

粒ｆ
ナ･ハ ナ･へ

口縁部破

片
４

2区１５号住居 2２０ ６
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

砂粒子･'‘l色

粒ｒ金雲母
ハ･ナ指 ハ･指 (31.8） ２５～30％

力２，力４，力５

力６､力７，力１１
内面:灰白色付着物

21Ｘ１５号住居 ２２０ ７
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

照･白色粒ｒ

命雲母
ハ･ナ ハ･指

口絃部破

片
力１５､一括

2区１５号住居 ２２０ ８
土師器

喪
平安時代 明赤褐色

細砂粒･lf1･黒

粒ｆ
へ・ハ ハ･ナ (28.2）

口縁部～

休部破片
力８，力９

2区15号住居 ２２１ ９
土師器

喪
平安時代 赤褐色

細砂粒･白･黒

粒ｆ金雲母
ハ･指 ハ (34.0）

口縁部～

体部破片

2区１５号住居 １ １０ 鉄製品 平安時代 0．２２ 0.04 一括

2区１５号住居 ２２１ １１ 鉄製品 平安時代 0.25 0.05 一柄

2区１５号住居 ２２１ １２
土師器

坪
平安時代 明赤褐色

細砂粒･赤色

粒ｆ
ロ・へ ロ

口緑部～

体部破片
一括

2区１５号住居 ２２１ １３
黒色土器

坪(碗）
平安時代

外･機色

内･黒色
赤色･砂粒ｆ 口 口 ロ (7.6） 破片 一括 貼り付け間台

2区15号住居 １ １４
黒色土器

坪･皿
平安時代 外

内
掻色

黒色
赤･黒色粒ｆ ・イ、 □ (6.6） 底部破片 一括

摩耗し不明瞭

削りだし高台

2区15号住居 ２２１ １５
土師器

(小型)喪
平安時代

外．にぶい褐色

内･黒褐色

細砂粒･rl色

粒ｆ
ハ･ナ ハ･ナ (12.6）

ロ線部～

体部破片
一括

2区土集 2２１ １
土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ・へ ロ １１．６

ロ縁部～

休部破片
５

2区土集 ２２１ ２
土師器

喪
平安時代 褐色

I‘l色粒子

金雲母
ナ ナ

口縁部破

片
５

2区土集 ２２１ ３
須恵器

喪･壷
平安時代 暗灰色 織密 夕 へ 体部破片 1４

2区土集 2２１ ４
土師器

喪
平安時代 褐色

命･黒雲母

白色粒子
ハ ハ

ｕ縁部破

片
８ ．

2区土集 ２２１ ５
腰帯具

石巡方
平安時代

表･青黒色

要･灰色

へ
、
『
？

岐大厚

０．８
40％ ９ 喚側に穿孔あり

2区土集 ２２１ ６
土師器

小型ロクロ喪
平安時代 燈色

雲母向色粒

『
ナ ナ 9.8

口縁部～

休部破片
一括

2区１号

掘立住建物跡
２２１ １

土師器

坪
平安時代 燈色 黒色粒子 ロ･回へ 暗 (17.0）

口縁～体

部破片
Ｐ３ 256号ピット

2区1号

掘立住建物跡
２２１ ２

土師器

坪
平安時代 燈色 ロ・ヘ 口 (12.0）

口縁部破

片
Ｐ５ 258号ビット

2区１号

掘立柱建物跡
2２１ ３

土師器

坪
平安時代 にぶい黄褐色 口 ロ

口縁部破

片
Ｐ６ 259号ビット

2区１号

掘立柱建物跡
2２１ ４

土師器

坪
平安時代 桧色 ロ ロ

口縁部破

片
Ｐ４ 257号ピット

2区１号

棚立柱建物跡
2２２ ５

黒色十器

皿
平安時代 内

外
黒色

黄褐色
ロ

へ
『
へ (13.0）

ｕ縁～体

部破片
２

255号ピット

体部外面墨書

2区1号

掘立柱建物跡
2２２ ６

土師器

皿？
平安時代 明赤褐色 鼎色粒子 ロ・へ ロ

口縁部破

片
Ｐ２ 255号ピット

2区1号

掘立柱建物跡
2２２ ７

土師器

蕊
平安時代 褐色

黒色粒子

雲母
ハ･ナ ハ

口縁部破

片
Ｐ３ 256号ビット

2区1号

掘立柱建物跡
2２２ ８

土師器

ロクロ喪
平安時代 にぶい褐色 黒色粒子 ロ ロ 体部破片 ＰｌＯ 263号ピット

2区1号

掘立柱建物跡
2２２ ９

土師器

喪
平安時代 褐色

黒色粒子

雲母
ハ ハ 頚部破片 Ｐｌ 254号ピット

2区3号

掘立住建物跡
2２２ １

土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ ロ

口縁部破

片
一括 体部外面線刻？

2区3号

堀立住建物跡
2２２ ２

土師器

坪
平安時代 燈色 ロ・へ ロ･暗

口縁部破

片
一括

2区３号

掘立住建物跡
2２２ ３

土師器

坪
平安時代 燈色 ロ ロ･暗

口縁部破

片
一括

2区3号

掘立住建物跡
2２２ ４

黒色-t器

坪
平安時代 色

色
黒
燈
内
外

赤･白色粒子 底部破片 一括

2区３号

掘立桃建物跡
2２２ ５

土師器

皿
平安時代 にぶい鐘褐色 赤色粒子 ロ ロ･暗

口縁部破

片
一括

2区3号

掘立柱建物跡
2２２ ６

土師器

皿
平安時代 明赤褐色 赤色粒子 底部破片 一括 底部線刻

2区３号

掘立住建物跡
２２２ ７

土師器

皿
平安時代 明赤褐色 黒･赤色粒子 へ ロ･暗 糸 底部破片 一括

2区３８号ピッ

卜
2２２ １

土師器

喪
平安時代 明赤褐色

黒色粒子

雲母
ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
ＮＰｌ

2区58号ピッ

卜
2２２ １

土師器

喪
平安時代 燈色 黒･赤色粒子

ハ･ナ

指
ハ･ナ (26.0）

口縁～体

部破片
ＮＰ２



百々遺跡５遺物観察表(14）

成形技法･特徴の用例:ロ→ロクロなで､へ一ヘラ削り､同へ→肺1転へラ削り､ナ→なで.暗→暗文.ミ→みがき､岡糸→In1犠糸切り､ハ→ハケメ､指一桁頭脈疲､木→木莱痕､総→翰獄痕､夕→タタキ目､当→当て具痕･力→カキメ

－３４６－

遺構 図 番号 器種 時期 色調 胎土 体･外
f形挫継･将ｉ

体･内
曲

底部 ｕ径
法１１Ｍ《、）

底径 器高 残存率 注記番号 備考

2区68号ピッ

卜
2２２ １

土師器

皿
平安時代 僚色 黒色粒子 ロ･回へ ロ ロ･暗 (13.0） 2.7 20％ ＮＰｌｌ

2区68号ピッ

ト
２２２ ワ

ー

土師器

高台坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ 底部破片 ＮＰｌ２ 削りだし高台

2区６８号ピッ

卜
２２２ ３

須恵器

壷･狐
平安時代

内:灰色

外:にぶい赤色
白色粒子 夕 当・へ 休部破片 ＮＰｌ２

2区91号ピッ

ト
２２３ １

土師器

皿
平安時代 燈色 赤･白色粒子 ロ・同へ ロ へ (9.0） 底部破片 ＮＰｌ４

2区１５６号ピ

ツト
２２３ １

土師器

皿
平安時代 明赤褐色 赤色粒子 ロ ロ

口縁部破

片
ＮＰ５

2区156号ピ

ツト．
２２３ ２

土師器

ロクロ喪
平安時代 明赤褐色 石英 ロ ロ 回糸 底部破片 ＮＰ５

2区178号ピ

ツト
２２３ １

土師器

喪
平安時代 赤褐色 黒色粒子 ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
ＮＰ９

2区178号ピ

ツト
２２３ ２

土師器

蕊
平安時代 赤褐色

黒色粒子

雲母
ナ ハ･ナ

口縁部破

片
ＮＰ９

2区179号ピ

ツト
２２３ １

土師器

坪
平安時代 明赤褐色 赤色粒子 ロ ロ･晴

口縁部破

片
ＮＰ６

2区181号ピ

ツト
2２３ １

土師器

坪
平安時代 機色 赤色粒子 ロ 口

口縁部破

片
ＮＰ８

2区183号ビ

ツト
２２３ １

土師器

坪
平安時代 橿色 赤色粒子 ロ・へ ロ

口線部破

ﾊ．
ＮＰ１０

2区183号ピ

ツト
２２３ ２

土師器

坪
平安時代 燈色 赤色粒子 ロ・へ ロ･暗

口縁部破

片
ＮＰ１０

2区334号ピ

ツト
2２３ １

土師器

喪
平安時代 褐色 雲母 ハ･ナ ハ･ナ

口線部破

片
ＳＰ４

2区343号ビ

ツト
2２３ １

土師器

坪･皿
平安時代 明赤褐色 赤色粒子 ロ・同へ ロ 回糸 底部破片 ＳＰ３

2区350号ビ

ツト
2２３ １

須恵器

喪
平安時代 灰白色

黒色粒子

雲母
夕 当・ナ

休部破片

ｕ縁部～
ＳＰ１

2区表採 2２３ １
土師器

坪
平安時代 燈色 白･赤色粒子 ロ・ヘ ロ (11.0） 3.5 腹部破片 一括

2区表採 223 ２
土師器

皿
平安時代 横色 臼･赤色粒子 回へ ロ へ 破片 一括

2区表採 2２３ ３
土師器

皿
平安時代 褐色 赤色粒子 ロ･回へ ロ･暗 底部破片 一括

2区表採 223 ４
土師器

喪
平安時代 赤褐色 ハ･ナ ハ･ナ

口縁部破

片
ＳＰｌ



第6章調査の成果

第１節百々遺跡３．５の集落変遷について(第224図225図）
百々遺跡は全調査区において、平安期の住居跡が251軒みつかった。この他にも掘立柱建物やピット群があり、

大きな集落を形成している。その概要は、百々遺跡２．４の報告書において、集落の中程で１０世紀（甲斐型土器

編年でxll期）に洪水を受け、南側半分がこの時期以降には集落を形成していないこと、北半分では平安期以降、

中世１５世紀頃まで継続していることを明らかにした。今回の報告では、百々遺跡２．４の南側となる遺跡南端部

の様相が明らかとなり、また北半部の中心的な位置となる百々遺跡３の２区が示されることとなった。前回、

百々遺跡２．４において考察した集落形態について、百々遺跡１の成果も合わせて、さらに連続する部分を検証

する形でみていくこととする。なお百々遺跡ｌにおける住居時期設定については再考した。

百々遺跡３のｌ区と百々遺跡５の１区は集落の南端部にあたり、この地区の住居跡はＶ11期（９世紀初頭）頃に

形成され、ＶⅢ期以降も安定して継続していく。最も新しい段階ではXII期（１０世紀前半）の住居跡があり、これ

が最後となる。以後は住居等はまったく形成されず、遺物もみられないことから、放棄してしまっているものと

見なせる。これは百々遺跡２．４の調査で、XII期頃に洪水を受けていることが明らかとなったことから百々遺跡

の南半分が壊滅的になったと想定した。同様に百々遺跡３．５の該期の住居跡についてもこの洪水による被災状

況がみてとれる。

百々遺跡３のｌ区において、XII期（１０世紀前半）の住居跡は３号住居跡、７号住居跡、８号住居跡であり、

百々遺跡５ではｌ区４号住居跡、２区１号・２号・７号住居跡である。百々３のｌ区３号住居跡（第１０図）では

シルト質の地山層に掘り込まれており、壁の崩落が著しい。覆土は、上層部がシルト質となり、以下土壌によっ

て埋没しているが、燈色の酸化鉄分を含み、水分の多い状況であったことがうかがえる。百々３の１区７号住居

跡（第１４図）は覆土上層がシルト質となり、その下には砂利を少量含む土壌が堆積する。住居廃絶後の埋没過程

でくぼ地となったところヘシルト質土が被っている状況である。百々３のｌ区８号住居跡（第１５図）は覆土の大

部分が黄褐色士であり、人為的な埋め戻し行為があったことをうかがわせている。百々遺跡５のｌ区４号住居跡

(第１５７図）の覆土は黒褐色土で酸化鉄を多く含むものであり、水分の多い状況での堆積を示している。百々遺跡

５の２区１号住居跡（第159図）でも暗褐色士の覆土上層中より酸化鉄が少量みられる。同じ２区２号住居跡（第

160図）では覆土上層部にシルト質士が厚くのる。２区７号住居跡（第１６７図）では覆土上層に1ｃｍほどの操を含

むくらいである。

百々遺跡２において６号住居跡と７号住居跡の覆土中には砂操が入り込んだ洪水の状況がみられるが、この砂

喋は周辺の住居の状況と比べても非常にせまい範囲において起こっていることがわかる。該期の周辺の住居は広

くシルト質土の堆積があり、もしくは埋没覆土中に水が入ったのみで、土砂シルトの堆積がなく酸化鉄分の沈着

がみられる程度である。しかし、これは百々遺跡２の６号・７号住居付近を中心に被災したのであるが、その範

囲は広く百々遺跡３の１区３号住居跡が最も中心地より遠く、およそ200ｍ南側に離れたところでも水を被った形

跡がある。シルトを被っている百々３のｌ区７号住居跡も、１８０ｍ程南側である。こうしてXII期（１０世紀前半）

の住居を覆うように広がる洪水は中心部で砂喋をもたらし、その周辺部には広くシルト、泥等を堆積させたこと

がわかる。そしてこれらの洪水による被災した場所は、以後、集落が形成されず、放棄されたものと思われる。

百々遺跡２．４の検討で百々遺跡４の36号．３７号．３８号住居跡がⅨ期（９世紀中頃）とＸ期（９世紀後半）に

洪水によって被災している。この洪水は局所的なものであったが、やはりこれ以後この場所には集落が形成され

ていない。そしてXII期（１０世紀前半）の比較的広範囲の洪水がこのⅨ．Ｘ期の被災地付近まで達することで、

百々遺跡集落の南側半分となる450ｍにおよぶ範囲が壊滅・放棄されることとなる。以後の集落は、百々遺跡の北

半部分で百々 遺跡３の２区を中心とした範囲に展開する。XIII期（１０世紀後半）からＸＶ期（１２世紀）そして中世

鎌倉期まで継続し、遺物からは天目茶碗や常滑大喪など１５世紀に比定できるものがあるため、少なくともこの頃

までは生活の痕跡があったことがわかる。百々遺跡全体を覆う厚い砂喋土砂は、これ以後の大規模な洪水による

ものと思われ、おそらくは１５世紀から１６世紀頃に起こったものと思われる。

第２節御勅使川扇状地上の遺跡(第226図）
御勅使川は、扇状地上の流路を何度か変えており、現在は扇状地の最も北側にある。近世には、現在よりも南
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遺椛名

Ｉ区

１号住居

２号住居

３号性居

４号住居

５号住居

６号住居

７号住居

8号住居

９号住居

１０号住居

１１号住居

１２号住居

１３号住居

１４号住居

１５号住居

１６時住居

17号住居

１８号住居

１９号住居

20号住居

焼土遺構

６号土坑

２区

１号住居

２号、居

３号{］ 居

４号月居

５号、居

６号Ⅱ居

７号、 屑

８号住居

９号住居

１０号住居

１１号住居

１２号fｉ 居

１３号住居

１４号住居

１５号住居

１６号住居

１７号ロ 居

１８号住居

１９号住居

２０号住居

21号住居

22号ロ 居

23号(］ 届

24号{』 居

25号住居

26号住居

２７号住居

２８号住居

２９号住居

３０号住居

31号住居

32号住居

33号住居

34号付 居

35号{』 居

36号甘 居

37号６ 居

３８号９ 届

39号住居

４０号住居

41号住居

42号住居

43号住居

44号住居

焼土遺構

土器集中

舟形土坑

５号溝

７号溝

９号溝

１１号溝

１４号溝

1号溜池状 世描

２号溜池状 幽柵

３号溜池状 幽枇

４号溜池状 幽櫛

５号溜池状遺柵

土器編年

ＶⅢ

ＶIⅡ

ＸＩＩ

ＶⅡＩ

Ｘ

ＸＩ

ＸＩＩ

ＸＩＩ

IＸ－Ｘ

Ｘ－ＸＩ

ｖ、

ＸＩ

IＸ？

Ｘ－ＸＩ

ＶＩＩ－ＶＩＩＩ

ＶIⅡ

？
●

ＶｎＩ

IＸ

ＶⅢ

Ｘ－ＸＩＩ

Ｘ

ＸＩ

lＸ－ＸＩＩ

Ｖ皿？

ＶⅢ～ＸＩ

ＸＩ～ＸＩＩ

ＸＩ

IＸ

Ｘ

Ｘ

ＶⅡＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩＩ

IＸ

ＶIⅡ

IＸ－Ｘ

XII(ＸＶ）

Ｘ－ＸＩ

Ｘ－ＸＩ

ＶⅢ

ＸＩＶ－ＸＶ

VIn

ＸＩＶ

IＸ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩ

ＸＩ

IＸ

ｖ、

ＸＩＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸⅡ

ＸＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩ

Ｘ

不明

ＸＩ

不明

VIn

ＸＩ

ＸＩＩＩ

ＸＶ

ＸＩＩ

XIl､ＸＶ

ＸＩＶ－ＸＶ

Ｘ

XII､ＸＶ

中世

中世

世

世

世

実年代

９世紀前半

９世紀前半(5-1区１性）

１０世紀前半

９世紀前半

９世紀後半

９世紀末～10世紀初頭

10世紀前半(5-1区２住）

１０世紀前半

９世紀後半

９世紀後半～１０世紀初頭

9世紀前半

9世紀末～１０世紀初頭

9世紀

9世紀後半～１０世紀初頭

9世紀初頭～前半

9世紀前半

不明

9世紀前半

9世紀中頃

９世紀前半

９世紀後半～１０世紀前半

9世紀後半

９世紀末～１０世紀初頭

９世紀後半～10世紀前半

９世紀前半

９世紀前半～１０世紀初頭

９世紀末～１０世紀前半

９世紀末～10世紀初頭

９世紀中頃

9世紀後半

９世紀後半

９世紀前半

10世紀後半～１１世紀前半

10世紀後半～１１世紀前半

10世紀後半

10世紀後半

９世紀中頃

9世紀前半

９世紀後半

10世紀前半

9世紀後半～１０世紀初頭

９世紀後半～１０世紀初頭

９世紀前半

11世紀後半～１２世紀前半

９世紀前半

１１世紀後半

９世紀中頃

10世紀後半

１０世紀後半

１０世紀初頭

９世紀末～１０世紀初頭

不明

９世紀中頃

９世紀前半

10世紀後半～１１世紀前半

１０世紀後半～11世紀前半

10世紀前半

不明

9.世紀末～10世紀初頭

10世紀後半～１１世紀前半

10世紀前半

10世紀後半

9世紀末～１０世紀初頭

9世紀前半

９世紀末～１０世紀初頭

10世紀後半～11世紀前半

12世紀

10世紀前半

10世紀前半､１２世紀

１１世紀後半～12世紀前半

９世紀後半

１０世紀前半､１２世紀

遺構名

１

１号住居

２号伯届

3号ﾛ屑

４号fｉ 届

５号、屑

２区

１号住居

２号住居

３号住居

４号住居

５号住居

６号住居

７号住居

８号住居

９号住居

10号住厭

１１号Ｑ 届

１２号Ｈ 届

１３号ロ 居

14号付 届

15号fｌ 届

土器集中

１号掘立建物

2号掘立建物

3号掘立建物

１号満

２号瀧

３号洲

畝

土器編年

ＶⅢ

ＸＩＩ

？

ＸⅡ

VIn

ＸＩＩ

ＸＩＩ

ＸＩ

ＶIⅡ

Ｘ

Ｘ

ＸＩＩ

ＶⅡＩ

IＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

IＸ

IＸ

ＸＩ

ＸＩＩ

IＸ

Ｘ？

実年代

(3-1区２住）

１０世紀前半(3-1区７住）

１０世紀前半

9世紀前半

１０世紀前半

１０世紀前半

９世紀末～10世紀初頭

９世紀前半

９世紀後半

９世紀後半

１０世紀前半

９世紀前半

９世紀中頃

９世紀後 I皇

９世紀後 |皇

９世紀後半

９世紀中頃

９世紀中頃

９世紀末～10世紀初頭

１０世紀前半

9世紀中頃

？

９世紀後半？

？
ｐ

？
●

？

？

3５０

時期
百々遺跡

遺描名

1儲

２号住

3号住

4号住

5号住

6号住

7号住

8号住

9号住

１０号住

1１１ }住

1２１ }住

１３時住

１４号(主

１５号住

1６１ 卜住

1７１ 卜住

1８１ 卜住

19号住

20号住

21号住

22号住

２３号住

２４号住

25号住

26号住

27号住

28号住

２９１ 卜住

3０１ 糊

３１１ 糊

32号fｉ

33号、

34号、

35号、

３６号fｉ

３７号fＩ

38号fｉ

39号ロ

40号fｉ

41号、

42号tｉ

43号６

44号住

45号住

46号{』

47号{』

48号tｉ

49号{］

50号fｌ

５１号(］

52号住

５３号住

54号住

55号住

56号ﾛ

57号伯

58号住

59号住

６０号住

61号住

62号住

６３号住

64号住

65号住

66号住

６７号住

68号住

６９号住

70号住

７１号住

72号住

73号住

74号住

75号住

７６号住

７７号住

78号住

７９号住

80号住

土器編年

ＸＩ

ｘ、

ＸＩＩＩ

IＸ

ＸＩ

ＶⅡＩ

Ｖ111

VIn

Ｖ111

ＶｎＩ

Ｖ111

ＶIⅡ

ＸＩ

ＸＩＩ

ＸＩ

ＸＩＩＩ

Ｘ

Ｘ

IＸ

Ｘ

ＸＩＩＩ

IＸ

Ｘ

ＸＩ

ｖｍ

IＸ

IＸ

ｖ、

IＸ

Ｘ

Ｖ1１

ｖ、

ＸＩ

IＸ

IＸ

ＸＩＶ

IＸ

ＸＩＩ

ＶIⅡ

ＸＩ

IＸ

IＸ

Ｘ

ＶIⅡ

ＸＩＩＩ

Ｘ

ＸｎＩ

ｖＩｎ

ＸＩＩＩ

ＸＩｌＩ

Ｖ皿

ＸＩＩＩ

ＸⅡ

VIn

IＸ

Ｖ1１

ＶIＩ

ＸＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩＩ

ＸＩＶ

ＶⅡＩ

ＸＩＩ

VIn

IＸ

ＶⅡ

ＸＩＩ

百々遺跡２

辿椛名

ｌ弓住居

２号@膳

３１ 咽 届

４１ 柑 居

５１ 湖 居

６号住居

７号住居

８号住居

９号住居

１０号住居

１１号竹 届

１２号ロ 居

１３号住居

１４号住居

１５号、 届

１６号９ 届

１７号ロ 届

１８号ロ 膳

１９号住居

20号住居

２１号住居

22号住居

２３号fＩ 届

２４号、 届

25号(』 居

26号付 届

27号、 届

２８号伯 届

29号、 届

30号fＩ 居

31号fＩ 届

３２号、 居

33号(］ 届

３４号、 居

35号、 届

36号、 届

37号、 届

38号fｉ 居

３９号ロ 居

40号付 届

41号fＩ 届

４２号(１ 届

43号(］ 届

44号、 居

45号fｉ 届

46号、 届

47号(』 膳

４８号{１ 届

49号(］ 届

５０号｛』 膳

1号掘立住

2号掘立$Ｉ

3号掘立住

6号掘立住

8号堀立桃

１１号掘立

住

２号竪穴

６号溝

１１号溝

土器編年

ｖ、

Ｘ

IＸ

IＸ

IＸ～Ｘ

ＸＩＩ

ＸＩＩ

Ｘ～ＸＩ

不明

ＸＩ

ｖ、～ｘ

ＸＩＩ

ＶⅢ～IＸ

ＶⅡI～IＸ

ＶⅡＩ

IＸ

ＸＩＩ

ＸＩ

IＸ

ＸＩＩ

Ｘ～ＸＩ

ＸＩ

ＸＩＩ

ＸＩ

Ｘ

？
ザ

ＸＩ～ＸＩＩ

IＸ

ＸＩＩＩ

XII～ＸＩＩＩ

ＶⅡ

Ｘ

ＶⅡ

ＸＩＶ

IＸ

Ｖ皿

ＶⅢＩ

ＸＶ

XIII～ＸＩＶ

ＸＩＶ

ＸＩ

ＶⅢ

xII～ｘ、

Ｖ111

ＸＩＩ

Ｘｌｌ

ＸＩ～ＸＩＩ

XII～ＸＩＩＩ

Ｘｌ

ＸＩＩＩ

ＸＩ

？

ＶⅡＩ

IＸ？

ＸＩＩＩ

Ｘ

IＸ～ＸＩ

ＶIⅡ

Ｖ111

百々遺跡４

遺構名

１号住居

２号fＩ 届

3号Ｈ居

４号Ⅱ 届

5号、居

６号(１ 届

７号(］ 層

８号、届

９号伯届

１０号住居

１１号住居

１２号住居

13号住居

１４号住居

１５号住居

１６号住居

１７号住居

１８号住居

１９号住居

20号住居

21号住居

22号住居

23号住居

24号住居

２５号住居

２６号住居

27号住居

28号住居

29号住居

30号住居

31号住居

32号住居

33号住居

34号住居

35号住居

36号住居

37号住居

38号住居

39号住居

１号土坑

２号土坑

3号土坑

7号土坑

8号土坑

９号土坑

１号竪穴

２号竪穴

３号竪穴

４号竪穴

５．号竪穴

６号竪穴

１号隙

２号 碑

３号 Nｉ

４号 隙

５号 隙

６号 １Ｗ

７号溝

８号溝

９号溝

10号満

Fl40洲

ＣＤ161溝

くぼち

Ｄ153土器

土器編年

ＸＩＶ

ＸＩＩ

ＸｌＶ

IＸ

ＸＩＶ

IＸ

ＸＩ

ＶIⅡ

ＸＩ～ＸＩＩ

VIn

VIn

ＸＩＶ

ＸＩＩ

VIn

ＸＩ

ＸＩＶ

ＸＩＶ

ＸＩ

ＸＩＶ

ＶⅢ

ＶIⅡ

ＶIⅡ

ＸＩ～ＸＩＩ

ＸＩＩＩ

ＸＩ

Ｖ111

ＸＩ

ＸＩＩ

ＸＩＩＩ

Ｘｌ

Ｖ111～IＸ

XII,Ｘｌｌｌ

ＸＩ

lＸ

IＸ～Ｘ

ＶIⅡ～IＸ,Ｘ

IＸ

Ｘ

Ｘ

ＸＩ～ＸＩＩ

Ｘｌｌｌ

VIIl～IＸ

ＶIⅡ

ＸＩＩＩ

Ｘ

ＶIⅡ？

Ｘ

ＸＶ

l３Ｃ

ＸＩ

ＶｎＩ

ＸＩＶ
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側にもう一つの流路があり、現在の本御勅使川に対して、前御勅使川のあわせて二つの流路が存在した。前御勅

使川は昭和初期に廃河川となっている。また百々遺跡の南側では古代に存在していた御勅使川の流路が甲西バイ

パスの試掘調査で確認され、御勅使川南流路と呼んでいる。これは、飯野新田から百々と飯野・在家塚の間へ、

そして上八田と西野の間を抜けていくラインである。またさらに南側でも古い流路跡が、地表下50ｃｍ～１ｍに喋

層として存在していることが、同じ試掘によって確認されている。御勅使川扇状地の北半分には古い時期に釜無

川によって開析された段丘状の崖線が、その先端部にみられる。これは韮崎市竜岡町の竜岡台地から連続するも

ので、｜日白根町今諏訪付近までみることができる。旧八田村徳永から旧若草町鏡中条まで続く下位の崖線が今諏

訪で近接するが、これは近世に形成されたものと思われ、もともと異なったものとして区別しておく必要がある。

現在の御勅使川はこの竜岡台地の南端部を流れており、その台地端部を切り取っている。これは御勅使川を北側

に流すために人為的に掘削したものとされ、掘切りと呼ばれているが、定かではない。のこされた台地の端部は

赤山と呼ばれ、このすぐ南に今の御勅使川が流れていた痕跡がある。ここでは釜無川によってつくられた崖線が

とぎれており、御勅使川によって浸食埋没されたことがわかる。こうしてこの崖線は旧流路により断続的となる。

同じく前御勅使川があったところも崖線はみられず、崖線を頂点にした小扇状地が新たに形成されている。この

前御勅使川から南側も扇状地伏流水や小河川による開析で崖線が入り組むが、御勅使川南流路付近でやはり崖線

は消失し、かつての流路であったことを物語っている。御勅使川南流路付近は現状では砂利、操の非常に多いと

ころであり、明治21年測量地図における土地利用区分がその流路であった痕跡を明瞭に留めている。この明治期

の地図から古代の旧流路が想定できる可能性がある。この地図からは、これ以外にもあまり明瞭でないが、飯野

新田から南東方向に在家塚と沢登の間を抜けて上今井、下今井へと続くラインにも旧流路を想定することができ、

御勅使川扇状地の東端部に続く崖線が消失するあたりへ流れ込んでいたものと思われる。さらに、やや明瞭に認

められるのが、飯野新田から、飯野・沢登・十五所集落の南に沿って十日市場へ続く流路である。比較的はっき

りと認めることができ、これを仮に十日市場流路と想定することにする。これら二本の流路は、明治期の地図と

わずかな試掘調査によって想定できるものであるが、確実に御勅使川本流として存在したかは明確でない。しか

しこのように御勅使川は有史以来も何度かの流路変遷を繰り返していることがうかがえる。こうしたことは扇状

地上に展開する遺跡の立地にも影響し、古代からの御勅使川と人との関わりをみることができる。

御勅使川扇状地上に展開する古代遺跡は、旧流路との関係でおおよそいくつのかグループに分けることができ

る。現在の御勅使川と前御勅使川にはさまれた野牛島地区、前御勅使川と御勅使川南流路にはさまれた百々地区、

御勅使川南流路と下今井流路にはさまれた東部端の今諏訪地区、下今井流路と十日市場流路にはさまれた吉田・

寺部地区、十日市場流路と滝沢川にはさまれた滝沢川左岸地区、の五地区に遺跡がまとまって分布している。

最北部の野牛島地区は大塚遺跡（１）、立石下遺跡（２）、石橋北屋敷遺跡（３）、仲田遺跡（４）など多くの遺

跡が知られる。大塚遺跡（１）では縄文時代晩期から古墳時代前期、奈良・平安時代と同一面で確認でき、また

他の遺跡からも平安時代、中世１６世紀までの遺物・遺構がみつかっている。こうしたことから縄文時代晩期以降

から弥生、古墳、奈良・平安、中世１６世紀までは、非常に安定した地域であったことがわかる。仲田遺跡（４）

では16世紀以降洪水砂喋によって覆われており、現在の御勅使川がこの頃に流路を移したものと考えられる。前

御勅使川は、本御勅使川と同様に崖線下で土石流堆積による小扇状地を形成しており、ほぼ同時期に存在してい

たことがわかる。ただし、平安時代の遺跡が野牛島地区と百々地区で立地を異にしていることが指摘されている。

野牛島地区では古墳、奈良・平安期と集落が形成されるが、９世紀前半までにほぼ収束し、逆に百々地区では９

世紀から集落が形成される現象が認められ、両地区、が異なる場所として意識されていたものと思われる。御勅

使川本流路でないにしろ、小河川が存在していたものと想定できる。

百々遺跡（６）のある百々地区は、平安時代の９世紀初頭から集落が形成されはじめ、以後中世へと連続して

いく。また平安時代の生活面より下層の粘土層中で古墳時代初頭、弥生時代中期の包含層が確認されており、そ

れぞれ間層をはさんでいる。こうしたことから野牛島地区に比べやや洪水を受けやすい立地にあったことがうか

がえる。また平安期の10世紀後半にも一度洪水を南側から被っており、御勅使川南流路が存在していたことがわ

かる。しかし、以後中世15世紀頃までは安定した立地であり、これ以後に大きな洪水が多くみられるようになる。

御勅使川南流路から南側にある在家塚集落あたりでは地表に土壌が50ｃｍ～１ｍほどみられ、その直下が喋層と

なっている。このため、水はけがよく、干ばつ地帯として知られる所以である。古い河道が機能しなくなりその

上に土壌が発達したものと考えられる。こうした状況はさらに南へと続き、十五所集落北側の豊小学校あたりの

下今井流路までがその氾濫原であったと考えられる。甲西バイパスの試掘調査ではこの間に1.5～２ｍ以上の砂操
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層が堆積していることがわかっている。御勅使川南流路は深いところまで砂喋シルトが堆積しているが、ここか

ら在家塚集落までの間に地表下約３ｍ付近の黒褐色粘土層中に縄文時代末から弥生時代にかけての包含層が認め

られる。中部横断自動車道の白根インター付近では横堀遺跡（８）として調査がおこなわれた。しかし、ここか

ら南側へ十五所遺跡までの間は該期の遺物がまったくみられない。途中にある旧櫛形町沢登地区のセツ打ｃ遺跡

(１３）では、地表から1.5ｍまでが小石混じりの土層で広く覆われており、その下層で黄褐色粘質土層となって、

さらに50ｃｍ程下で喋層となっている。小石混じりの土居は地表近くで土壌化しており、氾濫原でなくなってから

時間が経過しているものと思われる。ただし、下流域の扇状地先端部となる今諏訪周辺では、後期弥生土器の出

土が知られる下今諏訪遺跡（１２)、また崖線下には古墳時代後期のおつき穴古墳（９）が存在している。さらに、

今諏訪の慈眼寺（10）には平安期の仏像が遣され、あるいはここの諏訪神社（１１）に直刀が伝わっていたりもす

る。この頃には生活の舞台であったことがわかる。なお、在家塚地区にも中世の金山塚（７）が存在しあるいは

後期古墳ともいわれており、御勅使川南流路の右岸流域東端部に弥生後期、古墳、平安期の遺跡が散在している。

しかし、西野の今諏訪・北村線拡幅工事予定地内での試掘調査（第229図）では、砂喋層が厚く、該期の遺跡はみ

つかっていないため、先扇部など局所的な分布であるのかもしれない。なお、今諏訪から在家塚、西野周辺は中

世鎌倉期以降の石造物が多く知られている。こうしたことから縄文時代末から弥生時代前・中期頃には在家塚か

ら今諏訪にかけて広範囲に御勅使川が流れていたものと想定できる。ただし、今諏訪では古い崖線がのこってお

り、下今井流路は、その北側の在家塚、西野に氾濫を及ぼしたが、崖線の消失する南の下今井付近に御勅使川が

流れ込んでいたものと思われる。御勅使川南流路と下今井流路にはさまれた地区は、崖線付近の今諏訪を除いて

古代の遺跡がほとんどないところでもある。

御勅使川下今井流路より南の十五所集落付近から南側の吉田・寺部地区では弥生時代以降平安時代の集落跡が

多くみつかっており、安定した土地であったことをうかがわせる。十五所の豊小学校周辺では弥生時代後期の方

形周溝墓群が調査された十五所遺跡（１４）が知られ、さらに同一面から古墳時代初頭の土器や平安時代住居跡も

検出され、弥生時代後期から古墳時代初頭・平安時代まで地形的な改変を受けていないことがわかる。だたし、

間層をはさんで下層から弥生時代中期の包含層が確認されており、この間の時期に洪水を受ける環境にあったこ

とがわかる。この遺跡と連続する旧若草町域の村前東Ａ遺跡（１５）では弥生時代中期・後期、古墳時代初頭、平

安時代と長期にわたって大規模な集落が形成され、ここでは各時代が砂喋層など間層をはさんで層位的に重複す

る（第229図)。古墳時代前期は喋層上にあり、また上層の平安時代とは約１ｍ程の砂操層を挟む。河川流域に近

く、洪水の影響を受けやすいところに断続的に集落を大規模に展開していたものと思われる。この遺跡の南東方

向に隣接する角力場遺跡（１６）ではわずか200ｍ程しか離れていないにも関わらず、古墳時代前期から平安時代

まで現地表下50ｃｍほどに同一面に包含層が確認できる（229図)。さらに、南へ連続する新居道下遺跡（17）で

も、地表面で土器の散布がみられ、弥生後期、古墳・奈良平安時代集落が地表下50ｃｍの同一面で確認されている。

この遺跡の調査区北側には、北西方向から南東方向へ延びる喋層がみられ、おそらくは村前東Ａ遺跡（１５）とを

分ける小河川を想定できる。この河川は、明治２１年測量の地図による土地利用区分においても、これら遺跡群の

南西方向に沿うように旧河道の痕跡を認めることができる。なお、新居道下遺跡（１７）は御勅使川十日市場流路

の左岸となる立地で、甲西バイパスの試掘時に地表下２ｍで弥生時代後期の土器が前中期の士器とほぼ近い層序

から出土している。ところが１ｍ程の間層を挟んだ上面からも弥生時代後期の土器がみられ、古墳時代後期、奈

良・平安時代と同一面となる。こうしたことから弥生時代後期に大きな洪水を受けていることがうかがえる。村

前東Ａ遺跡（１５）での古墳時代初頭に前後する洪水砂喋や新居道下遺跡が古墳時代後期から集落が形成され始め

ること等を考慮すると、弥生時代後期から古墳時代前期頃に御勅使川十日市場流路が存在していたものと想定で

きる。しかし、これ以後の古墳時代後期、奈良・平安時代にかけて非常に安定している。この一帯は他にもさら

に扇状地下流域となる寺部、鏡中条方面にも古代の遺跡が広く存在し、また扇状地先端部の旧若草町藤田周辺で

は条里地割が今もってみることができ、中世以降も安定した地域であったことがわかる。

滝沢川左岸一帯では、溝呂木道上遺跡（２１）などの調査がある。御勅使川十日市場流路は、甲西バイパスアク

セス道路試掘調査によって、薄い平安時代包含層下に古い時期の砂喋層が確認されていることから、その存在が

裏付けられる。この遺跡では古墳時代後期から平安時代が同一面で確認できるが、弥生時代後期ではさらに80ｃｍ

下層から住居跡がみつかっている。この間層は粘土であり、河川流域から離れたところの洪水であったものと思

われる。溝呂木道上第５遺跡を覆う操混じり士は、平安期の１１世紀以降に、もしくは常滑大喪の埋設状況から１３

世紀以降の洪水によるものであろう。この遺跡群の下流扇端部は十日市場集落になる。この十日市場集落の南東
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に二本柳遺跡があり、中世鎌倉期の水田や墓地が存在していることや、さらに条里地割が残されていることから、

すでに中世鎌倉期には比較的安定した水田地帯として利用されていたことがわかる。

御勅使川扇状地上にある古代の遺跡とその調査事例と地質によって、おおよそ御勅使川の流路変遷をとらえれ

ば、縄文時代末から古墳時代中頃くらいまでは扇状地南半分を流域として、古墳時代後半期以降は扇状地北半分

を主な流域としていたことがうかがえる。もともと堤防などの治水施設のない頃の御勅使川流路は、一本であっ

たと考えるより、複数の支流を伴っている、あるいは網目状の流路で本流が明確でないなどと想定できる。しか

し、地図上から読みとれる埋没流路や各遺跡での時代毎の土砂堆積状況をみていくとおおよそ以下のように御勅

使川流路を想定できる。

ｌ、下今井流路が、縄文時代晩期から弥生時代前期・中期

２，十日市場流路が、弥生中期から弥生時代後期・古墳時代前期

３，南流路が、古墳時代後期、奈良、平安時代中期

４，前御勅使川、（古墳時代～？）平安時代後期・鎌倉・室町（～昭和初期）

５，本御勅使川、１６世紀末～現在

御勅使川はこのように有史以来、扇状地南側を南東方向に流れていたのを順次、北側へ流れを移していること

がわかる。古代遺跡と土砂堆積状況でみる（第228図）と弥生時代前期には、下今井流路あたりのみで該期の土器

が出土していないことから、この流路が存在していたものと思われる。その周辺地域での状況は、北側となる在

家塚の横堀遺跡（８）では弥生時代初頭の土器が砂層、砂喋土層によって覆われている。さらに北側の百々遺跡

（６）では平安期までにおよそ１ｍ程の粘質土に覆われる。流域南側の十五所遺跡（１４）では弥生後期までにシル

ト質士が２ｍ程、村前東Ａ遺跡でも２ｍ程の粘質土によって覆われている。このように下今井流路流域が砂喋層

で、その周辺はシルト、粘質土で覆われることからも、このあたりに流路を想定できる。なお、弥生初頭の地表

を覆う土砂は、下今井流路流域を広く覆って堆積しているが、この流域の南側にさらに厚く堆積している傾向が

見て取れる。

弥生時代後期・古墳時代初頭の遺跡が砂喋層あるいは粘土層に覆われるのは、十日市場流路沿岸となる村前東

Ａ遺跡（15)、新居道下遺跡（17)、溝呂木道上第５遺跡（21）であり、この時期にこの流路が存在したものと思

われる。下今井流路の南側となる十五所遺跡では、弥生時代後期、古墳時代初頭、平安期が同一面でみつかって

いることから、非常に安定した立地であったことがわかる。間層をはさんだ上層で古墳時代後期が新居道下

(17)、溝呂木道上遺跡（21）でみつかっている。両遺跡ではさらに奈良・平安時代以降も安定して継続しており、

古墳時代後期にこの十日市場流路はすでに機能を終えていたものと思われる。

古墳時代後期の御勅使川流路は明確でないが、おそらく御勅使川南流路へと移ったと思われる。平安時代以降

は百々遺跡（６）の南側に存在していたことがわかっている。試掘調査時に４ｍ近くの喋層が堆積していること

が確認されている。百々遺跡の調査では１０世紀後半頃にこの南流路からの洪水を受けて、南北840ｍに及ぶ集落

のおよそ南側半分が壊滅していることがわかっている。住居内に砂喋が流れ込んだ痕跡があることから、かなり

流速があったことがうかがえる。これは扇頂部の閃光洪水による新規小扇状地の形成に関連した砂喋堆積と考え

られている。そして前御勅使川も４ｍの厚さの砂喋が確認されており、こうした閃光洪水によって形成されたも

のと思われる。御勅使川南流路は、平安時代後期頃には機能を失いつつ、前御勅使川へ移ったと考えられる。

前御勅使川は、下流の崖線にある小扇状地の形成や仲田遺跡（４）での水田を埋めている砂喋層から１６世紀頃

の洪水によって現在の本御勅使川へ主流路を移していく。この流域にある野牛島遺跡群はかつて非常に安定した

ところであったが、１６世紀以降は洪水砂喋に覆われた被災地域となっている。ただ、この頃の洪水は本御勅使川

流域のみでなく、かなりの広域にわたって起きたものと思われ、扇状地南半部でも各遺跡を砂喋混じりの土壌が

覆っている。このころは『勝山記』でも雨の多い時期であったことがうかがえ、この災害以降に御勅使川の治水

が本格的になされ、いわゆる信玄堤の構築が行われたとも伝えられている。

近世に原七郷と呼ばれる在家塚、西野、上今井、吉田（沢登、十五所）は、弥生時代前・中期頃に御勅使川下

今井流路によって形成された混土喋層によって覆われていることによって干ばつ地帯の中心地であるものと考え

られる。また原七郷の北にある上八田は、１６世紀頃の洪水で混土操層に覆われたことで、干ばつ地帯となった。

もともと御勅使川扇状地北半は中世１５世紀頃までは、粘質土を地盤とした土地であり、八田荘がおかれたとされ

る生産的な地域であったものと思われる。

なお御勅使川の流路はこればかりでなく、南北840ｍにおよぶ百々遺跡の調査区内においても御勅使川本流以外
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